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は じ め に

地域研究嫡 18鵜 ｢宿舶町の歴史と現在一岡山如失脚町-｣を公刊する｡失嵐町を調査地に選ぶ

に際して ,当研大きな危根があった｡矢鋸Irは ,県下町村のうちでも人[コが始も多く,鵜大の市街

地をかかえており,三年次生にとって ,負担が避雷では',ていかと案じられたからである｡

それだけに,公刊の迦びに至った尊びもひとしやて参っ-,!C.｡炎天をものともせず ,昼夜頭触った

草生諸君の酪力もさることTLから,町長 ,教育長をはじめとする投機 ,教育委員会 ,なかでも蔽接大

学との窓口になって終始か桝 斤如 ､ただいた教育委息女 ,庶刀を群.L一集して下さ'った町誌編唯姿見各

位,肋杏に快 く応じて下-きった町民の方々の御協力の賜によることは ,申すせでもない｡改めて心

から梢持し申し上げたい｡

もちろん ,学生U)軸告だけに ,開旭点も多い.しかし,若さと熱意をrtfiけ ,総力を結娘した学生

緒君の努力は ,随所tr=お汲みとりいただけるものと他じている｡公刊の価値も,ここにあると,ひ

そかに自負している次弟である｡もし,この成果が矢掛町の発掛こ役立つとすれば ,盤外のP.'ぴで

;_hる｡

公刊に際して ,町境をはじめとする町民各位の御協力にLLSl劇して ｢て至えがき｣の結びとしたいo
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第 1章 矢 掛 町 の 概 況

1. 位置と冶草
/ // 0 / 〟

矢掛叫は,間山県の娼繭粗 東経 155105520 ,北緯54 27 25に餌乾し,小田川之柴
山川の流域東西 11Kn,南北15Kmにひらけ ,血坊は9,11917tであるo

歴史的には ,山地U)中腹から上rL汝にかけて多くの古墳が発見され,矢掛,束 ･西川面 中川 ,

坦山田地区に朱:l準.追跡が確認できることから,歴史の古さが他げれる｡また, r倭名類衆紗｣国郡
牲ヤし み な 少

の部にある｡甲埠 ,拝藤 ,草噂 ,契成 ,駅家の4郷が矢掛町城内にあると措定できることにも歴

史の高さを伺うことができる｡

近tP_･の矢掛町は ,支配朗係は私領あるいは鉄肺とかなり錨額し7Eた交代も頻繁であったが ,大部

分が庭瀬鰍 こ所崩し,文政12年 (1829)以降は ,徳川-ツ縮領とlLっていた｡その間 ,矢掛

の中心部は ,蒐永12年 (1a55)以牌の参勤文代制によって ,旧山階iTlの橋場町として発展し,

夜業 ,交過 ,文化の中心地として栄えた｡現在でも,大名の宿泊所であった本陣をはじめ ,古風な

土成造りの家が立ち-ならぴ ,当時a)名残りをとどめている｡

明治期に入ると,矢掛は ,康博鑑別 川によって ,明治8年間山県に属し,明治22年の町村制の

施行に伴い ,矢掛村と小林村が合併し,同29年に町制をしいて矢掛町と改称した｡li九 ,上 ･下~

両高末村 ･内EU村 ･字角村の4か村が合併して糞川村 ,東三成･横谷が一つになって三谷村 ,里山

柑･奥山出･中村が山田村 ,A)T価 ･~剛 l順 ･宇内が川面村 ,そして ,本棚･掛転･江良が合併し

てLP川村として新しく発足した｡さらに ,明治ヱ2年 ,-jEUj･甲琴を合併し-/i,｣､田村は ,大正14

年町制をしき,小｢即汀と攻休した｡

こうして ,tf'-A後地方日給法か施行されたLtB和22年には,矢掛町 ,美川村 ,三符村 ,山u]村 ,川

面村 ,中川村 ,小tl]MJの2町5か村を数えていた(,

ところで ,この2町 5か村が ,町村合併促進法の施行を契機に ,昭和28年 ,北川村を含む令併

払讃会を設け ,合併を臥離した.その主な理由として ,地勢上 ,交過上 ,経済上'密接な馳係をもち,

文化 ,人材J.,風俗を同じくし,行政上に机 ､ても,国鼎J)出先機鵬の同一管鞄内にあることや組合

立の社会 教育施設が少なくtLいことがあげられていたOしかし,′トEEJ町 ･北川村が独自の摘鹿を

立てて ,離脱することになったため ,P;'i和29iF,矢掛町外 5か村でもって ,新たに委員会を設定

し,調丑 ,計画策定等について施滋することになったqその間 ,美川J村 ,山ttl村 ,川面村の村有林

･｣､林肘鼠茎列 10財産区の1銅 扱いをめぐって助糾したものの ,財産区はそのま-,4=とし,杵仔榊 よ

財産区を設定して ,旧村に存在することで結781-をつけ ,L唱和29年 5月1日をもって新矢掛町が発

)-iすることと･/=った｡その後 ,L昭和5占年 1月15日,小LB町を納入合併して ,今日の矢掛町とな

ったのである0

2.矢掛の現況

矢掛は ,南東 17KLnの地点に煉筒梅渦工染地帝の拠点水島 ,また ,西南25KmU-)ところに備

後工特地域の中心地福山市を控えることからも,い謹大きく変化しつつあるo
J∴-副-



- , ここ~L-

人口は ,昭和 45年の国勢調査侍に糾 ､て ,18･665̂ (男子 8･819人 ,女子 ?･846),

また世帯数は ,4･d1l世帯で県下町村のうち戚大の人口を誇っているoしかし,昭和 40年の国

勢訴壷に比べると ,ムバーセン.ト (1.192人 )の人口淑とな9,着年人口の都市派Hjは ,矢掛で

も例外ではなかった く嚢 1- 2- 1)

衰 1- 2- 1 人口と世帯の推移

11了 計 --笠 ､ユ 4.0 41 42 45 4445 46

総 人 口 的 19.857 19,940 19.642 19.555 19,091日 aH 5 18,927

指, 敬 100.0 loo.4 98.9 97.4 96.1 94.0 94.0

世 帯 叡 (世帯 ) 4.546 4,675 4,680 4,682 4.895 4.占.ll 4,714

指~ 数 loo.0 102.8 102.9 10ま.0 1015 101.4 1017

1世帯当9人口(～ 4.4 4.5 4_2 4.1 4.1 4.0 ■ 4.0

(住民登魚人口,昭 40,45は国勢調査 )

5002001000 ′ 出荷
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ノ-./
r--
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//

ノ 従業

ノ/ ノ ノ gl業

r--､､ ′ノ●､､. ′′＼､ ′､､′

領故 年 昭

図 1- 2- 1 叔造本楽所政 ,従業者数 ,出荷額の伸び

(昭10- 100)
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曲菜も大きく変わり,第2,第5次産業の発展によって ,その比重は次第に低下しているO

(表1-2-2)01970年世界曲発センサスによると,血家数5.072戸 ,経営耕地両横

11714Laで ,昭和40年度に比べると,戯家政147戸 ,面韻71Laの滅少となるoLかも,揺

且 家政5.072戸のうち専業出家は ,わずか299戸で. 10年BiJ.に比べ ,実に1.048戸の減少

となる｡戯琴の斜悔化は否定すべくもない｡

これとは逆に,第2次 ,窮5次麓弟従頒者は急速に増え.その比誼を高めてきている｡とくに輿

逝讃徒ホ者掛 よ,昭和40年の1.794名から2.672名-と増え ,全就業者数の4分の1近くを

占め (図1-2-1),=茶利晶出荷街も僻和45年現在541,245万円で ,昭和40年庇の5

倍近くにも連している｡

こうして ,矢掛は ,いま大きく変わbつつあるのである｡以下では ,この変化を詳細に跡付け ,

発展しつつある矢掛町の実態を究明することにしたい｡

- 5-



衷 1- 2- 2 産凄 別就 業 人 口

窮 1次建築

出 講

林 業

漁 業

第 2次産業

鉱 秦

建 設 薬

娘 造 非

番 5次蓮華

卸売小売奨

金触 保 険
不必達 架

信
菜
血
ea

輸
益
迎
公

サー ビス業

公 務

昭 和 40 年 昭 和 45 年

& 93 女 寒 総 数 男 女 率

7( ^7 2.572 人5.545 ′55.5 4,4占9- 一軒~1, 7 8 7 7 2,占82 40.2

D 2,555I 5,545 55.5 4.455 1,774 2.占7910 25 1 40.10.1!～1i巨 DD 124

II 905 19.9 5.579l 1.92ム J

95巨 292三 l.455 50T4

1I 0.2 22 21i 1 0.2

8 552 2占 5.4 占85 62ム1.279 59 占.21.595 24.0

:工 ;

145 - 57

(国勢調査)
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第2葦 自 然 環 境

1.地形 と地 質

矢港町で払 中央よりやや南に偏して,小田川の谷,'jL 全体的にみれ比,ほぼ鹿西VE兄いていて,
山地如Lと南と忙分解しているo

北部比,吉備高原山地の綾辺部であり,南都山地は,遍照山LLは也(阿部山 名照山,弥高山など

の一連の山塊をいう- 岡山収 20万分の 1土地分属軌 1974,経済企画庁)vt属する｡これ

らの山地は,いずれもLLl頂成斜面をもつ,囁原山地で,全体として小起伏の山地といえるが,本町城

紘,それらのLLJ地の撮辺で河谷に上って,砕く切りとずれた急斜面の部分(n=当るので,河谷低地か

らみて,比較的高峻表地親を皇しているO断層vC彩甘された地形が卓越することも,険しさをひき

たてている一つの額田である,谷vcのぞか急斜面払 一勝 5ロ07n内外までそばだち,その上は起

伏の少ない山頂媛起伏面で,前の侵蝕輪週のあとをとどめている. この山頂緩起伏面の部分Ld,矢

井PTの町域外になるOすなわち,北西部に広く虎く山頂牒起伏面は,央星町 ･井原市に輯し,南部

の阿部LU･遺風ll･弥高山の山頂嬢斜面払 並慨市･里庄町 ･金光町 ･倉政市の区域である｡

この地域を地形地域区分すると,(I)南部山地(盛照山山地),(2)小田川低地 (3)北部山地(吉備
3

高原山地両線)の三つVC分けられるo山地が本町の了近くを占めるo山地を柵成する岩石払 南部
山地は石英斑岩が主体で,′J､田川に沿う山脚では花樹岩がみられる.北部山地は主として花尚岩よ

りなり,一部に輝線岩が存在する.図2- 1- 1は,宗田克己ら(小副 JIT流域志Ⅰ自然織 19

56)VC上る矢掛附近の地質図であるO

失政町の自然的土地条件を大づかみにするた捌 こ. 20万分の 1岡山県土地分類図付属牲料(経

済企画庁, 1974)から,自然的土地条件別面鎌をぬき出すと,次の通 りである｡

表 2- 1- 1 矢掛町の自然的土地条件

(20万分の1『帥山瀬土地分がL4』付ki.賀札 虎済企画庁,1974よb)

a.榛高区分別面穣 単位肋(四捨五入)

b.惰斜区分別面積

0..-50
5qL-80 8へ...15015q-200 20q-30(∋50(L′400 400～ 主 要 河川湖 沼

- 5--



C.地形区 分 別面横

山 地 丘 陵 台 地 一段丘 低 地 その他 l合 計
大起伏 中超伏 小起伏 山故也 言十 大起伏 小起咲 計 砂 P一.一一 計 扇状地位 三角洲性 計A

a.土壌統群分布面横

兼 ,% 褐 求 赤 梅 釈 タ 舵 そ 令音十

熱 7打 色秦 ドソ 兼 色低 色低 ラ 顔 の

士 ク士 柿土 '̂ 色土 也土 也士 イ土 士 他

白.表層地質分布両親

未 鹿 結 堆 初 物 蘭 椿 姫 額 物 火 山 ■性 岩 石 深 成 岩そ令計
館 環 紗 秤 軒 硬岩 砂岩 派岩 鍾 坪 育 -蘇 ▲火 流敬 安山 計 i 繋 舵紋 一計

と と 膚 岩質 緑A 灰 山砕 卓質 岩質 間者餐 哀 岩質 め

紗 描土 物 岩ち 灰岩 岩 屑物 岩石 岩ち L⊥一石石 一1｣香ち 岩石 他

EE(1) ただし, ここVC示された数値は,食小図示単位を1肋 として描かれた20万分の1凶

をもとVCL,概括的把握ないし構成比率の利用のために計測されたもので,実在の面瑞とは必

ずしも密着していない.

(2)矢掛町域で 400,nLを越すととろは2帝展庇vcすぎない｡最高部は北の境界VCある祐梅
山で約 510,8(三角点の高さは505167n)である｡

(3)傾斜区分は500 を越す斜面がないわけではないが,それらの斜面は一つ一つのくくり

が図示単位より小さいので,兼房されず,平均的な傾斜として集計されているO

(4) 200- 400,TLの起伏並をもつ山地を′j､起伏山地として分類しているので,矢掛町内
の山地は,I,-iとんど,これVC軟当するt)

(5)宗田らの地Jj5回に石英斑岩として記俄されているものqL ここでは流紋岩賀岩石として,

また輝線岩は,斑れい岩餐岩石にまとめられているO
l

(イ) 南部山地(造館山山地)

阿部山(566･5仇),慈照山(405･578),弥高山(507.7m)などよりなる地塊で,主

として石英斑岩,阿部山の北の伽藍山や中山,盛照山の北碇などの花尚岩と一部VC古生代粘硬岩な

どからをるO全体として東商忙連なるようにみえるが,北東一再西方向と,それについで南北方向

のぞFや急斜面が連越しており,北東一南西方向の山塊が雁行しているといったほうが上さそうてら

･.-ムー



る｡阿部山山塊の北西斜面比,′J､相川 ･尾坂川の谷に而して,北東-南西方向にのぴており,この谷

の西南への延良は,袖山市の北東の谷VTLまでたどるととができる.｢また,この地形感は,北東へは,

:LtS谷の谷から江良峠を越して.清水谷そして行都を抵ぷ瀬に延長できようo遺風山の北西斜面綻,人

波一地蔵峠を梼ぷ北東一両西方向の斜面でrJり.その方向に地政峠から,山ノ神(粗方町),さら忙

笠岡再演VC至るまで,直線的に谷を結ぶことがてきる｡地蔵峠やLHノ神では,断層破砕帯や断層滑市

をみることができるので,北東一雨西方向の谷払 明らかに耕造作牌休したものと判断きれ よう｡阿

部lLJの北西斜面,さらVCまた,阿部LLlの東斜軌 弥高山山塊の西斜面,-iた,慈照山の虎斜面など,

商北方向の斜面や谷も,不明瞭ながら,三角末梢面的夜斜面が認められ,構造支配を思わせる｡この

三角末端面と三角末端面との間に払 息な沢が王も吐していて,その出口(,C比扇状地や東銀がみられるG

たとえば,江良では,その開折のすすんだ沢のE)に,明敏夜朗状地形をつくっている｡この原状地面

紘.階段状に耕地が開けておr),畑地,あるV,結果輔姐として利用され,腐端から下手は水朗で,礁

清は山際れ 水田の裾にあたるところに並んでvlる. このようか也形(,it.小規模7たがら,小田川の谷

忙面して東西に走る弥高山の北斜面の鹿でも-̂ くつかみられる｡

那 賀山山地払 北が急で,南はいくらカ準 であり,此政的広い山頂壌斜面は,甫忙傾いていること

から,憤動地塊といわれる｡ この傾向払 切峰両国(図 21 1- 2)やその断面図(図 2- 1･-5)

から軌みとることができるOとの山頂放斜面上を雨から谷が侵蝕しているので,分水嶺は,北VC舶し

てi･Lり,洗口都 との境は, この軸線に上ってVlるo

竜冊山(405･5,A)紘,この樹線上のぶ高Jで県南の名山であるが,矢掛から山EElを経て粗方VC

越える旧萌遥忙接してそぴん この頂上VC払 18011/ばか りの旧侵蝕谷の谷頭が残っていて,50

7n奄下った建地の端に冷泉が湧出している｡この建地の南の高地から,寄島山地越 しに,水島港を一

旦VCかさめられるO
山]‡経斜面は,阿部山,弥高山などで広いOこれらの山頂緩斜面の福引-i,必ずしも一定してから

ず,阿部山で550- 580仇,遁鼎山で5占ロー 4OOTn,弥高山で250-5107nなどで,7.

ロック海VC異なる変位丑をもつ運動があったと思われるO

(.,) ′J､馴 低地

書価高原中部の水を集め,東流して商果川忙合する′J､田川に沿って,小月)JH故地と呼ばれる狭長を

河谷平野が連なっている｡ この低地は,全体として結束西方向VCのぴているが,柵か('Cみれば,蔑鹿

も方向を変えて,ジグザグしながらつながってVlるO

笠岡市･矢掛町の境付近,小Ef]川が尾坂川を合わせる魯たりより,河谷の方向は,北東方向ve_のぴ

ているが,矢掛の市街あたりから,大きく方向を変えて南下し,里山田付近から再び'北東方向に向い,
∫

束三成からは,東南東方向からしだいに東方向忙なって狭まり,舌備郡兼備町との境で,娘掛山 .妹

山の間の鯛海部を横切る｡このような河谷の方向結,前項の山地の構造の方向と適応したものであり,

明らかVC地質構造忙支配された谷とレーうことができエうOこの構造性の河谷を,小田川は沖耕低地を
つくって流れている.低地の幅は1kBI前後で,河谷の方向の変換する部分や,支谷の流入する部分で,

やや幅広 くなり,其僻町との境で猿股となる｡こ,D軟陰部は,凍掛山 ･妹山付近の堅硬で珪Jjfの石英

_7._･
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斑岩が抵抗岩 となって生じたものであろ うO 慣lk冴前後の河谷のなれ または, この河谷とその支

谷とVIC比さまれたところなどに,沖横地のなかVC島状VC孤立する分離丘俊がいくつか存在ナるQ満

山 ･三本松山 ･日要地の北西の山 生山 ･茶臼山 ･中山など大小様々であるOこれらの丘陵は,ほ

とんどが花樹岩で構成されており,交差する桃造の著 しい花樹岩地帯の河谷の特徴を示 している6

矢掛町内で収も平坦な仲秋面が広がるところは,小田川 と尾坂川との合流点付近の浅海(あすみ)

である｡海抜高度は 21- 227nで,下流の簡川面 (22- 257花)よりも,いくらか低 くさえあ

るOそ,D地名から推して,かっては湿地 ･沼沢に類 した状態であったところと思われるOその低辛

夜水田地借を後に,前を′トEEl川の碇防VC組まれたところVC位尼する大仁五は,水田面よりやや高vl

自然卿方の上に石垣を粂いて立地した典清である｡自然喝防は,現在の小田川冶いVC,水田面より

やや高く,桑畑 ･果樹園その他の畑地として利用されているところが多いが,水田化した部分 もあ

るo

自然埠防上に立地 した集落は,前述の大仁玉の他作,矢掛の市街地のうち旧山陽道vc沿う西町 ･

胡町 ･中町などや,里山田の土生がある｡矢掛の市街地の自然礎防は, 215万分の 1の地形図では,

市街地として描かれていで競みとれないが.旧山限道に沿う星並み取かっているところがそれであり,

そのすぐ北の道路を歩 くと,後背

湿地を利用した湿田が点々と残っ

ており,湿EBの南側に石垣やブロ

ックを築いて建 てられた,旧山修

道沿いの家屋の盛がみられる(写

其 2- 1- 1)｡後背湿地には,

粘土の堆横が著 しい.矢掛小学校

のポーリング穀料に上れば,粘土

層は 1,九似上,ところVCよっては

57,LのソJLトの堆横が知られる(

図2- 1-4)｡土生の典渚でも,

自然姫防の上作石垣を築いて家慶

がのっている｡

主として紗鎌J宙よりなる押棟低

地の地下構造は,まだ十分vc解析

されてqiいないO花尚岩を基盤 と

して紗鞭層がのるが,その厚さや,

神様と洪棟の境界間頓など明らか

にされていないO軸棟付近の柱状

図は,次の通 りである(図2- 1

- 5)0

どiiiiiiiii

写其 2- 1- 1 自然殉防上の矢掛の旧市衝の家屋

旧山階道沿いの家島を北の道路からみたもので,手前は

後背湿地を利用 した水田｡家屋は後背湿地側では石垣や

ブロックの上vcのっているo

IT8- .



女形ト附丸地 常田
J L 1 4

図 2- 1-1 矢掛肘近地焚図

(r小田Jll下総竣藍JII自粕 . 195a-宗田克己ら小による)
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坊 峰 面 図
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r2121112 切 半 面 回 ( 2 万 5 千 分 の 1 地 形 図 を 用 い , 噂 5 0 0 仇 以 下 の 谷 を 埋 め た も の )
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a[二

周2-1-4 矢掛小学校の地下の地角柱状図

荘) 中島地下工実株丸凄社咋よるポ-リノグー昭和 4d年-の
較科 より作成

●

El: 表 土 b: 砂 瞭 C: 秒 d,: 抄賓･yルト

F',. シ ル ト f: .:I,Jt･ト賓も比 (粘土Jjlソルト) g: 粘 土
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河谷低地の

すべてが,覗

在の氾漉戚で

はないO′｣､田

川やその支流

の新しい下刻

忙上って一か

っての氾濫原

は数 10g▲淵～

2m種皮の段

丘圧をつくっ

て殴丘イヒし,

収も新 しい氾

慈広壮,その

内側忙ある(

写第2- 1-

2)｡これら

写美 2- 1-2 旦山田の押凍低地

手前の畑地仏 小田川の自然卿 ｡その少し後vc,比高教 10cmから178億度
の′｣､号竜殴丘崖が参り,それ エ!)後払 道 川々がつくる政扇状地面｡また右側

の由雄忙畦屈状地がみられる｡

の段丘崖払

小田川本流でlli,ところに上って不明瞭となり,連続的に追跡 し忙くvlところもあるO美山川をさ

かのほると,現河床は韓(炊くなり,段丘崖は高言を増し,段丘として明瞭vE識別できるようVC竜

るo桜木の手

前の黄山備付

近で拭,硯河

床か ら段丘面

までの比膚は

約47n,茶屋

ケA付近で約

4,5TnとなるO

この段丘は土

井 より上純の

映谷内に点在

する段丘傑層

をもつ小平坦

面につながる

と思われる(

写真 2-1-5)

写共2I 1- 5 鬼ケ岳温泉付近の水盛された蹄をもつ帯頭.

現河床より10数Tnの高さ｡
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水.泉回

図 2- 1-占 矢掛町の水系 (5万分の 1の地形笹tを用いて作図 )
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との岩石段丘

性の小平坦面

紘,鬼ケ岳温

泉付近で,硯

河床より比縞

12.71hであ
る｡これは,

美山川の下刻

の辛しさを物

磨るものとしへ

える｡星田JH

府い忙Jdl.低

い段丘崖が連

綿的vc追跡で

きる｡
写楽 2I 1- 4 無料の市街地の北方の扇状地面の扇端近くo

矢掛の市街

地の北方の山鹿にtri,扇状地が連なり複合扇状地を皇し,届端を市街地付近にまでのばしているし
写寅 2- 1- 4)O呼救寺や多聞寺は,娼端付近に位圧してJも､り,束は,扇端付近が段丘崖で切られ

ているようであるo

東三成の大谷川のつくる虜状地,果山EE]の道 川々のつくる扇状地,横谷の大渡川のつくる扇状地を

どQi,いづ九も纏めて練傾斜の扇状地であり,血塊近くは,小田川の氾底屈で切られて,比庵赦 10

cn1の段丘虚をも-,て段丘化している｡その他 小さな傾状地や崖錐は,日滋や江良,里【L旧の東の山

姥孜と,趨Lj(,こしはしげみるこLができるO

(3)北部山地(吉備福原山地舶 )

-吉備麻原面と呼ばれる援起伏面払 矢掛町の北軌 尊皇町と井原市とに広くひろがっている｡その

高さ(,1500m前後から400mを越すところももi,J,その上杵は5007nを越す戎丘状の孤峰がと

ころところ'/C残っているoこの地域は,主として古生代の碑縁者や泥岩からなっているO矢耕町域(h=

はいるのは,この後起伏面の練辺から,小EP川の河か忙かけての地域で.主として花磁岩よりなり,

黄山川 ･星田川 .大創 II･林田川や,その他の小河谷によって峡谷がうがたれ,媛起伏面がほとんど

残存したいほと忙侵蝕され,ために,比軟的けわしい起伏をもつ山地と在っているo苦節高原上を流

れる小河川LJi,矢掛町境近くに当る高原面の根皿で,明瞭兼避急点をもって急流となり,水は岩&.噛

んで流れ溶ちるo確をなすところもある｡星憎川の支幹にかかる雄虎滝は,その-例である｡急流は

いっき.t(,C2007n近くも流れ下ってから軸 し,やや開けた谷間に出るO

央山ノ目は.美星町の三山の盈地lJJlで,~吉備屯風上の水を典め,北方の字戸谷を蓬回してから,鬼ケ

岳温泉付近からは南(n=むかって,鬼ケ岳の峡谷を羅くうがって流れる｡鬼ケ岳の峡谷の出口近くVr-,

--1i)-



｢

防災,櫛瓶用の鬼ケ岳ダムがある.

ダムのすぐ下流では,河床vc岩盤が

結出し,見車を河蝕徴地形がみられ

ち(写実 2-1-5)｡上音末から

下高末VCかけては,幅を増した河谷

に払 1-2段の河岸段丘が明瞭で

ある｡下位のものは,硯河床から比

高約2m,上位のもの比,5-57n

の岩石良蝕段丘であるo

尭山川の東部で拙,倉見池付近と

横沢寺付近などに高庇 500m前後

の媛超伏面が残っているに過ぎない.

ここでも急杏谷をさかのぼると,経

起伏面の高位谷峨 憤斜であり,皿

状の谷に比 水 田がみ られるo これ

らの援起伏面の上忙,高東山58O

m,懲峰山 599,札などの峰があるo

(目名和子)
L

写美 2- 1-5 鬼ケ岳ダム直下の卦 rJJlの河床

引用 ･参考文献

1･ 経済企画庁総合娼発局 (1974)

乙 矢掛高等学佼生徒会 (1956) 20万分の1『岡山県土地分類図』および同付属紫科

5･ 矢掛高等学校生徒会 (1959)『′J咽 川下沌域蔑 』1自然編

『′トE別"T流域誌 』tl集落編
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中lsj地方の気候vL 大きく,澄日本式気候と湖戸的式気候の2つに,分けられる｡護 日本式気侯は

冬季に雨や雪が多く,降水A･が年 1.1800- 1.96DJJrを記録する｡それに対 し,瀬戸内式気候は,

柵天が多 く ,砕水J生は少ない｡岡山県は,位.Fr的忙瀬戸内式気候の影8を大きく受けている｡そこで,

史vcくわしく岡山県の気侯をみてみ よう.
岡山県の5a候は,図2-2- 1の如 く,大きく5つに分けられる. (和逮雅夫監♯ :｢日本の残像 J

による) それぞれの特徴は,次の通 りである｡

I.中国山地気候区

貴堤が痕も低 く,峰雨Jiaは年間%.過し,軌 亡少をい月忙たいO もちろん,梅雨 ･台風季(′こは常 しく

多い O

∬.Ll‖枇 候区

書備福原を除き,一般に也僕で,降水塩は鞄 盲･台風孝を除き,一般に少ないo

Ln.瀬戸内気候区
温暖で,降水iLtは年間を通 じ,きわめて/少ないJb.,

′--･
｣

･1
.-
～

Ⅲa)一夏.冬も降水山は少ない｡
Ⅲa21叫 alより,瀬戸内気候の特攻が強いo

皿bl一夏 ･冬ともに降水牡は少なく,冬噴かく,まは高温であるO

皿b2-(m)blと同じたが.その煩向はさら忙強い｡瀬戸内気候の最 も代表的地域で,年日脚時

間は, 2,400時間を越すo

矢掛町は,位足的忙也(TD)alに入る｡そこで,拘山(瀬戸内気候区-(u)a2 ),笠岡 (瀬戸内気辰

L去-(班)b.),佐鼻(吉備戚原上),軌Ll(山常気候区,盆地 )などと地紋しながら,矢掛町の葡候

的特色をみてみよう｡

i-･;:I:;:::i.;;_i
且♭L 廟 晒

図2-2- 1 岡山県の気 軽区分
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(1) 気 温

矢鹿町VCL･ける年平均気温払 14.5℃であり,一般VC温暖といえるが,舟褒月(8月)紘, 2

占･9-cT･,かなり暑 く,原寒月(1月)払 i4'cK下る.近年(昭和 45- 47年 )の攻高 ･
ii･低気温は,それぞれ, 5iD'C,-910℃を鞄良した｡(襲 2- 21 2)

月別平均気温の年変化(表2-2-1)をみると,矢掛の気温の年変化払 ほぼ同じ梓鹿にある

岡山や,地域的に近い海岸わいの笠岡とくらべて0,5lc橿低く,また県北の辞山のそれよりは,
o･占'C程高いが,ほぼ類似のJlターンを示している.岡山 ･笠岡と比軟すると,夏の気温はほほ同

様だが,矢掛の冬は, 1- 2℃低くなるO月別平均日載差(図21 2- 2)をみても,それは,岡

LLE･豊岡より大きく,その年変化のバクーンも,軌lLの傾向に近い｡最高 ･最低気温VEついても,

岡山･笠岡のものより矢掛 ･津山のほうが.貰はより暑く,冬は上り寒vlものが記録されている.

以上のようを各地の気温の異同は, 1つVC仏 地理現康の違いを表現しているものと考えられる｡

執11は盆地であり,矢掛は南北を山地で限られた′｣､EEl川の谷間にあるところに,類似性がある.冬

季に暖かい笠岡は,漸戸内海に面し,他と比戟して気温の低い佐屋は,苫備高原上に位値するから

としへえよう｡

表 2- 2- 1 昭 和 45- 47年の平均月別気温

蒜海で 1 2 5 4 5 A 7 8 9 10 ll 12 平 均

矢 14 17 占.4 1iO 17.8 21.a 2d,0 2d.9 22.7 15.7 1Q.4 5.8 14.5℃

佐 屋 2_0 一.8 4.5 ll.3 1d.1 19.5 25.8 24.6 20.5 15.8 ad 4.1 12-5℃

岡 山 4.1 5.5 8,9 lib 1a2 21.9 2L5 27.2 2i2 16.5 ll.0 a.5 15.0℃

tlt 山 2_8 5_2 5.9 12.8 17.3 21.2 25.5 2&4 22.2 15.1 ?.7 5.1 119'C

衷 2-2-2 最高 ･最低気温 (S4与～ 47)

気 1 -選聖 矢 掛 佐 屋 岡 山 細 山 豊 岡

庇 高 気 温℃ 5LOS一4 .8月 さ5.7B44.8月 55.a845.7月847.8月 5&5845.7月 55.4847.8月

l叔 低 気 .冒 - 9.0 - 1D.0 - &ヱ - 9.9 - 5.i

-22-
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規 2-2- 2 昭和 45- 47年の平均月別日倣差

図 21 2- 5 慨LL,鼎各地のクライモグラフ

(相和 45- 47年平均)
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(ロ)停水足

表 2- 2- 5から読みとれるように,矢掛より北に位際する津Lll,香傭高原上の佐屋は,一年を

通じて他の地方より雨足が多 く,竹節:梅雨･台風孝には,その差が大さい｡これLd=対し,矢掛以南

では雨が少ない｡一般に,矢掛は他の瀬戸内気候区の地方と同じく,梅雨期を中心とする, 5･aI

7月及び,里から秋へ凝る台風期の9月VC雨丑が多く,必て,盛夏(8月)及び,冬季の 12･1･

2月は雨rRが少ないといえるO

襲 2- 21 5 昭和 45- 47年の平均降水丑

月観加地 1 2 5 4 5 占 7 8 9 10 ll 12 年降水起

矢 掛 50 57 59 109 122 226 277 128 14占 70 46 45 1.555hm l

佐 屋 57 57 67 120 150 245 555 158 185 85 54 47 1.540HRI

_ 塑 山 45 55 57 110lH d 251 249 109 155 81 44 59 1.267nlaI

, 細 山 占5 占0 74 1【】8 151 259 54-6 122 187 75 44 50 1,519MB[

ト) 大衆現救

_ji2- 2- 4より,失弧 紳山払 それぞれ,谷間及び盆地に位政しているため,夜間の冷え込

みが雌しく,そのため癖の発生が他rJ地方/K比べて多vlことがわかるoま･/i,矢掛 ･帥山 ･重岡d.

一般にJ岩が少ない｡r小田川下流域恵 Ⅰ自然荊｣忙上れば,矢薮町 忙おける現 題,雪の状態は
次のようであるO

a 滞- 初濁れ 北部では一般 (′こ11月上旬及び中旬にみられ,南部では, 11月上旬か,そ

九より少し遅れてみられる｡樺頂は:,北部では4月下旬,南部IT比 4月上旬であるo

b 彦一一小は[川,その他の水丑の多い川に近凄した所で仏 しばしば多くの膚VC包･まれること

もある｡Lかし,逆に,水辺から遠いところは,一般忙務が少ないようであるO全般

的に,この士朗或は森が少ない｡

C 雪- この地域で盟が見られるのは, 12月より5月始めに至る期間で,かすかにちらつく

功合も含めて,年間 10回以上VC75:ることは少ない｡横習韓鹿も大したこと虹なく,

5C7r以上になることはめった忙ないO

衆 2- 2-4 大 気 硯 日 数

∫.I 屋 rm LLT 一軍 l

而 管 雨 冒 座 開 野 霧 !雨 質 蒋 T雨 響 #

45 128 20 705417 150 54 1 158 21 16 152 46 106 109 14 0

44 129 15 5 105 58 ll 152 21 28 159 48 95 114 9 O
45 158 15 ム 120 40 24 14占 19 14 1占2 48 95 116 9 8

4占 158 ll_5 155 50 10 ld0 17 18 167 44 110 112 8 55LIT 160.･12 a 156 29 19 177 14 25 ZD2 59 189 141 12



巨)風

r'J､軋 り下流城詰 Ⅰ自然詩｣に上れば,矢掛町の風の特徴は次のようであるO

-殻的vcは風比,夏は南から,冬は北から吹くのが当然であるが,実際には,一様でない地形忙応

じて,風向 ･風速は極めて複雑をものとなっている｡このこと払 次に示す図 2- 2- 4からもわか

ら.全般的vc風は裾かである.特に強い風が吹くの払 台風孝の夏から秋にかけてである｡また,冬

季の木枯し払 毎辞秒速 15払程度vC吹き荒れている｡
′一､-

図 21 2- 4 風 向 周

荘(1)′J､田川T流域蓋 I自然詩- 19561より作成

(21太い矢印はまの,紳vl矢印は冬の風向を示すo
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(a;)矢BI町内の北部と南部の気候の比叔

矢掛と鬼ケ岳ダムでの気温 ･陣水食に上って,矢掛町内の南部と北部の気侯を代襲させるの机

必ずしも妥当とはいえないが,他にデーOがないので,南部と北部の気候の差異をみるための 1つ

の目安とL.て,とりあげてみる｡矢掛と鬼ケ岳1ムの気温の年変化,おエぴ･月別降水丑を･図2

12- 5に示すO

矢掛と鬼ヶ岳Fムの気温を比較すると, 1･5月を除き.鬼ケ岳ダムのほうが1'C近く低温であ

るが,そう大きな差異はなV,O各月の降水丑払 全般的に矢掛のほうがやや多いoただし1月と9

月には,鬼ケ岳ダムのほうが僅かに多い｡これ帆 冬の降雪状態と台風拳の降水状憩とVCかかわる

のであろうo

3020fβ r‥､～l

lI.I -キJi

′ ~一~亀†∫/∫∫∫∫ ltII′ lII.-i

芦~̀ / 13久JLLクB q /o//Jl

国 2- 2- 5 聯 口45- 47年平均月別気幽 および月別陣水胸
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N 矢掛町の植生の概略

矢掛町の植生について仏 教ヶ所について.価か複成寮を試みた忙とどせる｡そこで矢掛町の他

生の特徴VrIついては,r,ト副 IIT流域誌 Ⅰ自然罵｣を参考忙しで,次のよう(,こ概述するoなか,
今回観察した植物分布は図2- 2- 日こ示す｡

a) 北部高地

ここでは,マツが卓越 してお り,その他vc租林咋上るスギ･ヒノキが目につく.7tた.谷に(･-i,

ク1)･マンサク･クルミ･カキなどが自生 していも｡ここで特徴的なのは,中国地方では南限と思

われる高LLl性のレンゲツツジが宇戸で見られ,B地点で仏 関東地方特有なナッ プジが見られるの

VC対し,図 2- 2- 6で示すように,暖地性の稚物,特に,ネコノナチ ･シ1)ブカガシ, A地点に

おけるソヨゴ･7ラカシ(これは,暖かい気侯のシンボルとされている. )などが存在することで

ある｡これは.北部は,温度的には南部より低温で5,.り,一般的に,温帯性の植物が卓越するわけ

だが,山の南斜面は,太陽光によって北部の他地域以上に暖められたため, こ こに,暖地性の植物

が生育可能VEなったと,考えられるa

t)) 南部高地

北部に比べて,広葉樹は一般忙少なく,しかも.点在する傾向を示している｡その生え方払 大

きな粒.Q:柵的なものである｡それらには,アべ17キ･クヌギ･アラカシ ･センダン(暖地性)など

がある. ここでは,北部のク7)･エゴノキなど柱,ほとんどみられない｡｢また,暖地性のものとし

て,モタコク･ヤマモモ ･ソヨゴなどがみられる｡ しかし,この地域は,北斜面となっているため

太陽光線が当りにくく,北部と此して,暖地性の租物は少ないo

c) 中央低地

･｣､田川の河岸及び巧州 に帆 メダクが粍 放 し刀ハるのが目につく｡･また河道及減 封､ら離れた谷に

沿って,マjZ'ケも群落をなしているo特Vr.,山田 柵脊vc多い｡この竹やぶのなかに,暖地性のア

ラカツが生えていることがある. また,水辺かこ仏 必ずといってよいほど,yンジlが生えている

のが目VCついたO

(佐藤 隆子)

-27_



一一一ノ11 ′-■′

図 2-2-8 矢 掛 町 の 植 生
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親 3章 人 口 と 集 落

1.矢掛 町 の人 口動 態

(J) は じめに

矢掛町は昭和29年 5月 1日,旧矢曲町,苑川村,三谷村.山田村.川面村,ヰりlL村,以上

dケ町村が合併し,さらQと帖和 56年 1月 15日忙旧′J､田町を納入して,総両税 90, 12KnIの
現在に至 っている(,Hf絹U48年 4月50日魂在で捻人 口18,792人 となってお り,郎下町村のう

ちでは長大の人口を萌 してし1るO人口分布は小机E帆域の平地及び通路沿触機 中Lてお り,lH矢

掛町,/｣､臥町が改姓が高 く,旧美川村では旧矢掛町の#)1/ 6とレ､う低さにな っている ｡そ して人

口減少により,どのItl町村 も大体同じ様に低く/tつても,(.)矢掛町Vj市街郎V(,_周辺人口が姓中してい

くとい った形態はとられてレ､ない0人｡減少は町を越えて.岡山市,愈教市又郎外-と人口移出が

おこなわれているからである｡世帯軌 土4･748戸で4- 5年前から徐々に増 加 して い る｡とれ

Eは核家族化が進んで重たためと考えられるo以上か矢掛町orD人口の現状であるO

京 5- 1- 1 失准帆地Ig別人LJ

地区 世 帯 政 人 口 具i100につ き 女 L人ノ洩 普-?, 女 株 人 口

山 Ef] d1一～ 1.216 1.547 2',557 110一8 12.5 208

川 面 Sd1 1.075 1.131 2.206 105.2 9,5 252

中 川 548 1,078 1.159 2,257 lD7,5 10.5 215

/｣､ Eti 667 1,265 1,5d1 2.d24 107.7 6.4 410

江 ) B･48･4.役場住民登藤人口に上る.

(｡)人口の増淑 - 人lニト 世帯数の推移 -

この地域は昭利 25年以降,ずつと人口か淑少 し戯 けて きてレ､る｡大正元年から昭利 48埠

までの人口 ･蛙常数の推移を衷 5-1-2,衷 5- 1-5,で示そ う.昭和 25年が偉大の人[コを

もち, 24.155人でこれを100とするL,55年で21,9dO人, 40年には 19.857人,

45年にはさらに叔って 18,9d2人になっており,その比は90･1J 82･5- 78･dであるoこ

U)ように 25年以降 40年ぐらいまで急激を人口奴少を きたしてLレ､る｡しかし' 40年代にな って

そのスピードはしだいに弱まb, 45年から税在にかけては奴少は-しているものの,ほんのわずかメ
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である｡さて25年以前の人口の様子はというと,大正元年 21.968人を=̂_#東にしてr昭和 15

年まで碗少の傾向を示している｡こTLはその政令は逢 うが･ 25年以降と同様 を姓由･即ち親二次

貌三次産業が光速虹てゆき都市化が進んでいったため'若年労働者人口が都市部へ流出し■ていった
と考えている.昭和 15年から25年まで10年他の空白があるのは残念であるか･ 25年に急激

を増加を示すのは,都市の荒廃に上る裁和部への人口移動と戦後のベビーブームのためであろうo

なお衣 5-1-5でわかるように失政町市街部へ人口が鵜申していく形態はとられておらず'どの

IE]町村 も-耳して同様に人口推移 しているのはかもしろレ胡雛 と思う｡人 口乞准勧 図 5-1-1に

よってエ9明白にわかるであろう｡

次に世帯数の推移であるが,人口の勘合と同様に昭和 25年 4.755戸を 100とする0 55年

4.617戸で97.5, 40年には4.546戸で96.0というように徐 に々淑少しているOしかし41

年は4,675戸,42年は4.680戸としだいに増加に逆転 してい.て48年には4,745戸で100･2

となっており, 47年で25年当時を上まわ り,今後も増加のきざし菅見せている｡一世瑞二当り人

rlaj減少から73かるようK,核家族化が進んできているためであろう.左か峨前の世帯数は戦後VE

比廃して 500戸ぐらい少ない.それが-Q 帯 5人という数字に現われているのであろう｡
.f

ぐう 人LJの増狭 一 自然動態と社会動態 一

拍和25年以降の人口淡少について,もう少し分析 Lて述べていこう蔚 J4Iこ示されるよう

に自乗伊占加Aはわずかながらブラスであるが,社会梱加Bはすっとマイナスであるoしかもマイナ

ス100からマイナス 400を示 してV,るため,A+Bは常にマイナスを示している｡しかし昭和

41年のマイナス454･に比べると44年以後紘マイナネ50前後に落ち於いてかD,人口減少の

喝抑状鳩を示しているO,

衷5-1-4 .人口の自然増加と社会増加

凝 総 人 口A) 自 然 増 加 (A) 社 会 的 増 加 (a) (句 +(B)(人)出 cB 死 cEt自閉 転 C～̂ 転 甚 社 台周
25 24,155 495 250 245 992 1.157 -145 98

50 25.541 514 185 151 902 1,220 -518 -187

55 21.960 2(～1 25tI 51 652 1,052 -420 -389

5(5 22.079 257. 226 51 561 852 -291 -260

57 22.088 218 219 - 1 698 1,-OdS -566 -566

38 21.574 245 259 4 679 1,Odd -581 -581

59 2tO82 2d9 181 88 674 954 -280 -192

40 20.51(～ 224 210 14 占42 1,066 -424 -410

41 19.895 181 194 -15 568 1.011 -445 -456

42 19.625 251 255 18 702 972 -270 -252

45 19.515 244 218 2(～ 755 892 -l57 -111

44 19.D91 257 198 59 7d6 1.868 -502 -265

45 18.962 260 200 dt] 786 975 -189 -129

46 18.920 254 182 72 807 921 -114 - 42

47 18.882 260 288 52 728 818 -90 L- 58

48 18.826 259 170 89 714 859 -145 - 56

(町 勢 袈 覧 )
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まず自他 態V⊂ついて述べエ9｡死亡は年に上り多少の差はあるか 大体 ')00人程 であ り'

25年以降あ-i+)大きJ.:教化はないO山生は救改むベビーブーム以後昭和 574早まで淑少Lてレた｡

これは 25年に 495人V)化生が 50埠に 514人. 35年Vこ261人そして. 57年には 21･8

人に落ち込んでV,ることで明ら-/)･忙されてし･'るoLかしそれ以後は年により多少の差はあるが叔少

仰向 は示さず,横ば叫J;簸てあり, 45年以後は 260人ぐらレlKもど9.ているo従 って自然柵は

凶 5- 1-2で明らかなよう忙職後から50年代後半まで淑少cu道をたどり.侵出 5- 6年の帆に又 もち

なかして 50-70人ケこなってレ､ると官えようo今故も大体現在と同様tL.1位をとけ'大きな輔淑はなレl'e

あろうと考えている｡
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次に社会動態について述べよう｡一言でいえば転入･Et')も転出かはるかに多く常に社会蔽となっ

ていて, これが直接的に人口淑少なもたbせているO転臥 転入共に年に上る変動が大きく一定()

傾向がつかみにくho社会減の大 きい年は 445人もいるか 舶 2-5年は少なくなり, 28-

S25 50 5556575859 48 41 ム2 ム5 d4 4J5

図 5- 1- 5 社 会 動 態

50人であり.E･rL,ことからも,人口淑少の綾和が うかが7,れる｡では転出･転入についてもう少し

詳しくみてゆこう′.,転出 ･転入ともその移動は脱内かd馨り近 くを占めてかb,岡山 ･倉欺方面へが

全体の1̂ - 1イ もあるO次いで笠岡 ･井戯 ･福山が 1.5割 ～ 2割を占めておb,そして織 り｣､出

郡 ･苫腕郡 ,浅u郡薮との当ulT近隣の市町村が 1割弱-C続いている｡腺外では京阪神が圧倒的で'

約 2別を占めており,これに続いて東京周辺がくるが ぐっと下が って 4解毒でしかをく'愛知腕も
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表 5- 1-5 転 入 ･転 出者 数 (附和 48年 )

良 分 転 入 者 必 転 出 者 数

総 数 男 女. 総 数 男 女

岡 山 市 人82 人57 人45 12{ 58̂ d5̂

津 山 市 占 2 4 ll Ll 7

玉 野 市 5 2 1 2 l l

笠 岡 市 52 1d 16 44 17 27

井 原 市 60 25 55 49 20 29

総 社 市 27 12 15 25 15 10

高 梁 市 9 7 1 2 8 5 5

小 Etj 郡 1∠l 5 9 d 2 4

後 月 郡 4 1 5 0 D 0
吉 備 郡 4 2 2 25 ll 14
浅 口 郡 20 5 l 15 15 5 10

そ U) 他 52 1 15 17 51 17-I～5Ti-～■-rA 238 14
/｣､ 旨十 402 l]-82- 仁 284-- 275
東 京 都 20 15 7 8

三 並 殿 1 1 0 0 0 U
京 都 肘 21 6 15 2∠l ll 15

大 阪 桁 70 58 52 lOL) 55 51

兵 庫 般 55 20 15 44 18 26

奈 良 yJt 2 0 2 0 D U

島 根 911,- 5 1 2 0 0 U

鳥 取 粘 0 U U 4 2 2

広 島 bJ,i- 76 4 5 1 555 21 5 77 59 58

香 川 規福 岡 タjミそ の 他 もJA 媛 毘山 u 毘 7 4 5 1

6 15 8 5

5 5 D 2 1 1

4 4 l CI 4 5 1

小 計 512 175 ･1 57 548 174 174

総 計 714 5 55 7,61 859 412 447

(住 民輿 軌 算段 )
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後者と同じくらいである｡ なか広島県が多いa)は'その半数以上を福山に負っているからである.,

さて'虹出入者の年令にちょっと臼を向けてみよう｡転出者について述べると,家族で転出Lて

いる人は昭利 47年度の粥査では, 208名 72家族 であった｡これはその年IRの転出者の約 2割

に当り,岩夫純が多か ったO乗 - 1二 6て明らかTEように幼児･の搬出は認められるが学童期 (義

務教育を受けるべ き年令 )の者の転出は極めて少75:いOそして 15才～ 24才ではぐ-んと多くな

って卦b･若い労蜘力が都市に流出してレ､∋たのが よくわかるO転入Vこついては昭和 41年の-醜査

襲5- 1- 6 転出者 (E;47･4月～ 4a5月)転入者 (日44･1月～12月)の年令別構成人口

年 令け) 罪(〟 女 uJ 計∽ 輿 女 計

5- 9 15 ll 24 12 ll 25

10-14 7 ll 18- 8 18 ･26

15-19 107 119 22d 40 51 91 .

20-24 100 177 277 67 108 175

25-29 70 65 155 41 46 87

50-54 27 19 46 17 l 20 57

55--.59 16 16 52 1.a 17. 55

45-49 d 4 10 8 5 ll

50-54 9 8 ー 17 8 2 ▲~ 10

55-59 ▲ー 6 2 8 4 l 4 8I

60～64 5 2 5 1 ヽ 1 2

65以上 12 18 50 2 a 8

(住民輿 動 黙殺 )

で前述の転出の年と異 なったのは失敗てしたか, これも学校卒薬以後増加 して 20才～ 24才 で

ど-クVC-/A,b･そrL以後 したVlに政少L･-rいるが･転出程赦しさは夜hoなか 28才～24才で女

性uJ払出人者が男性抄それをはるかに上せのるeJは,結婚による移動と考えてよいであろう｡

1ヽ

~~▼一●.
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肖 年令別 ･男女別人口構成

第 5- 1- 7 年令別 ･男女別人口耕成

区分年令(刀 鵬 和 40 年 昭 和 45 年男(〟 女uJ hhl(/O 男(〟 女 的 汁

0- 4 652 564 1.196 599 57CI 1.169

5-- 9 788 717 1.505 629 574 1.205

10-14 9d4 966 1,95〔】 776 729 1,505

15-19 975 1.079 2.054 754 777 1.511

20-24 485 716 1,2〔ー1 525 756 1,279

25--29 510 570 1.880 556 568 1.104

50-54 674 7〔ー9 1.585 522 55U 1.072

55-39 714 751 1.445 665 700 1.565

40-44 550 718 1,268 IJ 699 722 1.421

45-49 494 729 1.225 545 725 1.268

50-54 552 654 1.1tid 489 684 1.175

55-59 5IIL. 579 1,125 550 601 1.151

60-64 451 495 9L;i 485 547 1,05t]

65-69 455 488 921 595 452 847

70-74 285 551 454 556 59d 752

75-79 198 256 454 2(〕2 275 475

80以上 151 197 528 l55 227 562

計 9.578 10.479 19f357 8.814 9.851 18.665

(的 勢 胸 査 )

昭和 45年で･9110･0忙対する1/i:は 112とた (･).この地域は阿山iL,tむ他o'u郡部と同様女が

多くなっているoこれは衣5-1-7,及び図5-1-4て=T,かるように壮老年胸に:T,､レ､て女性か多いため

てある｡当UJの年令別納成人口は幼児6'D減少と人口の老令化という2つCL,tj不a)一献的な姿と.労

働力供給地としての11㌧年他の淑少という大きくいって 5つ･rL)教案をもっているO 凶 5- 1- 4の

ようにを9,ひ1うた'/V塾を示し,典型的な現代比村塾であると言えよう｡人口の変動をみるため

昭和 55年の年令別科成人口を45年の図VC加入したが,年令が高くなると斜線部が現われること

から人口の老令化現象がひと目でわかるであろう｡なか55年の 10才～ 14才がとびぬけて多い

のは解職直後のベビーブームの年代に当るからである｡

(定 食 和 子 )
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2. 過 疎 化 菓 語

り)序

昭和 28年 ころからの一速の挫折成長は,大策消柴を前提に成立するものであった｡鹿村で

も｢倹約は美徳｣の考え方から ｢消穀は美徳｣の考え方に変わり,消軒革命 と結ひついて現金収入

の喝大力電｢iれtco さらに昭和 55年 10月に出された曲集基本法は,今後U)わが悶経蛸の安定し

た先島のために,屯するに 1叫 5反以上の紺 毒舌自立経営として維持 し,それ以下の屈は上下VC分

解せしめ, ことに1町以下御経営は戯曲せしめて他圧差卜転移させようとレLう方向のものてらJ と.

tlj柴草Gp.と,農業基本法を軸とする点茶政策o)屯とて,山間農村のLui-民たちはいかに対応してい

ったか,そ してそこからいかなる矛盾が生 ま̂ ,今後の志向はし1かなるものか--o矢掛町内で平

均的恵山軌部落とみなされる三力頗地区をとりあげて, こU)間,%を考えてみたい.

(ロ) 山RE]LJ出村の対応

a)地区の概要

矢掛lJ町からJ,'スて約 20分北に向かい,朝日穂で降 りて橋を渡 って西に進むと'道はや
がて山の中の細レ､谷へと入っていく｡三力政はZt.()名の通 り.上,中,下の5つの小字からでさて

かり,両脇か山で囲まれた狭い谷あレ､忙発達 した飾藩で,水Bjが細 く帯状に続いている｡両度は約

150I〟で,矢鹿岬Jの北西部にあたり.羽無地土と/,i山 1つ隔てた南に位盈する0-1たこVJあたり

は盲鵬高脱の南端にあたっており,なだらかをLLl々 を連ねて,春になるとウグイスが鳴 き,季節の

変化とともに,やかてホ トトギスが,そ してヒタラシか自然uJさえずDを開かせてくれる｡夜にな

ると棉天lJ崖をいたいてひっそ りと静まL)かえるこ()地政にいると,私/たちは都会の巌々しさを忘

礼.-1るて別天地に来ているよう7j:感 じを受ける ｡

たか 時代の流れはこUJ平和在村(rCも容赦なく強いかかって きた.地底の虚業はかつては米 .衷

uJ二毛作を中心とし,炭や木机 きのこなどe)朴森を副菜とする純曲山村であったO ところが附利

27- 28年ころから,現金収入の必･#性o')粗大忙伴 って.タバコ,-ツれ ナタネなとか導入さ

れ一次は小放校ながら多角的経営への可能性も見られ花か.それが,昭利 50- 55年とろからそ

cu後にかけて, lL7Ti･たれ"0･Dことく進んだ主幹労働力 (経常主,跡継 き)orD兼業化流出の勢いに旺

倒されて,虹近では タバコ作はもちろんCL)こと,水桶栽培さえも衰退なV,し後退 してきている｡昼

r"LJは若い男の人(Jiほとんど見 られず,レゝわゆるLt三ちゃん盛業 "のみならず,E:く舷近では主如ま

でも近 くにできたぬいぐるみエ勧などへ働きに行 くため, じいちやん ばあちゃんのtt二ちゃん鹿

共"を余依なくされ,細 々とtt食べるだけ作る"典薬がF.まれてL̂る忙すぎない01960-1970

時UJFi岬 戸数は 4戸軌少し,人口は表 5-2-1からも7?かるように, 18啓蚊少している｡舶 ヒ

部qJようを激 しい過疎減少は見 られfLhか,千(･▲り若者流出の傾向にあるといえようo

t))労働力の流出と兼業化の進展

地位労働力U)托出は前述のように聯和 さ0年ころから進んだO昭和 55- 45年の兼業cJ

進展を示 したの棟 5-2-2であるカi昭和55年の統計を見ると･I種Ⅱ種合わせて50多近い北集戯
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表 号-2- 1 人 口の推 移 (単位 人 )

年 齢 1960 1965 1970輿 女 計 男 女 岩† 罪 女 . 計

0-.15才 29 55 d2 2.8 17 4.5 21 15 5∠ー

16-50 1∠ー ll 25 20 20 40 16 16 52

51-45 20 25 45 12 19 51 15 15 26

46-60 ll 7 18 16 ll 27 15 l5 26

dC)～75 5 ll ld 5 d ll 8 8 16

7d～ 5 4 7 2 4 6 5 5 d

計 82 89 171 85 77 160 71ー 66 140

(戯林業センサス)

家か見 られることか ら,それ以前から加薬化が進んでいた ことがわかる. しかも邸教職良 工EL,

/吉月専 rJ決まった勤め先を持 っている人が 12人いるということは-かなり以前から光業化が定着

してきているといえるO昭和 55-45年の胤に,自営英を加えると兼井従郭者敷け 24人 か ら

40人に汝増している｡戸数ていえは同じくこの軌に,専業 4戸から 5戸, Ⅰ兼 11戸から6戸,

1J兼 10戸から20戸へと,Ⅱ種如葉脈 の粕加が薪馨に現われてh･9.略:和 45年 では乗に

89･7%の出家が氷菓に従軸している｡ Ⅰ兼は昭和 40年には勧 pしているが以後減少してL̂るの

は'目地いなど如拙期にたけつとめに出ていたUJが,そUL)後工芸作物等を見捨てて恒常的をつとめ

忙変わったためであろう.

表 5-2-2 将 来 農 家 の推 移

調査良 骨 炎 Ⅰ ｣tと 止 水戸 % 戸 % 戸 % .

8.55 55戸 17 51.5 7 21.2 9 27.5

40 27 d 22.2 ll 40.a 10 37.0

(鹿林菜 センサス )

では,なぜ E-のように兼蕪が急激に進んだのでみろ)かo瀦菜イヒ-の動きをアンケ- トで尋ねて

み tcL,

(1)-㊥ まで適訳Lを与えて兼薬化への動横 として毅もあてはまると思 うもの 5つにOをつけても
らレtl さらにその5つに･･韮饗と思うものから版番に番号をつけてもらった｡その結=栗が 弄 5-

2-5であるか この表を見ると'①@)③ 忙山が てきていることがは つき如 っかる.つまり,消戟

水埠が上がり支出が多 くなった, こTi以上の姓割 く準の向上は里めなレ＼ 不安定を盛業 より妄足 し

たサラリ~マyの方がよい ,の5つに大部分の人の考えが集 まうそいることがわかる.(参C6)⑦ の
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よ うか肖板的な考えをもっている人はほとんどなく,大部分の^が消館革命aJもとで現金収入の増

大を余儀なくさTL,由魂由下でめ鍵集散米Or)もと刊まとtL以上農業をや っていて も向上はなV,と,

亜美に見切りをつけての簸薬化-あ移行と思われるO

またタバコ栽培絹 軽索化と探hli･.かわ りがあるn岩皆兵鮭首についでは後で詳しく述べるが,昭和

27- 28年ころ導入され当時は 20戸近く作っていたタバ コか,昭和 55年('Cは9戸,帖利 40

年に6戸,鵬利45年に6戸,附加 48年には2戸と息敵に凍ってきている. こUJことか.住)のヒ

ョウpをはじめとする天候に左右されるタバコに見切りをつけ,兼業化 した理由に売ったと思われる0

,-1た･②の耕地が狭いからを虹 も重要組 由にあける人が少帥 とV'うことから･地利 45年軌在

●三 力股の平均耕地両税は 709aであるが,もしもっと多か ったとし■ても兼共イヒはくいとめること

はできなかったと思われるO

この地凶は.水島へ車で50仇 矢巷n T5分,井励- 50分という過勤歯vn,Cあるという地理

的条件も,兼業化を促進 した大き夜戦因てある｡

葬 5- 2- 5 兼業化の影轡に関するアyケー ト

☆非菓化への動機
選択し

(む 消食水難が上かり,支出か多 くなったから

(夏) 耕地か狭レ､か ら

③ 不安定な曲集より,安定 したサラリ-マンの方かエレ､

(11 これ以上 蝕菜水難 む向上は塾t)ないから

(S) つとめに出る方が曲数%･や ってしろ.Eり仕朝が楽だから

⑥ 回 りuj近かみんなつとめに出る刀ら

(彰 取壊かiL-く忙あるから

t汀兼業に怒って変わ ったこと
選択し

i 収入がふえ,経子細雄二ゆとりかできた

jl'知人 あるいhL老人uJイi-TilCL)出力ふえた

ihl船人 めるレ､は老人が血圧 炎 7Y;.内舶疾風 神経病

胃腺疾慮.I- etcになりヤすくを った

iv 昼休み.あるレヰまLろみて休みなとの,休む時か少7Frくなった

V家族団 らんの時ri'E｣が少なくなった
(夕食,朝食はそろ ってL71･くたっ.た････etC ■-

vJ'主人 あるVV,i:主軸()陣眠時恥が短かくtEつ･た

VIP'ヵギっ子になった
■●



家番号 階J由区分 構成人見 来 美 化 へ の 動 機 米英にJきっ て 変 わ ら た こ と① @ a ㊨ a ㊨ ⑦ l h' 榊 川 ∨ ViVif'

2 At) 5 ㊨ (∋ ○ (⊃ 0

15 (b - 8 2 ㊨ ㊨ ○ (⊃○○⊂)○○.○○0 ○16171819202122 (I)- T(I)- T(b - T(tト T(b一 丁( bL b a666544 .A.㊨㊨ &㊨㊨AAO㊨ ○(J0〇〇〇 ∪○○ ○C)C):
25 (ち . 5 ㊨ .Ji ○ ○ ()○D
24 (b 5し A ㊨ (⊃ ○ い

荏 (1) 朗査戸数 26戸のうち'耳兼 2戸を除 くアンケ- トによる)

(2) 階Id区分の基準

A 耕地110- 1.5ha, f) 耕地O.5-1.oha
C 耕地o･5ha末梢 L

a I兼. b Ⅱ兼

主婦が曲集外に仕事をもっている坂合

S 臨時的, T.恒常的

(5) 兼業化への動機L&)一番めの理由
〇二二 〟

二̀ゝ =: 〝
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C)農業経営の動 き

昭和 55年前致以降のこうした激 しLh労働力流出と兼美化の進展に伴 うて,地区の幾美経

営 と典業生産は全般的にかなり衰退の傾向を示 し始めているo部落の過去 10年間余の動きの一端

を追 ったのが表 5 -21 4,衷 5- 2-5てあるか, この表によっても良薬衷返の様子はよくわか

ら.櫛 045年現在の農産物の版元状況を示 したL7)が図 51 2- 1であるが,鹿産物版売飴か 20

万円未満の鹿家が実に 55車を占めてか り. 70万円以上の農家はわずか ム9卑しかないという.

まことに心細い状態にあるo

表 5-2-4 1戸当たり作付耕地面鏡cL)推移 (単位 ;tl )

水 出 畑 旨十

S.55 41.1 21.5 62.4

注) S,55.40,45は曲林業 センサスより'

Eil.48は開きと少による

表 5-215 岩を業 松宮 の推 移

年 舶 査戸 数 作 付 良 家 作 付 面棟･(全 体平 均) 作 付面殻作付脱 平均

吹 55 55戸 55P 100歩 411a 41.1.a40 2 7 27 10〔) 45.0 45.0-

稲 I 45 29 29 1〔lO 41.8 41_848 26 2d 1〔ー0 五76 57.d

麦鶴 55 55 51 94 24.8 26.4

4U 27 I25 ー 81 16.5 19.1

45 29 22 - .76 9.6 12.8

せ 55 55 5'5 1UO 7.2 7.2

め 4Cl 27 20 74 5.1 4.5

# 45 29 6 :!1 1∴0 4,8

た . 55 55 9 27 5.7 15.740 27 i 22 8.1 56.7

ぽこ L15 29 6 21 9,5 45.2

S ･ 55･40･45は鹿 林業セン サス よ り ,

S ･ 4 8は開 きとり忙よる
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図 5-皇-1 Bt産物の版売状況

I

(8,45年,塵林業セyサス)

このようを状態に専らに稔をかけたのが噺 ロ4占年以降の体形産励 であり,7ンケートによっ

てその悌向をつかんでみると,昭和 45-48年のE3d]に澱 も急散に鮭営面横が減少してV･ること
がわかるO

ここでクJl-コ作に任意 してみると,昭和 27-ー28年 とろ串入され-たタバコは'相和 55年に

は栽培戸教 9戸,栽培良家平均作付両級は15･7aであるが･昭和 45年には栽培患家 6戸,戟

培盤家平均作付面砧は45.2aと,栽培塊家伽 少しているが･ 1戸当た りの作付両税は実に5

倍に増加 している. しかし,昭和 48年には栽培放家は1つすかに2戸,作付平均面机は 19･5a

と急激に衰退の傾向にあるOではなぜ昭利 55-45年の帆にこaL)ように栽培出家 1戸当たりの

作イ｣血税が蛸加 したのであろうか｡三力餅地区は,前にも述べたが狭い谷あいの部落てあり.畑

地は称J一例からせせった山の斜面に点在 しているため,タバコ叔培にかV,てそれ相応の利潤を御 よ

うと思えば,作付面棟をふや していく以外に方法かなか った｡周知のようにタバコ栽培は炎天下

でe)重労働であ り'作付乱横をふやせばそれだけ労働が銀化されるために･これ以上作付面秋を

ふやすことは不可能で参ったO従 って'"こCL)ようなえらい目をするよりはむ しろ外へ働 きに出

た方が--"という気持ちが起 こるのは当然であり'襲5-2-'5のIbi.も重要iJ:理由としてはあ
が ってこなからたが'おそらく隠 れた要因として存在 していると思 うo

また,耕作放棄 した励当の中にイノシシの被等を訴える人がたくさんいたが このてとも山帆

･賄 故に韮賓を理由となった. 1

71･か,昭和 40年に 1戸当たりの経営耕地両税が増加 したのは,離村 した人たちの耕地を誹り

受けて秋作しているからであるが,せっか く耕地が増加しかけても'人手不足等のため山あVlの

耕地は荒れて山と化しつつある｡ このような土地では 1年陶の休耕は耕作放棄忙等しく,昭和46

年以陣の休耕奨励によってこの傾向は-1す ます盛められた0
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このように三力原地区においては,換金作物としてのjZ･,,'コも早く見捨てられ,# '化へ の移行

が早カっ･たものと思われるoその時期は昭和 5ロ年前後に始まってIVlるo

d)今後の志向勤行

ではこの地区の人々は'今後どのような志向をもってV,るであろうか｡アンケ-トに1っ

てその方向を探ってみた｡

この-/ンケートは世帯主をいLは主婦を.対女としたのであるか 7tず鼻薬につレ､て,｢これから
も典薬を続けていくかo｣という問いに対して把, 100労oL)人が ｢はい｣ と答えているo｢では
耕地をふやす夜として鹿央を発鼓させていとうと思うか｣という問いVこ対 しては,ほんのわずかの

人が ｢はい｣と答えてレーるたけで,大部分OCL,人は｢レ小 え｣と答えている｡米菓については,すべ
てQ)兼軸 家かそれを継続してい くと考えている｡ また跡つきにつV'てみれば, 70多CL)人が硯在

跡つきはいると答えてか 9,いない15角,無回答 15労であ ったO跡つき､は度外就英を望む者がほ

とんどであるが,現経営主が死去ないし引退した場合に仇 ほとんどUL)者か軸農あるいは曲菜をそ

a)まま継続 していこうと考えているO

ここにか1Lら兼業出家uj,兼共とレ､う形をとるVEしろ,曲集を抱てて しまうことはできないとい

う滞留状況がはっきり示 さ11ている｡廃村労働プJbi軒E出し,放英人Ljが淑少しても,避難 皆 と曲
数生産は衰退 (もしくは荒廃 )こそすれ 決 Lてそ寸Lがそ(i)■まま曲某の封 t:化-親授拡大に紙ひつ

くもcL)ではないことの証左であるO

ではなぜこのような仰留状況がみられるのであろうか(.それは 1つには,完全な没落の危機を防 ? LtZll

('ためUL,安全盤距としての自給的戯英を儲もうとする経済的磐田である｡.地はを歩いてレ1てもよく

耳にしたことであるか,出業V∈はj&L伽 の生瀬倣掛があり, ltlいさとな った時にも食べるものを作

ってかくと安心だ':rv--う考えである.政府鳩 巣軒%-もあい-ihであり.この ような放しL,,イン

7レUJ不安在世CJ中にかいて,鑑民は決して耕地を手放してしまうようなことはなく,曲菜の失地

はかそらく見 られないICあろうか tt食べるだけ仕作る''零細店と井がこれからも続いていくと考え

られるO

仙酎 犬況()もう1つの勢凶として,私は過去からつきかrJTLてきた出民UL}frL3'神が存在すると思うO

それは出畑への変潜心であり,家へUJ執卦心てあるO蒙VこついてVJ考え方をアンケートによって追

ってみると,家t二ゆ こUL)｣二地で継ぐべきである････75鍵,⑳名は致すがとこでついでもよい ･･1

15多,③家,名は考えない｡子供の幸福cL)み菅考える.-･12恥という鮭朱か出たが,｢妹はこ
vL,土地で継 ぐべきである｣という考え加 薬忙お を 占めていることがゎかる｡古楽日本の出村を

支配してきた0,3は, ttl# "とtt村 "とし1う概念 - つまり西洋の個人主森に対する免EfI主義てある

が -またまた出村にはこの傾向が強レ】ように恩rJlLる.そ0')ことは tt田畑への愛着心〟によってい

っそう強められている｡蝕薬は土地に対する多大の労力を馨する故に,農民は新地に対する執兎†心

が非常に強く,それが祖先から受けつがれてきたもrJであるだけに'この傾向は異常なほど強Vb

三力原地区の人たちにtt離 mへの変潜心'.をアング- トで訊べてみると･｢昔からの･祖先の受
け継レ､できた土地に愛宕を感 じるか.｣という間LnV⊂和してQi･全長が ｢感 じる｣と答えており･
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｢では,耕地を荒 らしたb土地を手放すと祖先に悲いと感じるか,｣ という問いには 90解,｢土
地-Jb*rLらしたり手放す ことは凝 しいと感じるか.｣という問いに対 しては, 85%の人たちが ｢感

じる｣ と答えている｡r祖先に慈いとは別に感 じないJ,｢手放しても姦しレゝとは脇 しない｣と答
えたノ＼は,それぞれわずあ､2人にす ぎなかった. これによると,出畑へU)愛着心が非常に強く,-ま

たそれか 祖先からのものというtl家 〟の観念に免匝 してレーることかは っきり示されている｡

賓するに,米菓 とい う形をとり'曲勤まイ苧滞もしくは衰退 Lつつ'そ していろいろな間鞄を含み
ながらも,〔この間地点については後 ご許 Lく述べる)少なくとも自家飯米たけは作 っていこうと

する態皮は,鼓低陳の生活保障を快とうとする曲民の自己防衛であるとともに,祖先から受け継い

できた土地を手放Lたり荒 らしたりすることは,祖先咋申し分けをhL,また自分でも道 しいと感

じ,そlJ土地とともに, tt家 ''を継統 させていこうとする遊民U)思想であろうと考える｡

(,う 戯氏V)労働者化と戯民生活の間鹿

a)出村婦人と老人間腐

蝕村家族の生活の矛盾は,知人厄に特に集中的に現わ1Lるo男子の他産業流出によって'
如人は出発U)中心労働力となり経営の背任を負うようになって きた｡男子専従者のいない経営が増

加す ることによっ･て,加入 Ulfi任CL)一･桝の粗大が予想され,さらK,恥落^足や部落G'D会合への出

揃といった社会生活にかける敦任も'これL/C平和して婦人他orJ肩にのしかかってくる｡それに加え
て,昭利 40年 とろから婦人の地産義鹿央も増加 してか り,センサスおよび7ンケー トか ら三 力挽

部落で主婦rfcLf一心 とした加入のイ埴 業紅葉 り傾向を追 ってみると,昭和 55年 6飾, /I0年 8解,

45年 2 40,I,, 48年 4占留と粘加してか り.地利 48年(/EはLIなは半数UJ主姉が,近 くo'D⊥傷にuJJ

さにノ行 っ た 少 家 で内職 していることがrJかノqloさらi,E5 0才以下UL,若即 ,全点かなんらか

vJつと'Vjを持 ってい る ｡

もちろん主鋸盾へeLJ負捜uj増大や蜘外政染UL,増大は,それ自体多くCL)問題を姓民生姑に生み出 し

ているか,まず遁接の影確として･主婦CJ労働時靴音放 く召せ疲労を曹徹 させている｡就業VCよる

影軸をアンケー トによって調べた蕗架が菜 5-2- 5であるが,これによっ朝iOj如^あるいは老人の牡

ll',の鮎がふえたにOをつけている人が 75歩いることか ら,鋸人O-i)労働時蘭か長 くなった ことがは

うきり翫みとれ/bo前にも述べたように,自給的女鹿鼓yj:続け ようとし,首らc,C他鹿菜へ政集 しよ

うとすれば･労働時間が長 くをるのは当然の結果であろう｡彪外就労 Lている壬如CJはとんとか

此外敵gJEH/(出勤前かJP.-71.宅飯盛作業をしているOそして一週尚の疲tLをLるためにある日僻目には.

触作井の迎れをとり戻すために特に柑出して戯作菜を行なわ攻ければ怒らず,そorj触発,象射育児

などに十分葱配膳ができないといった楓向が出てくるOカギっ子ということばも,B地 族はか りで

Ti-く政和でも珍 しくなくなったo

さら.'Cアンケー トからもわかるように,知人o')槌虚破壊,肉体消耗 もみのかせ をレ､軸来てある(,

肉体的柑神的疲労･長時制労働 と短い睡眠時ru]により,血EE輿常.肩こり,腰痛,手足G,DLぴれ-･

葱と出天症rJ坪劫｣を訴える人も多い｡

婦人の戯粟粒皆や出外収入が･主緬や若妻の地位を強化させ.丑村の旧い恢習を破 りつつあると
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い う事実は否定できf=い.Oそ して,過去の条地下でVL)如人の条件はさらにきひ しか,,たかもLtL恥

しかし,これらの間組が新Lく先生 lた条件に支えられて,再生産 されていることには任目し夜け

れはな らなしハてあろ う｡

姓相宿人V)聞出と同様(IC老人の間組 もか こって くる｡三 力原地区て 61才以上 o')全人口に占める

割合をみてみると.昭和 55年 15軌 40年 12鱒, 45年 16%と冶ミ々 (fCてはあるが.Tt..;齢化

か進んでいる｡ こV)よう'Jl･若名流出や如ノJ砧を含めた家族負の他姓菜従軸 i, ます壊す多くuJ老人

を高齢に至 る-1で戯作菜V)重労鋤にととまらせ,さら(jrL家事育児にまでも過Iffi夜負担を強レ､つてレ､

る｡そして如人uJ吻合と同様に,彪夫症を訴え,早老 をひきかこ しているVJも4'凍 である｡

b)消Fr水埠の不均衡な発展

;i,.J此経LfI成長は,そ1Lか大出潤難を基封としてし1ただけに,生産a)台地化,生活vJFbj上,

便利性を求めるgJi民の要求に手軽に答えるも()-,む耽々と生み出Lてh った｡新 しいJli･敷板楓 勝 ,

I肥料から,家庭川'-も気製品, 自動車 ･.･･etco そ してそれが,大丑宣伝とたくみな販売方法で出

氏(,eそo'D欲望Ii:触発 lてき7とojiJi_･村VJ人たちはこ山ようた現金収入の増大に押さ1Lて.栄-XT=化 して
いっJたV)である｡

さて,三 jJ原地Lnh=かいて も,jl宝飯具の触袖).曽駄 -jZヒッチで進んできた｡そVj様子結未5-2-
6(,E示 して･1,･いたが,相和 48年 (,Eは,赫 うん触.乾蝕鰍 まはL･･i全家庭(/C,さらV,:岨他機が約半払

稲刈機か約y4a)家庭(,C普及 Lてレ､;Do

表5-2-ム 出機 具 所 有戸 数

.蛇 娩 板 0

出 植 機 L日

(単位 ;鍵)

荘 (1) 朗査戸如 2占戸

(2) 6･55.40･45は;E摘 凍 センサス

b'.48は触 きとり忙よる

水出平均血餅約 4 0a,しかも谷4'L,I(J狭い水hVj地【当で,何故に出柏機か さらには稲刈機ま

で･か こCJように急激に誇大された()であろうか｡7ンケ- トによって,次cJような矧 鞘を･してみT,4

炎板典番人U)理由としては,① A･･人手不Jt. B･周 l･)rJ人がみん を只うO②A･経済的ゆとり.

B･他人(,C仕tj与を組むu)がレ､千･- 毎か考えら1lJDが,⑦ AB,② A Bを組として,その中で特に

あてはまると思 うもU)(,COをつけてもらったか.その結果が凶3-2-2である｡a)では^手不足

をあげている人が多いが, Bの周りの人がみんな買 うからという理由をあげてレ､る人も見逃すわけ

にはいかをVIo｢うちたけカマで稲を刈 ってい7くら恥ずかしい････｣ という人側特有の見栄が入っ
ているV)であろうO③では,鮮蛎的尤ゆとり上E)ち,Buj他人に仕宙を_-頼むのかレーヤとい.うのを埋
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由にしている者の方が多いo ここからも･やはり,人手不足からくる協菜WむずかLも さらには

人に扇を下けてまでや ってもらいたくないという,戯民orD自尊心見栄か感 じられるO

A･つとめに出るので人手が足りない
B･回りの人がみんなSiうから

A･つとめVC出ることで軽所的VCゆとりができた

B･イ駄 K･仕事を頼むのがいやだから

一三=二二二= 二二二二 ~ll
E

50
Exj51･2-2 鹿機具購入幌向に醜するアンケー ト(調査戸数24戸)

他産茶就業によって現金収入が増大し'その結果として機機化することで曲作業は合理化され7こ

であろう｡ しかし,何十万円という曲機具倉見うために主婦丸でも働きに出,そのために人手不足

になるとL,､う藩循毅は,生活水埠の上昇というよDは消戟水聾の不均衡夜発展という傾向を多分に

含んでIも.り,人間としての成長ではなく'自律性の世失,利己主義化であるように感じられる｡

C)現在の糠 生活に対する意識

さて,では現在の錐先生活を人々はとのよう(,7:感 じてレ､るて参ろうか.これも前と同様の

彬式でアンケートしたが'その結果か図5-2-5であるOここで医員すべきことは.生活に時制

的余裕が夜くなったと考えてレ､る人が d利強と非常に多いということである0時恥的余裕と考えて

よし1で4)ろうが'人 は々物質的豊かさイコール幸福とは必ずしも考えていない0

(調査戸数 24戸のうち専麹2戸を除く)

l ,.1.IA･収入がふえ･生活氷海力拘 上した
①t
B･生活に時胤的余裕が夜くなり,忙しい毎日になったO

･t:二
絢済的にゆとりができ.家庭がよりうまくかさ-1っている｡

家庭内での種 々なゆがみ,(たとえば子供の生返S,親子の断舵 )などが見られる

-l
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亮参 ●ー▼■●● 1

ド-

図 5-2-5 兼某生活につVlての考えに阻する7ンケー ト

これは表 卜 2-5からもいえることであるれ ｢休む時間が短かくなったo｣｢忙しいばかり

で心の余裕がなく在ったO｣ というのが現実の声iであるoさら忙･ 懐 族団 らんの時胤が少なくな

っ/-ilo｣ということも見逃すわけにLd-いかないo こvTL,ことL-1･時には家族生活J)蜘 岳をも引きかこ

しかねないからであるo

Lかし･人 ･々!rittつ与め "-JLr続けると言 ってし′･るOそして機械を中人 しつつも･敗 を継続 して

いこうと考えているO兼先生宿の矛盾雛 u,G7つつ.北敵 情を維持 しようと考えているのであるO

出機具についての過剰穀粒ということに対 して人 か々どう考えてレ､るかを尋ねてみたか･その答え

の中に 山 間 農村の人たちの考えが張約されてtnると思 うO こ'Dこと忙対 して7ンケー トしている

時,室ZJ7)-rで,私LIi ,｢とうしようも帥 √･｣rLか7とかか -o｣という吉井を純い/と｡佃 畑を

荒 らすわけにはし-か帥 oそろばんtri合わなくても･人手か足 りなし1から横根K斬るほかはなVb

時代の流れについていこ6)と思えば しかたが売い--a｣というのが大背蹄 の人の考えであろうo

こうして,人々は今日も忙 しい侮日を送 Dtているのか現状であるO

(藤 放 鈴 香 )
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第 4章 古代 ･中世の矢掛町

1. 条 里 制 と 郡 家

(1) 条里制とは何か

条里制は歴史的な存在ではあるが,今日に恥 でもそれ仕 方 1町の軸 峻 地として各地vc存在してい

るoすなわち,ほとんどすべてが条里で稚れているといってもいい奈良禽地(大和平野 )を初めと

して･西日本の平野の大部分にわたってみられる.遺構の分布範朗をみると,図のようVC我内を中

心忙北は秋田付近から南は大隅忙かよんでいることがわかる｡ とくVC畿内 ･北九州 ･瀬戸内 ･近江

から東へLiiた波尾平野 ･北へ出た循井平野に瀬しく発遷 し,東北 ･F娼東 .山陰 ･南九州(,i部分的で

あるpそれらをみる時,千伺百年も昔の ものが比較的よく残っているの忙筋かされるのであるO兵

庫腺の三田市にかいては明治の大規模-b以地盤理も条里制の遭柵を消すことができず(,Cそれを禰倦

したにすぎなか った(落合氏)し,銀地の支配のみでなく市街地を規制することもあったOさらve
紘-i-タウンの造成にも条里制通称 ま規制力をもつなど,未来をも支虎するほど現実vE衝薦して

いることが示されている｡ (落合元信 〔兼Bi制〕)

条里制研究

条里ということばは地割の一方を発で数え他方を里で数えたところからおこったものであるが,

従来の条里制研究は 1町方格の地1.eJJtn=つけた地番づ吋とそれを通じての条里復原を主項な研究対食

としてきたo Lかし,これ仕あく1.iで地割の残存を通じてI斜拓と当時の社会状況を解明するための

前提とすきべきであろうと思われる｡われわれも条里の坪名に関係のありそうな地名から条里筏原

i･と,虚しい挑観を試みたので奉るが,後述する上うに徒労に終った.一時の思いつきで功が成る

ほどそれは生やさ∪ハものではT3:かったのである.以下に一般的な条里復原の過超を･簡単ve述べようO

条里の地番づけの呼称は方1町を坪といい,これのクテ ･ヨコdX6-56地平の 1区緬を,里とし

て順次1の坪から56の坪まで数えるが,この叔え方に閲のよう忙千鳥式と平行式があるO単純に

いうと何がしかの坪名らしいものの存在があれ帆 懲掛 ま成るわけであるが, 千鳥式 ･平行式の方

向も様々であるし,坪名が元の位虻からずれていること, 1つの件名が方1町2つにわたっていた

り, 18の坪が8の坪として或るなど復原 も容易でない｡所に上っては,何条何里と1-llかれた文IU

が残っていたり,そういう地名が残っていた りして復原を助けることも多vl.坪名の虎促がひととIt,･

り忙決っていると混乱がないのであるが,千,仏式と平行式があるのは地域性によるのか時代性によ

るのかそれとも他の理由によるのかは明らかで7tい｡ また条里の方向は正しく東宙南北をさすのか

一般的というが.地形などの影響VCよって国都食物 ;矧句している域合もあり,また 1郡内VC部分

的vC偏向条里地域を含むこともある.そして,坪の配列が現地について決定 し条里の方向が決まり
その上vc三条とか五里とかい う位位がわかると,臼心こよって条の起点･運の担廟 決定され{くるoふつう

条里の起点は郡界にく･･ることが多く,し戊がって現郡界と一致しない時は郡界の移動を推定する材料と

●
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なることもある｡そういうQIJも横挫回八郎桝 どvCみられるという｡卑里 地刑 のあるところは,

1郡を単位として次のようvC呼ばれる｡｢伺国何郎何条伺里何ノ坪｣とD今日の番地のような役割

を赦 すと考えられるが,このように条里呼称が1郎を単位としておこなわれているため,｢-郡一条

｣の考え方ができて,一般的に郡界が定められて後に条里が敷かれたとする考え方を生むことにな

ったしかし. 1郡が 1条里でないことの例証が出されていて (落合氏)興味決いO

条里制開拓のわち,11世紀以後濯周が発達して土地の牌発も山谷深く及んだが'新たに条里をし′

くこともなくこれ7Eでの条里も急速にその形をくずしていったO条里の分布が,全国的には大和 ･

近江を中心とし,地方的vcは国府を中心として遠心的に疎VCなっていることなど比,律令制と密接

別娼俵を示すもののようである0 ..

条里の起源

条里脚め起源は当時の文献VCまったく記載がなくJうやく14世紀のはじめのr拾芥抄｣やほほ向

じころの大徳寺領播磨国′J､宅荘絵図が条里制について説いた最初のもののようであるO

条里制の起源Vtついて払 江戸時代以来いろいろと論じられ今日VCいたllているが,-iだ定説を

得ていない｡平城京の整然とした方形の条坊制は条里制を参照したもので,大化攻新以後の徹底の

EEl耕改定にも町 ･段の地溝に変化がなかったのは,そのような地顔をもった条里制地割が大化以前

から存していたことを示すとの説や,古墳時代後期VC大嘘から雅が細入,普及され,その使用(て際

し回転政教を少をくするため長地型地割が成立したとの説が唱えられ,近くは奈良･平安朝の文苛

JP絵図vcっいて長地型地割が半所塾VC先行することを証し,同時LK:大化改新詔忙みえる長さ三十貌

広さ12本を一段とする地割が半折型に適合することから,大化前代vcさかのぼって-iず長地型地

割がかこ75:われ,ついで大化改新の成田収授vcいたって半折也が施行されたとの説が堤起され,餐

里制の起源を大化前代に認めようとする考えが有力VC主張されるようになった｡ これV〔対して,辛

析型が長地型VE先行するとの逆の考えもあり,また現存の条里絹.U波棚によると,飛鳥時代の寺院跡

(法隆寺着席伽藍)や道路の方向が付近の条里に一致しないことなどから,条二里制の起源をそれ以

後,硯法隆寺造立-1での間Vこ求めようとする反対説も出されている｡さらに砿近で払 560歩 1

段制は大武朝の浄11'qJ京令VE初めて採用されたもので,それ以前は大化前代からの代制(議席凡 万

6尺1歩)がなお存続していたであろうとの推定が有力vc唱えられるようKなったので,条里制の

起源Kついても.半折迎地割払 浄御威令以後に始まり,代制と深い朗係にあったと考えられる長

地塾地割も,大化以綿から部分的VCお こなわれていたかもしれないが,盤然とした条里制が発達し

てきたの(dl,律令榊司家伴力が強大となった天武 ･持統朝ではをいかとの推論もされでハる滋 か,条

里制の起源Ii･かもに大化以後とする場合は,その施行B的を班EEI収授刑の喪魔から説明することがで

きるし,大化前代に起源を求める場合は,後期古墳の爆発的であることと条里制の槻述,対朝鮮侵

郎糾て',tる技術･労胸力 .物鞍の導入などの可能性な劫 itの雌由としてあげられると思われるO

条里制起iGiF,論争は以上のように大化前代説と以後説がVlまだVC対立している｡硯在括踊する文献

史家の多くは条里制起源大化前代説に反対の傾向を示して いる.

このように,条里制については今後の研究In:すたれるところが多く,条里制の成立の時代とか,
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あるいは条里制開拓の主体とかが･は 9 きりしないため,歴史の中VCも棟庫的忙はくみいれられな

いような状態であるQ辻横は厳然と存するの托.それが歴史時代以前のものである記録がないとい
うことが研究をかくらせている｡

千 鳥 式

一 条 の方 向 条

A 5 4 5 2 1 19.1-
7 8 9 10ll12

18 1718 151415

19 2D21 2225 4 盟 粂

5051 2928 272ム 255255 5455 5d

平 行 式 里 条

一 条の方 向

12 ll10 9 8 7

18 1716 1514 15

24 2522 21 20 了㌻ 与Et 粂

発 条

｢ ~

里 ~条 埋 粂

盟 粂 盟 条

図 4- 1- 1 条 里 坪 付 則
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図4- 1- 2 粂岨馴故構分布図 (落合重倍『粂ii王制 』による. )
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(EiI矢掛町の条規 制の遺梱
】,.F., P.t_一Ii'tfT†̀

中国地方瀬戸内地域の条_FR静め遺柵忙ついて, ｢岡山県は廟 川'･旭川､･川辺川の三流城rCわたっ
て広く整然たる条里の過柵を存し,傭中国足守庄や服部郷など条里制をしる'し克古地図もある｡なお

仰山平野の北方紳山盆地にも削 価や東商VC亘ってみとめられるO中画地方の瀬戸内地帯払 広島県

以西はすこぶる棉となって,福山市 ･新市町 ･府中町 ･西条町 ･広島市の各地の付近(̂=部分的に′ト地

域ずつあるVCすぎない｡LLl口腹に入っても,下松町 ･防府市 ･厚狭町 ･山口市付近に部分的にみとめ

られる忙すぎたい｣と竹内理三氏は以上のよう忙述べているo

小田郡矢強打 (,こおいて条里制の逮柵vcついて, これか らみてみよう｡矢#PTVCかいて条塵制の逮鳩

が明瞭に残っているの帆 高梁川(前述の川辺川のこと)の支流である′｣､馴 Lの沿牢地帯であるO僻

佗,矢掛を中心とした東方の旧三谷 ･山田村,また,西方の旧川面 ･中川村の地域め遺構は非常(C明

収である｡これらの地如 ,嘆成郷 ･草堂郷 ･最 輝と呼ばれていた所である｡実成郷は現在の大字

東三成と大字西三成vc当たり,下退団勝弟岡依胡鞄 二人母夫人(書簡真備の祖母)之骨叔器が発見

-3れたの(dこの地である｡革堕郷払 もとの山田村と大字横谷に当たり,仁徳天皇 の 大日本皇子の

御名代という純 もある｡また.駅家郷剖EI川面村と矢掛に当たり延者式VC,J､田駅鰐二十匹とあるのはこの

雄のことであるoこれらのことをみ7tだけでもこの地域が古くから開かれてV,たことが想定できる｡

だが,同じ′トEEl川沿岸地借で早くから開けていた矢掛町大字′ト田の付近は,桝地盤理が行なわれてい

るため,その条里地割をつかむことは非常vC困難であるO(この小田地区の条里ケこつレ､ては次節 (小

田郡家の祉 )で詳細vC触れることとする)･

れて,これらの条里の方向をみてみることVCするO失蹄を中心とした覇 の旧三谷 ･山凶村の方の

免里は正しく耐 ヒの方向をとっており,西方の旧川面 ,中)1L村の方は東南方向20度の片寄りがあるO

(図4- 1- 5 を参牌)

この矢掛町の条里の迦虻の研究払 永山卯三郎氏VC上って研究されている｡(.旧三谷･山田村の集

塵指lb辿姓については第4- 1- 4図,旧川面村については第4- 1- 5図を参照)条里の復原払

旧山田･三谷村の方は復原されているが,西方の旧川面村の集塵は復原されていない.そこで,旧川

面村の条里復原(･{焦点を当ててみることにした｡しかし,条里復原の手がかり忙なる数詞坪名の名残

りらしさものは,三十六坪を示していると思われる三六(みろく)という字名が旧川面村の東端VCみ

つかったのみで,旧川面村にはそれ以上手がかりが且つからかハというのが賀状である｡ しかしなが

ら,P】じ条里地割を持っている矢掛の北方に与る樹路地に注目してみること托した.(第4- 1- 5
み ぞ ろ

T射 この榊路地という名称払 三十六→みぞろ→桝路と転靴したものでqiないかと仮定して.写真と
構路地の位置胴体を追ってみることVCした｡が,三六付近の免星制の逮捕は明瞭vc残存してV,るけれ

ども,弧絡粕のある矢掛の北方付近の条里の避柵はとらえ姓レ七と,また,三六と碑路地の距離がかな

りあること売掛 とめ, その関係をとらえることができず忙終ってしまったO

･ l l モ ー54-
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図4- 1-5 矢掛町 附近 の粂 些 造 林

荏 ) ｢岡山県二於ケル条里の池跡研杢報告｣
(F岡山ir,t史跡名勝天然記念物脚 告』7)による｡
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図4-1-4 矢掛町三谷 ,山田附近の条典避構

法) ｢岡山県二於ケJL,集塵の過跡調査報告｣
(『岡山県史跡名勝天然記念物調査報告』7)による
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(r岡山峡史跡名勝天然琵食物調査報告』7)lこ上る0
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(Jう 小 田郡 家の祉 一

律今回家にかける小田郡がどのような過轟をもって成立したかは明らかでないが,皮区葦原を中

心にして舌備中･川島二県の一部を割って成立したであろうと考えられてVlる. ここでVL 律令時

代vcおける小田郡の政治的中心地である′｣､田郡家の祉vCつVlて述べてみよう｡

全国的に律令国家にも･ける郡家の構造は,文献上からは考察されているが,その過祉の調査され

ているものは少をいO岡山県における郡家牡の研究も,調査によって明らかにされた遺跡は一つも

ないのであるOが,その中でも,久米郡の肝麦牡がほほ確葵-&ものではないかとみられている｡そ

の働 杓ゝま,勝田郡 ･苫田郡 ･連星郡の郡家牡が推測されている｡これから取 り上げる′｣､田郡家虻も

考古学的に調査されていないため,地理学的推考専するほか虻ない｡

小田部家兄につLへての研究は,永山卯三郎氏と日野御意氏によって恵されている｡永山氏は,′J､

田郡家地は矢掛町菌川風h=bろとし,一九 日野氏仏 矢掛町大字′｣､田にあると考え,両氏の説は

全く臭っている｡

-iず,永山氏の説をみてみよう｡永山氏は穴のエ!忙説V,てVlる｡

｢図版第五十四(｡こでは筋卜 1-5Ld).川面村条里適吐,西川面ノ部二手 ｢射AJ 卜称
スルー区ア･),ち-町ニンテ古ノーケ坪二当JL,兵ノ東部ヲ東風 西部ヲ西堀 卜称ス,其北醗ヲ城

ノ上,帝陳ヲ城下,架蘇ヲ城見 西燐ヲ城西卜称ス｡

実地三成キテ之ヲ調査セシニ ｢城ノ内｣-四万,土塁,那,城壁ヲ鏡ラセル地域ニシテ奈良平安

時代二於ケル都城ノ制二成L,ルモノ也 而t/ナ土塁ノ外-四面史二碗ラス.=幅四十二尺(約十二 ･

七ノ-トル)ノ塩ヲ以テス,而シテ南方正面.中央幅幽閉ノ道ヲ通ズ｡城壁,BP,土塩-､南辺 ･偏

十八尺(約五 ･五メー トル)高五尺(め- 1五}-トJL)余ヲ完存シ,又西辺ノ北半部,北辺ノ西

半部二於テ兵ノ形跡ヲ有ス,自余皆破J&七テル,犬養 藍ノ部分共二東西三16六十四尺(約百十 ･

三メートル)南北LJ_Cj百二十四尺(約白二 十八 .五メートル),南北二政 長々シ,嘉 ン小田部家ノ祉

-シテ小田郡司世々ノ錨地ナリ,村上天皇天暦^年(西暦九首五十四年)十二月粂二見ユル小田部

大領,′｣､田郡^′｣､匂臣遂津,同小出臣旦郷唐紙二戚 スO因こ,残存ノ土盛モ矢掛嵯庚鉄道ノ敦盛二
方 リテ皆破壊サレ,7 L/I)｡仝鉄道破顔-即急止ノ中央ヲ東西二過 りテ殆 ド祉ヲ舶 ヒニ二等分セ))｣

(岡山麻史伊名勝天然記念物凋蒼報告第七･ 125.頁 )

と,以上のように,′｣､字名と,土星 ･藍qL)収跡を主な根拠として上げている｡

しかし,この永山氏の西川面邦家地説払 その鋲の井笠鉄道敷設の際の発堀調査の結果,この辻

牡は室町時代のかなり夜有力者の屋載跡であると考古学的VC葵証され, くずされたのであるo

つか て 日野尚志氏の説をみてみ上うJO日野氏の小田郡家比は矢掛町大字′ト田にあると考える根

拠を大まかVE整理すれば三つに分けられる｡第-に払 ′｣､字名と条勤 也割,第二VC地形(食観),

第三として,関連した遺跡の存在としへう上うVC分けられると思う｡以下冊単vtその日野氏の蔵を取

り上げてみよう｡

第一.矢掛町大手小田に｢郡上｣ 0 ｢郡溢｣.｢郡前｣の′J､字名(第4- 1- 7図参照)があり
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図4- 1- 6 伯中国小田郡家付近の歴史地図

(I)(IOOIDの記号.引用書記,A
(日野尚志氏による)

図4~ 1- 7 推定小田郡付近の小字名 (日野尚志氏による)
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これらの′｣､字名が郡名を負う′ト田VCあること｡･また,図41 1- 6図vc見られるようVC,小田の狭

小食塊横谷に(Ⅰ)･(I)･(m)の三つの異なる条里区があること｡そして,A-Cより熊他作至る条里地

蕃IIL)が一つの粂畳区をなし,しかも, この条里区忙前述の三つの′ト字名があること｡これらのこと
から,この条里区('C,J､田郡家lltが想定されるとしている｡

第二｡現在の地形から考察している.′ト旧付近の地形を観察してみると,図41 1-6回のA-

Bの南掛i,州1より一 ･五メートルないし- I-トルの高さを,a-Cの南端道路より22メートル

frいし五十センチメートル前後の高さをそれrれ有し, A- Cが土塁状の高さをもっていること｡

また,同rlXlのO- ill･i- Mの小川が林田川に(庶人しないでN- B忙沿って流れていることから.

N-E間ク:人為的流路であることは確かでLbろつととDそして,また,A-Cから万態祖にかけての条

里地測が約二十町,森林を除く現在の土地刑用地が三十町程度であるが,律令時代VCおける土地利

用地は,現在以上ではをかったと推測音IL,少な(とも三十町篠庇の地横があれば,中郡としての

'｣､田郡家Eh=必盛夜空闇(規模)を満たしてtJ17-たろうと考えられること｡などをあげている｡

雛三.郡家内で小字名 ｢郡上｣に参る都宮1:tに庄目している｡地元では郡権現と称しているが,

藤原隆景氏所有の郡宮地vc周する岩浪 に上ると舌代に馴ナる名称は不明であるが,いつ頃からか社

名が転化して郡宮と称せられるよう忙なったと考えられ 元禄七年(,Cid:都権現宮,明冶三年忙は都

神社と称していたという.また,社殿の改草丈ti惨塵の捺Lでは郡内七十ニケ村vc寄付帳が回ってい
たことから郡宮が郡の中心的神社すなわち′J､田邦の鑑社であったことはま切 いないようで,郡の中

心的性格を良くあらわしている.この郡音吐が, rBR上｣にあることで奉るo
また,小田の東の大字浅海に,｣､字 ｢毎戸｣か奉り,駅家所の転北に上って生じた字名と推測され

この ｢嶺戸｣に｢延嘗式｣,.{記せれた′｣､田駅家が比定されそうで,駅家郷の中JL地であったと想定

される｡ ｢毎戸｣の二首七十一の一番地から布目瓦および蓮華紋の丸瓦を出しており,それ帆 国

分寺瓦とfnl様の型式で奈良末期から平安初期の瓦といわれ( ｢増訂追補小用即諾上巻｣),邦家に

近い姥寺虻であることから,邦家との粥係の成vL郡寺であると考えられること｡等,小mK郡家が

あったことを関連づける追跡中あることを指浦してV}る｡

以上 これらのことを根拠として,日ff氏比小軌こ郡家止が比定されることは確実であろうと説

いているo

Lかし,小出からは郡家祉VC結びつくようt遺物払 未だ,何も発見されていJe=い｡考古学的に

は全く葵証されていない段階では,前述の伽 をもつ日野間志氏の矢掛町大字小田に′｣､EEl郡家姓が

参るのではないかという考えは,地理学的忙.ユ妥当であると考えられる｡
(黒 瀬 美 智 子 ･梅 垣 早 苗 )
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2.古代の豪族

矢掛町において舌代に栄えた頚族に下道氏という一族のあったことが知られている｡とこはなだ

らか丑山の起伏する古墳の多い静か75地である｡同町三谷で払 下道氏の墓あるいは館地と称する

遺跡が残され,土地の人々をはじめ研究が続けられてきたC叫 ここで,古代の義旗として下道氏を

とりあげ,その繁栄の頂点を表す書傭兵偏の中央官界VCおける某紙などVCかエんでのべてみたいと

思う｡

(イ)下道民の先祖と共備の出自

a) 雄略以前

下道氏の先祖は季題天皇の皇子稚政彦命よF)出たと伝えられる. r古事記J孝盟天皇段vc払 二

皇子大音備津日子命と岩日子建青傾俸日子命(別名を碓武彦命)とを針間を始めとして書傾国に洗

わした.その大昔傭津日子命は吉備上迫臣のTil,岩日子錘吉備津日子命が舌備下遺臣と笠臣の祖で

あると一75ってVlる｡ r国造本紀｣によると,応神天皇の御代に稲速別が下道国造に定められたとあ

る｡た記の記載は共vc地名或は氏族起源音線 であるが.これらよりいずれVCしても下道氏は吉備地

方に基盤をもつ豪族であり,姓としては多くの国造のもつ底地ではなくて臣姓の国造であったこと

がわかる｡

四道将罪の説話について考えてみよう｡ f'日本13紀.JでkHb竣 ･鬼海 ･西道･丹波作将軍を派過

したことが述べられ,西道には吉備紳彦が赴vtたとある.また出'ji凝根を殊したのは膏備津唐と武

沖川別を遺してであるとある.紀記に相連はあるがこれらはすべて征討伝説であるが,吉備氏の先

祖は大和胡垂の地方平定の退避に登場してくることを示している.吉備地方Q-i,瀬戸内交通や砂鉄 ･

炎塩牌旅などで重要な地位vcあったと考えられる.四道将軍派過の目的は.将婦やその子孫が多く

その地忙ととせって水族として栄えることが多かったことからも,大和朝廷の勢力の地方扶植や地

方牌矧であったと考えられるが, これも吉備が蛮地であったことを示すと思われるO捌 ･五世紀に

大きな古墳がたくさん作られたことも知られているし,吉備臣の祖,御劫 Tj(稲速別の父)の妹で

ある兄嘘は応神天皇の妃と伝えられている(厄神犬皇22年紀)ことから, この時期に吉備上道臣

下遺臣らの国造層を中心とする政治圏のTJW ､あったことを示してViると思われる｡

b) 経略以後

経略紀以後(,{在ると,雄略紀七年,音場下遺臣前津屋が不敬の言動をなしたので物部兵三十人を

遺 して前津屋並びに一族七十人を諌殺させたこと,上道臣凹狭が任那Lj;J司VC任ぜ られそこで凪札を

副画 して失敗したことがみえるし,冊寧天皇即虻前記('=紋,坤略天皇親御にあたって,妃たる上道

臣の女権艦を母VCもつ星川皇子の変が起こり上道臣はそれ忙呼応しようとしたとあるC この説話も

氏族伝承ER:よるものであろうが,書傭地方の朝廷Kl服していく遇の坦々たるもめでなかったこと,

反抗しながら帰していった様子とうけとられる｡欽明天皇 1日宇紀vcなると,中央宮人が吉備五郡

vc派遭-3れて白猪屯倉や!, 17年紀には児島屯倉がおかれたとみえる.反抗の放しかった書傭臣ら

の分力範囲に屯倉が設定され,その管理は中央宮人が任命,派遣されておこなったのであるo r壬
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申紀.純 なると,大海人皇子が青野を出て東国vc入るとの柏を得た近江判が,蘇葉と膏備どgC徴兵

の使者を適したこと.F続日本紀Jvcは,筑紫と周防と音備に総領が荘かれたことが記されている.

:-こ:ij･.I;-L国郡の分取ヒついての全権左にtr'9,管下b-掴 司の監督に当るため特に重電と思われるとこ

ろにl伽 ､れたものである｡山陽道における書棚の当時の佐田が韮賓であったこと,大和朝廷におい

ても重要な地位をしめていたことを示すものだろうo

このようにみてくると,吉備地方は雄略以前は大和VC匹敵しうる一大文化潮を形成して繁栄し,

雄略後になると,大和朝廷に服していき,さらに大和朝廷の要のひとつとして山僻遠に重度な位置

をしめていく歴史をみるととができるのではなかろうか.

C) 炎傍の父母

夷僻の父は下道朝臣国勝であり,書備地方の臣姓国造としての穀族であるO下道臣は,大化改新

後下披宮人層に偶人されて八色姓の成立に伴って天武天皇15年vc胡臣姓を与えられていた.したが

て,この時代の下適氏は,一方では曹依地方の衣族として地方的勢力を~もち,他方では中央の下歓

官吏であった｡後述するように,国勝の母比備中国小田部の人で死して東三成Vこ葬られている71て,

国庸自身の生活吐主として祭内で営まれたらしいoそれを示すのは,享保 15年大和国字智郡大沢

村で発見された揚貴氏の塵誌 で あるo これ によb亮 僻の母が摘 出氏 で あ るこ とはわ

かる｡一説で托,｢脱糞｣の文字は単なる音仮借であると推測して,槻公民は大和国字智邦に圧し

ていたとされる八木氏で比をいかといわれている.説得力のある考えと思う.そして死して後故郷

の地vC辞られたと考えるJt兵倍の出生も生長も畿内であって備中ではないということVCなるo

Lかし一方で払 後述するように｢書偲氏の飽祉｣が′ト田郡東三成に存在するとして其債の生‡廷
地をこの地とする見方も地元では根強vI｡

(｡) 青備美偏の生涯

a) 留学時代

.炭価の名が史上vc初めてみえるのは,r続日本紀J天平七年,入rg留学生従8位下下題朝臣火焔
としてである｡22才VCして留学生に遇Lrlれ,盟年辞八回此脊俊に便乗して入唐し, 19年を経て

天平7年VC帰朝している｡

兵鰯は帰朝の後,正六位下となり大学助となった.その在碑中の串蚊を指したと思われる三尊滑

行忠見封卸 よると,兵伽 学生VC｢五経 ･三見 ･明法 ･井術 ･音親 ･摘 ま等の六BJを学はしめ
たとみえる.そしておそらくはすべてVCわたって英機の新知識はとりいれられて伝授されたものと

思われる.従来の大学数科の中忙吐見られをVlでここLR:はじめて現われた三史は文茸科の鼓科啓と

),･なされてV)るが,qiなる鴨公としての伝来はナ部参ったとしても大学数科に採用する意図で伝単

したの仕訳蛸であったとされる.彼は入唐留学して,その学問は広く話芸("=わたり(続日本紀)天

耳や淳栄に-1で及んだのであるが,阿倍仲麻呂とは臭ってその才能を発邦したのtrl韓文の方ではな

く実学の方vE現われたoその中核をなすのは信孝と畢学であったとされる机そのはがでは,法律,

礼施 祭式.築城等VCも力を狂いだと思われる｡真備のもたらした攻帝は政弘 内容とも忙画期的

なものであったと評価されている｡
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b) 栄達時代

共偏が玄肪とともに帰朝した天平七年比どうVlう状勢L̂Cあったかみてみよう｡右大臣は不比等の

長子藤原武智麻呂であり,藤原氏一門が相率V,て歩盛VC上 り,公卿q-C列していた｡この他にはわず

か忙中約割こ多治比煉守,参議に橘諸兄らがいたのみであった｡真備はこのような時に帰朝して直

ちに正六位に上 り,盟 8年には外従五位下,束僻 42才である｡しかるに天平 9年VCはほうそうの

流行で'藤原氏の4人が什れて橘諸兄VC権力が番ったOこの諸兄の腰間として隠然たる勢力をもっ

たのが真備と玄坊であったとみなされている.この年,其僻は入内しさらVC従5位下にのほiてい

るoその人内払 入唐留学と学問の律秀さが認められたとみても上いが,ちようどこの時期天平は

唐風のものが最も重んぜられた時代のひとつとみ ･うことができると思われ･時を得乍とも思われるO

こ ＼て中央官界における兵偶の立切をみてみ190朝廷の中心は右大臣橘諸兄であり,藤原氏は

もはや商家武智麻呂の-&子丑成が･bすかVC参議VC加わっているのみという閥族政治であった｡夷侮

玄防仕組入着の位置Kあり.時^のVCくしみはまぬがれえなかったようで季るo天平 12年,大草
I

少弐忙左透されていた式家の手合の長子鹿頗広桐が玄暁 ･央価を除くと称して兵をあげた｡諸兄に

反対する意であることは明白であり,もとの諾王.光明皇后の血縁としての彼をはばかったもので

あろうが,それVCLても共備 ･玄坊と諸兄の結合の好きは1伽IJできる｡つこい で頚仁京の撞投がほじ

7tるが,この地は橘氏ゆかりの地であり,これに耗牌も朋休していると思われる｡なぜなら,ここ

に用いられた都城の制は長安ではなくて洛旧の制cq:拠-,たといわれ,夷備ら唐に学んで洛階を知る

者の知識で進められたとみるととができるからであるD水場は昇進を続けて15軒,_Cは東宮学士と

在っている0時の皇太子は後の草紙天島 称徳天皇で奉る. 15年VC比皇太子が自ら五節を舞)盛

儀があったが, これは偶数の六芸に胴するもので唐文化が重んぜられている様子を伝えている｡ 1

7年には一時遷都していた雌波束から平城に僧都したが,これに結当時の国家的大番茶であった大

仏造営が伴うとともに政権交代のきざしがJJ･えるoナなわち玄坊は復都後左超され,頓着陀)前月vC

行基が大僧正となっている.,その左超は仏教非の舟冊を計画する行基vCよったとか,民衆に勢力を

もつ行基の力を借りないと大仏碓立がならないからとい9雌由もいわれるが.諸兄勢力の没落とい

う政治的背贋をそこにみることはできないだろうか｡しかし,玄脚 の後も共偶は音備朝臣を賜

姓され. 19年には春宮大夫を解任,右京大夫忙命じられて, 20年忙比釈尊の俵式服制の改正VC

功があったoこの時代を央偏の第一次の柴遵時代とみるととができよう｡

C) 大軍府時代

天平21年,すなわち天平勝宝元年に孝謙天皇が即位:され,:L{i伐は従 4位上作叙せ られたが2年

筑前の守に左遜されているOこの時籾か辛野上の政治髄力者である大助舌藤原仲麻呂vcはうとまれ

たものと,JP.(袋される｡政治轍力者の交代I'Cは多 くの異曲JJl'っきまとうもののようであるo しかし,

翌年突如と･して憎の-訊Tlに和通した炎棚は漉知 和佳作追加任命されて入唐している｡ 57才のこと

である｡帰国とともに正4位下となったが大字少弐VC任ぜられたO来場の大串,少弐大弐在任払 天

平宝字7年まで9年間VCわたるが,兵鳩のこの間の最大本件は征新顔計画であり,尭僻の尊顔も多

くは軍政に関することである｡
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,L喪失押勝(藤原仲麻呂)が津仁朝の征新藤計画をたてたのは,一面では新深作対する鎌年のうら

みを解決しようとしたものであるが,反面これを利用して功名心を満足させようとする野心でもあ

ったようである｡そのころわが国は白村江の大敗以来ナでVC天智天皇によって長期忙わたって築い

てきた半島放発がなされ,半島vcは新犀の統一国家が成っていた..が,わが国は依然として新蕪を附

畑国とみなしていたため,新藤がわが国の腰求する礼を欠いてきたころであったo淳仁朝の征新蘇

吉備 はこのような対外的状況の下にかこってきたともいえるが,国内の状態をみてみると,兵制比

弛み,軍備杖根本的改革を必項としている時期だったのであるO次作兵制のエうナをふりかえって

みよう｡

r日本耕紀Jによると,大化以前の朝鮮遠征軍の構成は氏を単位としてV･たことが明瞭VC示され
ている この軍各組級は律令成立のZ)モ舟の兵制にくみいれられていき,天武朝のころ確立したとみ

られるO′班)後′jやを内乱α如拙まったく軍容vc速ざかって崩壊に向い,衛士の逃亡,軍B]兵士の縮少

に上って-iすます助長されているO兵器の売貝がおこなわれ,官用の兵器が粗悪であったことも早

くからみえるO(天平 4年8月22日勅)函司自身が軍団の兵士を私的に悪用するほどの堕落,荒

廃ぶ りで,天平 2年から4年の間VC,惣智,鈷撫便,節度使がその監留のためVC任命されることVC

極1っているoそこで天平8年,健凡 儲土 遺土が軍団の良め 75かK生れることになった｡ こ こ

に徴兵制の中に募兵制が加ったが,天平 10年vc咋健児を11年VCは兵制をやめ国府,兵庫の守備

に白丁をあたらせたが,広嗣の乱を経て18年VCは旧に復して徴兵がはじまっていた. このような

兵制の弛みの下で,征新鮮計画を成したところに無理があった.そして,この計画にあたって寅価

が語協する｡共僻は天平勝宝 占年再鮭の入府 より帰朝して大事府におもむいたo大草府は天平実字

5年船の不凪 防^席Ltののちの不慮の際の不安等4ヶ条を訴え出て,兵制ve欠陥があって任虜に不

安があるとの葱兄を出す｡そのわずかのちに忍棄押勝の征新縫針血の-1Tとして,大宰府に行軍式

が造られ,軍船五首せきの建造計画が出され,中央から禽^を大串府に遺して真備の下で埋草を挙

げせたりしている｡こうして征新揮計画とともに来場は脚光を浴びて豊壌するのであるo

新藤征伐の計画は粛々と進められていたが, この時すでに政権は動揺をみせはじめていた.す七わち

天平宝字7年,道鏡が封曽都VC就任し･押勝の敵とするとt.ろ比新鍵より道鏡qcなろうとしていIko

急テンポで情勢は変って,新摺征伐はこれをもくろんだ押勝の政治的地位そのものが脅かされるに

空っで消失していったのであるo

d-) 参議 ･右大臣時代

天平宝字7年,道鏡を韮用する上皇と押勝を丑用してきた天皇が御不和になり,上皇は天皇を非

排して国家の大番と'R配を自らおこなうと詔したoこれは押勝の勢いが下 り,道鏡がこれに代ろうと

すること左'示すO同年●儀LAJ皆を廃して英偏の将来した大柄暦をはじめている.翌年の共価の入京

はそのILうな勢力交代の項目であったといえる. 9月に紘恵美押勝の乱が起こり,束偏の軍学の才

:17t功を巷して平定がなったoその用兵の功で凍備払 従三位参議中衛大将となった｡参盛としての

糸偏払 道銀一族を除くと仕岬 が最も低く最年長で学識はすぐれていでもやは 欄 入着的な性格を

多分vcもっているo このエ)を位置でコ√Iこ太政大臣道東の下で左大臣永手に次ぐ右大臣の地位vc上
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ったのであるo称徳天皇の盗用と彼の学浩のTyR卓の終発と現われる｡

共伽 ;まだ参議である大平神凄元年･肋をもって想田食止令が出されたO これが許可忙なるの結
I

束備致仕ののちだから,披比称徳天皇と道銀のこの集LL改発iK:僧成であったと考えられるoTt順化法

王道鏡の下作あって左大臣永宇土と帥右大臣の職につき,称徳天皇胸徹 道銀左適ののち沈仁大豊

の即位とともに政界を退 くのである｡政滞のみでなく,彼らと束偏のつながりの深さを感じさせる.

生田矧上令を考える時,天平 15年の義広永代私有令が反律令的とV･われるなら,それは律令柏神

を受けついだものといわれは75:らない｡ しかし,一方では.律令制も根本的に(,i土地公有の原則に

触れない限り開墾を認めていたし田地の拡蛸を国家が強めていたこともあって, 直ちに私有化を認

める帆句J亜田を喫励する方向が反律令的とはいえなvlともいわれら.ともあれ,塊田奈LL令が連

続的のようVC一面ではみえながら,箆族勢力の削戒と寺院僧侶勢力の拡大をねらったものであるこ

とは ｢寺は:禁ずる蝦りKあらず｣の中vc触約されているとみてもいいのでは夜かろうか｡参議英偏

はその政策VC反対しなかったらしいが,どういう塘政でのぞんだのかみてみよう｡ -iず第一VC大小
真作の奨励i･し.国司 ･郡司JTうち情動なる者一人に変作確励の任vc当らせようとする横棒的なも

のである. この喝肋は,葡捉VC捷田が典中するとその土地を貸租して省裕になる者もあるが貧軌で

L･ちいる者も出る.そこで救貧対策,安定韻としてあったようVCみられる｡第二には,壬生門の西

に次のような二位を建てたことであるL,これ(n:V;I｢凡そ宮司VC抑圧せらるる者は此の下L･r奪って申

訴すべし｣｢百姓,/jIE任せらるる者あらば此の下に至って申訴すべし｣と頚かれ,訴えは弾正台(̂=
受け付けられるようにした｡央僻は纏めて温位7k政治家で道鏡の政策の欠点に気づき,それを禰む

うとおだやかな方法で努力していることとJfることができるo他方,道鏡の下VCあってその勢いVC

かされて流れてVlく央僻のイメージも伝わってくる気がしない逼ろうか｡

天平神護2年.兵傭仕 72才で右大臣となった｡兼備が右大臣となる1写目前'lC在鳩の女であろ
う由利の発舶経が残っている｡吉備朝臣由利は称匝天皇御大漸の析(･では側近vc侍して,この人のみ

臥内に出入したとr続日本紀jvE記されている｡奉納された西大寺は,押勝の乱の後作勅願t"=よっ

て錘立された南都七大寺のひとつで,この経文は青鯛氏のこの寺の建立に対する'5与の大きさを伝

えているものとみられる｡戊大な一切経等共をなしえた強面には,'a力の大きさと伯仲の堅固さが

うかがわれる.しかも個人の福利を祈るのではをく｢天朝の車為｣の嫡等であった｡

右大臣時代の奥備に鵬することのひとつ叫 犀 神命である｡ F続日本紀jvc｢故右大臣従2位一吉

備朝臣夷偽 大和国造正4位下大和徹摘長岡等律令24発を即川定めて鑑査の舛錨を弁L,首尾の

差適を縮す.是に至りて認i･下して之を行用せしむ｡｣とある｡巷老律令の条文間忙おける矛盾を

除去し,不均衡を除いて字句も不適当なものを叔めたという擬鰻をものであったと思われるO-:tた

鎌倉時代の仏-Sr党神妙Jにみえるように76才のころ蝿の君述で-bるr私致類衆 .jを'JIT･きはじめ

たことも知られているOそ功まかこ,柿.#常男 2年忙仏 大串大式であった兵偶が築城にとりかかっ

て15年目VCして恰土城ができあがったこともつけ加えるべきであろうa

神番茶芸 4年tn:払 称徳天皇が棚御忙たり,白旗三g_太子,道鏡左端 光仁天皇の即位改元(J竜

也元年 )がなっているo兵術(･i9月10月と再度にわたって致仕の上表を出し一Ig年右大臣をやめ
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ている｡ この間,称徳天皇励御私 共偏は皇樹について永手,古川らと異なった忠兄を主張してい

るO彼の長い一生の間で,其億が単独に積極的VC意見を主張したのはこの時くらいしかみられなVb

真備は実地6年VC81才で詫じた｡衣価が昇進する忙つれて一門も立身し,長子とみられる泉を

三荘預Iで.由利,枚雌などが史にみえるが,弟僻には続さえず･子孫もほとんど歴史Kは現われないo

郷土吉備地方VC別へても.下道氏の却歴は平安以後ほとんど不明である｡

耗僻の一生を簡単'Kみてきたので参るが,披vcついて思う時,下級官吏の出身でありながら･そ

の学識Ii･かわれ,軍学の功は認められ,レ碩さらのように迎忙恵まれた人でもあったと思われるので

ある｡二度の渡唐も無却VCのりきることができたし,彼の喪力を発耕しうる好機が不遇の時代VCも

めぐってきた｡政権交代の放しい時機ではあったけど,上手にたちまわったという感じのするとこ

ろもあ-a:りなく淡々と与えられた地位vc励んでそれが報いられる結果となったと考える時,やは り

宰迎 人々で参ったと思うOその根底Ir_札 どの政権にとっても置んぜられるべき学識をもっていた

ことがあげられよう｡とすれば,彼の栄輩は留学の上に債み重ねられていったものとみても過言で

はなレ､ようVC思われみのであるO来場は,平安の棟朗政治確止期vc学者で右大臣VC上った菅頗道東

とエく比較されることと思うが,この時代は㈹族政治であるといっても他氏の政権参加を許容しえ

ないほど威しいものではなかったことはいえると思うのである.しかし,彼が真面目で穏健な人で

あり,政治家として地味ではあったけど,功紐は高く評価されるべきだと思う.

右大臣をやめてのち,81才で張ずる-1での五年間については,史料がほとんど残さ咋ていない.

(,) 下道民の辿跡

a) 下道氏の墳墓

地跡の ある東三成の一席は,延々として起伏する山脈の中を通る旧街道vc沿っていて,′J､田川の

流域にやや捌け,南西vC平地を見わたす河北の山鹿にある｡現品 東三成vtある国勝寺vcは大正6

年 4月忙国宝VC指定されたま備公祖母夫人の骨就器が秘就されている｡

せずその骨戚器の形態を述べてみようO器は身と題から成っていて,全高 5寸7分,直径身部6

寸8分7座 5も 違部7寸8分,総避丑 1月50匁 容誼1升9合の銅製の鋳物である｡盛の下端

に近い両側に各 1個の′J､孔があり,身の緑vtもこれに対応する′j､孔があって, I,字形の銅釘をさし
こんで盃の輿肋を防ぐ装虚とみられている.その釘のひとつは現存する｡蓋の表面外鴎vE

以和銅元年歳次戊申十一月二十七日乙酉成

せたその内雌を.rjldんで

銘下追閤傍弟周依朗臣右二人母夫人之骨威器故知後人明不可移破

とあるo前述したようVC下道国勝は吉備来偏の父であるので共備公祖母夫人の甘戒器である.

r古家紀 』/Kよると,器紘元禄12年.東三成の村民が山道を耕して田悶忙しようとした鴫 地

下戯尺のところ(･r掘りあたったもので,木 (棺をいれる外商)も碑石もなかったことが記されて

いるo国勝寺vc残るjiF付によると ｢器は土瓶の中vC石灰をつめて葬 り更にその上vc瓶を韮ねたもの｣I

｢石を以て稚い議t･し,上をふめげ下vcひびきあり是を破 り見LVC内より器いでたり｣なとがある｡

もし杜夫人の墓の形式がこの ようであるとすると,瓶に器を納めるという鬼制が当時行おこなわれた
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こと鯉口ることができる｡ただ,ここで任意すべきは現在谷川内の荒神社vc安置されている石歯の身

とこの骨戊器の関係であるO商は撤密な凝灰岩甥で円形であり,径2尺 5寸 5分,高さ 1尺 6寸あ

るo中央には口径1尺5寸,深さ5寸 7分,底の径 7寸5分の穴をもち,口辺に石蒜をすべき凸線

があるoそのそばには蓋の一部らしい高さ1尺 4寸,幅8寸5分の同質の破片がかかれている｡そ

の形 ･大きさからナまった く骨戚器を納めるの忙適している.奈良朝時代VCこのような石画を使用

して骨盤を葬った例もあり,この推測は確からしさももつが,この石歯は般近ここVC運ばれたもの

であり,東三成の字からうす忙ある滝神社の境内vcあって吉備公の椎と称せられている｡さらに石

護と思われるものはここからさらに西数町のところからみつけられたものだから母夫人の骨戚器と

の個体はないとみるのが大方の愚見のようである｡内部vc納められた骨片はなか半分以上が存し,

火葬によるものであるoわが国vc:i>ける火好の凧(,i,仏教の伝来とともVC伝えられたようで,文武

うこともあって,火葬の風は広まったようでf,,る｡ft-備祖母夫人の塵は娼昭の後9年,和銅元年の

もので,その遺骨の取扱法もこの骨威詩VCl:-,て明らか('こされたO これらVCより,下道氏が当時い

かVC進歩的であったかを知ることができるO

はカ忙断片墓誌があるが.明治初年,谷川 にある同勝など母夫人の墳墓のやや北方の高いとこ高で

土地の人が偶然発見したものと伝えられている｡顔密を赤かっ色の長方形の碑であって, 幅 5寸6

分,厚さ1寸,長さ現存する部分は5寸2分であるo その表面の中央に次の二行の銘文がみえるO

左衛士府

夫人下ソ

左行のノは道の頭とみられるので, これは下退Lt一族の克vc納められた墓誌であることは明らかで

あり,骨戒器とともVC, この地が下道氏一族のゆかりの地であることを示すものであろう.今は国

勝寺に戚せられている｡

さらVC明治55年の発掘VC上って土器),qと･R癌の斬vc朱彩を施した祭器と思われるものの破片.

それに和銅銭 1枚が発見された｡土器朝はほとんど原型をとどめないが一説にあわせるとほほ2個

の大きな瓶vcなる分速であり,前記国勝寺の骨戚器の発掘を記した帝付に土瓶とあるのを考えあわ

せると器を納めたものともされる｡

こうして,この地が下道氏一族の墳墓であるとみなされるようになって大正 12年,史雌に納入

された｡国勝寺はもと地裁院 といったのを錦拍発見後,改称し･/tものである.

t)) 吉備公館祉

錨地と伝えられるととろは,下道氏現題とされるところから東VC数町はなれた瓦谷というところ

にある｡この地は山塊であ一,て国道に沿い.後方に登ケ丸といわれる小さな丘をもち,前は河をへ

だてて壊掛山に対崎する風光明美なところである｡一名VCd(内といわれる｡その一部はやや高くな

っていて井戸があり.中央に小さlr岡が建ち,石鳥居があってその俄に ｢吉備大臣宮｣とあるOこ

の文字は喝署法という徳川氏以前に多く公卿の何におこなわれたAD法であるといわれ, このためそ

の建設はずっと昔vcさかの摺るという.その うえ,最近発見された巴瓦の;jIL帝紋お上び唐草瓦の紋
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搬 出 寺院K用Vlられるもののようであり,古瓦の文様から考えると奄良朝から平安朝のものと考

えられるらしV,oそこでこ こは下適氏の氏寺の過虻ではなvlかともいわれているOまたここには,

吉備公産('*の井 と伝えられ叫 戸があり,その近辺には真備が琴を弾じたといわれる革弾着,これ

に姻適して名付けられた音高山,三谷地方に雌琴のfEI_甲別名があることなど,地元Q)人VCよって多

くが滴り伝えられているo LIL

c)l吉備公の墳革 .

射精の現法けどこに参るのか明らか:Tはないが,硬が母梅貴氏を不和にほうむったことから,あ

るvl(rl彼の地位から考えて,その墳墓は大和のどこかVC営'.!れたと考える告舶;支配的のようであるO

地元でfr.lt,前述の下道民の基とみられるところに石菌を移し,吉備夷備公墳墓と省かれた大きな碑

を建てているO

当地(,Cは吉備保光会とvlう間休があり,以前から棟庵的な塔的が続けられてVlるが,郷土の偉人

を滞り,たたえる気持ちVEよってささえられ推進されている1うすがうかがわれた｡

I

(鼎瀬費智子)
l■

l
r

∫ ～

●,<て 卜

､｣

ヽ l･

■L

r 1

-70-



5.中世 の山城 と薫族 一 枚 掛 城を中心 として-
丁

(̂)猿掛城地と庄氏館跡

樹圭卜城地は矢掛町の東端,衷情町との蛾に放牧する硬高255メー トルの旗掛山の煩上K.bる｡

早くから交通の凄所として栄えた小圧痛 駅(俵には矢掛宿駅 )に続く山陽道に突き出すように面し,

･｣､削 りをあたかも堀のように挟んでそそ り立つ凄lも 天険({富んだ中世の有数の山城であったこと

が伺えるo

写真 4- 5- 1 矢掛町戊谷から見た遠視山

図 4- 5- 1 錬掛城祉平面図 (『小田郡誌』による)



この城の開基については碍掛城沿革考に拠ると, ｢武戟国児玉覚の旗頭庄太郎家長性三位中将平

重衝を禰べし功VCより源頗朗より当座に奥州蛮地の庄を賜は り平家没落の後備中国に於て山方ノ庄 ･

二万ノ庄 ･帝井田ノ庄 ･葛生ノ庄を腸ひしKより当園忙下り山方の庄に華山城を築きて之vc居り後

元久2年(1205年)凍掛山({支鬼を作 り一族の者交る交る之に屠る｣とある.以上のこと比,

庄家長が猿掛城を開基したとしているが,その原拠史料はない｡

せた,同沿革考には ｢家長の曾孫右術門太郎家並の時日下部忙伴星を置き領主年末を懲収せしむ｣

とある.その陣屋,つまり庄氏の館跡が矢掛町横谷の福武氏宅前にある.そこは壌耕山の簡溝に位

鰹している｡その舘跡は現在唐音とした鼓や野敵肝になっているが,付近に散らばってある多くの井

戸がここに多くの人々が居住していた屋敷跡であることを物語っている｡｢また,この場所の′｣､字は

｢御土井｣で,付近咋臣む人々は ｢御土居｣｢大殿｣と言っているoまた,｢御土井｣の北VC｢こ
どの(古殿)｣,東隣に｢かP)どの(折巌)｣という小字名があり.その西方には ｢長屋｣という
小字名もあり,庄氏一族がここ頓谷忙屈駐していたことを示す一つのものである｡

写実 4- 5- 2 庄氏鰭跡 (矢繊町繊谷)

写真 4-5- 5 EE氏館跡付近に散在する井戸
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イ備中の-虜筈である端掛城は南北朝時代 ･応にの乱 ･戦国時代の多くの戦乱の申,庄太郎Td長の

子孫の庄氏一族の舛亡を中心に,収後の城主毛利元締が天正十一年(/C中山城に移るまで町およそ40

0年の間,松山城 と夜､らび備中の主贋な根絶地として存在していた｡

(p) 境地城主庄氏の興隆

E]下部(jR在の矢掛町横谷 )に居を備え碇掛雑を築L,1た庄氏弦,旧下道 ･都宇部の大半を領有し

ていたが,のち衰えて都馳郡高LLl城V(C移った｡その後の消息は明らかでたいが,庄七郎資氏が元弘の

乱の時船上山に馳せ参じ虐武P大串業忙参加しセことが知られているoLかし,足利串氏叛のおり

小田郡の菓族は足利氏の勢力Uc帰し,庄氏もまた,その勢j]in=加わり,その功として再び康掛城へ

帰ったo

正平六年(1351年)足利底冬瑚南中へ吸入し庄四郎左緬門廉河守仕儀執城から逐われ,破掛

城は吉何山城等父子の領有となった.しかし,北朝の勢力!/i回復し細川傾之の摩下に入った庄四郎

康河守.'Ji損樹城へ復期したoLLLl郎駿河守の子と言われている庄元資伊豆守払 応亡の乱のおりは細

川党として1洛有職したり備後に出陣したりしたoまた,元資伊豆守は赤松氏(･{飯旗を翻 した松田

元値の援助に馴 ナつけ,浦上別国の居城楓胡竜攻めたO(福岡の合戦)この時奉賛の子四郎次郎が

討死したが,庄氏は管領細川の幕下として中国の諸穀と喋 りを持ち勢力を発展IL=Yせていったのであ

るoそして,次の庄為穀の時全盛期を迎える忙至 った｡

永正の初凪 管領の細川政元VC逐われ周防の大内遺興(Jt寄食していた)呈利前将軍頚升(為植)紘
永年4年細川改元が殺され,京都嬢乱の折をみて_上格を企て轍を匹卜方(n:飛ばした(,庄為資はこれに

馳せ参じた｡永正5年(1508年)義申叫与U将軍叔vEつL,,たその後,為蛍は次第をて勢力を碍て

天文 5年(1554年)備LF･松山城を攻め上野伊豆守頼氏を滅べしその領地を合わせ備中半国を韻

して備中守と称するよ5(/こなった｡中国太平脚亡｢庄為政,備中半国一万nノ地ヲ領ス,新見二倍
崎 ･唐松二伊嵐 此外/｣､船人ノ:.lFf上-各ノ涙人共也 一族多ク中能クナ権者モア]),又大内方,局

子方 卜権ヲ争フ者モ7))ケル云 ,々､此時一国ノ旗頭ハ庄為墳也o三村,石川,楢崎,工嵐 野山-

庄力線者ナリ其他ノ人々皆避款ヲナツケ))0｣とあるよう('=為政は備中において隆盛を示していた｡

庄氏の系譜L,Cついてq-i諸説があるが,首肯できるものがなVIo備中守となった為資は松山城もて入

り,庄実近をして旗掛城を守らせたのである｡

(,) 備中森族庄氏 .三村氏Z)抗争

堺村大字星田の領王三村完親は庄為改と共に水止匹けF(1507年)前将畢義平の上洛の折,そ

の轍に応え供奉,jr加わった｡また,天文2年(I553年)庄為:gfが松山城を攻める時,宗親の子

家親はこれと連潤して川上郡成羽を攻略L協頗山城忙育った｡上皮初はこのようVE提携して括必して

いた両氏であ1たが,恐LLl城に移11g'包茎氏の車力が強大tn=なっていくVCつれて,三村氏は内心卦

もしろく75く,両氏の周係は冷やかなものとなってきた｡しかしながら,天文7年(1558年 )

僻 や地方結尾子氏によっで平定され,三村氏 ･A:氏ともをこ厚子炭の旗下(･{かかれ,尼子軍に従軍して

いたO尼子軍が天文九年(1540年)安芸の毛利氏VC改過 し評判が下がるや,三村家親壮大内氏

や毛利氏と陰で通ずるように7'tlた0
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r 図 4- 5- 2 庄氏 ･三村氏略系図

天文 20年 (1551年)ついに,三村氏と庄氏は価突 したO凍掛城を守っていた庄実近は三村

領である後月郡山野上村瀬見に兵を送って戦ったOその峨いで敗退 した三村氏は頑復を図ろうと企

んだが, 自力だけでは庶子氏を背骨に持ち.備中の大半を領する庄氏に対 して勝目がないと考え毛

利元就に援助を申し込んだo毛利軍の援兵を碍て三村家裁は船 は攻めるが陥落せず,庄軍の大勝

に終った. しかし.庄氏は中国地方で強大な勢力を持つ毛利氏を敵VC回すのは不利だと判断 し毛利

氏vC講和を申し入れた.毛利氏は庄氏に何の怨恨 もなかったからそれを承諾した｡ そこで,三村氏

の長男の元祐(元痩)を庄氏の垂子として迎えることとした｡嬢掛城主であるEE碇近は引退 し,餐

子元祐が碗掛城主となり,三村氏 ･EE氏両家の抗争は終ったのである｡

三村家親の救援を切っ掛けvc備中入 りした毛利氏は, このようにして三村氏 .庄氏を#下に帰し

備中での毛利氏の勢力は不動の もの となったのであるO

-方,為賀卒あ のら松山城を継いだ高教はEE氏が勝利を収めながらも寺井IJの旗下VC入 ったことや

元祐が頚子に来て額掛城主になったことを不服VC思っていたoそこで高資は毛利氏に背き旧線の尼

子氏-噸いたのである｡ところが,高攻の期待vC反 して尼子氏の監視がきつく苦痛とな1た有罪は

-'/.I-



松山城を尼子氏に任せて狭掛城に逃げ帰ってきた｡三村実親はこれを元就に知らせ備中松山城を攻

め尼子勢を打ち破ったO高資は再び松山軌こもど-'たが. この事件を機会に毛利氏から監視役を仰

せ付かった｡三村家親が失権を堪るようになったのである｡

(j 備中兵乱と毛利氏

永禄8年(1565年)三村家親は字音多直家の女婿後藤勝元の三亀城を攻めも枇 出陣したが

その途中久米郡穂村興禅寺の本陣で字音多直家の差し向けた刺客vc射殺された.家親の過子元親 ･

EE元ftは盟永禄9年(15日 年)家親の弔合戦を決意し,上道郡沢田村明禅寺で字書多直家を討

ち取ろうとしたが,三村勢は崩れ商家の勝利VC終った｡ これを明禅寺合磯と呼ぶ｡

一方,毛利氏や備中の将士は四国九州に出陣して中国は留守同然であるところへ,字音多直家の

備中浸入･執田信長の援助を得た花子氏の出実入 り･尼子氏と宇喜多氏と豊後の大友氏の提携 ･備

後神辺城の陥落.大友宗麟の援助を受けた大内輝弘による大内家復興の動きなどと,毛利氏VCと1

て塵大を輩件がいたるところに勃発しかた｡毛利軍は,急遵中国に引き揚げ勢力の回復を図った｡毛利元

滑は備中vE入り備中回鍔VC着手したが,元就の病気･死去により中途で断念せざるを得なかった｡
しかし.元就の死以後大敗しながらも松山城と凄掛城を根拠地として毛利氏の勢力回復を着々と進

めてVlった｡

この間の戦vlで庄氏の契近と元資は職死し,再圧毛利氏に背いた高穀は松山城で毛利軍に攻略さ

れ討死したo 備中にその勢力を誇った匹氏も威亡 した｡その後,猿柳城も松山城も三村元親のIh

拍となった.

元亀5年(1572年)毛利氏は,字音多氏に恩隈のある三村氏を無視し,幕府の命を受け字音

多氏と和睦提携した｡その和睦に不満のある三村氏を織田信長が挑発し,三好氏や花子氏とともVC

四氏連合体を組んだ｡しかし,字音多氏と毛利氏の軍は諸城を陥落させ松山城主三村元親を阿部しい

で包囲し自刃させた｡三村氏の一兵である児島常山城も陥落し三村一族は滅亡した｡

備中兵乱で字音多氏と和睦した毛利氏姓,将耳点昭を救援したり,尼子氏を滅亡させたり, こと

ことく織田信長と対立した｡字音多氏V:i信長の勢力藩大を知るIP毛利氏を背き織田方qc味方し,毛

利氏の宿敵となった. この備中の政綱は,秀吉vcよる天正10年(1582年)の高松城水攻めの

講和忙至るまで,止むことがなかったO

三村氏滅亡後の諸城は

松山城 城代天野五郎右裾門

種民部大輔

鬼身城 宍戸隆家

事山城 小早川隆凍 城番国司菅岐守 加番中山大炊助

噛 雄 三村越前守親成

猿掛城 毛利元滑 (後略)

というふうに規主が変わった｡

毛利元滞れ 鶴瀕憐入城後は姓を城田と改めたoまた.元締は天正11年(1585年)嬢掛城
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から中山城に移ったo中国地方が平静VC帰すると,高峻で不便在天陵に頼むより,むしろ脚 JJ7k地

点が求められるようVCなったのである｡ ..I

:-Lp一日-.I.･.-t' ( 梅 垣 早 苗)
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第5章 近 世 の 矢 掛 町 .r1PI

1.領 主 の 地方 支 配

(iJ 領主の変葦と領利如係

慶長5年 (= oo)の●幽ケ原の職役後,僻甲凶毛利氏の所領は悉 く没収され幕府直楯地となる｡

その後･諸侯化分与されるが,ある時は私軸rcある時に井領化と分割統治され,その親和瑚係は初

雑多肢をきわめる.表5- 1- 1郎帽 e:矢掛町地域を領萌 した諸侯一覧,表 5- 1- 2は旗下一

覧である(

a) #府面拙地

江戸誰何は慶長5年 (1占00)冬.小糎新rJhfE次を代官とLて派胤 1nD0O石を給 LWl=中

松山城で政務を司る｡胸中LjiB一帯tl.諸侯坂下al移斬 亨甘QC予肺地 とされてL̂たため,幕僻地は丑

的Kも時間的にも,又,地域的にも一定せず増坪をくり返すが,文政 10年 (1827)7tでこの

領裾が続 く.

句 伊予今治 藤堂氏

藤堂氏は伊予を中心化 220000石を領毛するが.江戸城普締落成のJ功化よって座長 11年

(1占0占)婦中LiJに20000石な与えられる｡ r小田軌誌｣t'tよると,矢掛町地域では西川廊

850石9斗8升,東川-G 占44石2斗,小林 715石2斗,奥山E]597石8斗がそU)額萌地で

あったo座長 15年 (1占08)伊ri]風･伊勢hJ内rt所領改めとなるまで,藤堂高床一代5年間の

みの領萌であるo

cl 松山 池田氏 ′

池tB氏は岡山藩主池田郡政の弟長音を祖とするれ 元和元年 (1占151¢役で池tiト長車は松平

武蔵守利隆L'C屈L元和 5年 (1占17)2月..払取から術中化移封せられ松山城で 占5D0O石i･

領端することとなるo矢掛町地域では小机 下高菜,平手角,字角,内田,輿山田,宇内.茶棚 .

小林がそqT./儲初vt服L,長華 ･長常と二代 25年脚rc渡るOその後,元卸 5年 (1i19)水野勝

成が福山城に封せられた 時 ,池田領の詑岡 ･/j平井 .神島 ･共鍋島か水野領となったたれ 矢掛

町矢軌 里山田6:大部･51rI池田氏の餌地とな-_た∩寛永 18年(1占41)池田長常死亡のJ際所領

没収となるが,長常OrTJ弟長信が後月郡内に 1000石を賜って,知行所を井原rC思t̂ていたd･

d) 但馬 宮城氏

宮城氏は始d)豊臣秀吉に仕え,秀書の死後徳川家,ryrt仕えたが,但馬国fd_･太知行所として8000

石 伊予松山5DaO石,肺中国2000石を領萌 し,豊後LiJ80｡00石の代官をも兼ねてvl-rCo

矢掛町地域では,段長 19年(1占14)から文永 19年(1占421まで.宮城金鉱 ･頼久 ･豊

嗣の三代52年間に渡 り里山臥 西川面を領萌したo

ol摂 津麻田 骨太氏
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蜘J/lLiCT/俄投でt,･'･太一頂は出臣プチにつVlたが,その後徳川l家蝕に仕え摂津J.EI.田,酌 ･兎)_(..I.跳･掛中
風後月那 ･′川口郡 .伐｢-,[跳及7)伊予風内に計 12∩On石を蝕別 ノ.邦モELt麻Enに城を築 ､ハて居住L

た｡失牌町地域では元利元年 (1815)初代一重以後滞末までその傾裾が続 くO備中L惑5軌の内

2978石 5斗 5升 d合がそqLJ所領で東川面がそC3支配下忙あり.代官所Tr当地にかvlて統治を行

なT,たo

fl 成羽 水谷氏

光永 14年(1A591から寛永 19年 (18421まで水谷勝隆一代4年間cJみ東三成を領毛

するO光永19年 (1占42)mt_i中国松山城を触わり,播磨陸封地 10000石を松山領の内に移

すが.こqJ1時′Hfl桃内の領地を退避し水谷氏の領靖は終わりを告げるo

g)庭瀬 久世氏

久也氏は.第9代芯之e;時天和 5年(1685)下総鼠関宿より肺中国賀陽軌 ･都宇郡 ･笹屋凱 ･

按rl跳 ･′｣､田郡 .後月郡内rt移され, 50000石を領萌し庭瀬に居住した.矢掛町地域では′｣､田･

東三城 ･桃谷 ･中村C3内 ･輿山田･塵山田 ･西川面 ･正月 .太堀 ･授海がそQl領葡忙服L.点字 5

午 (1686)現俸凱 ･′1､四軌 ･後月郡内(J領地を丹波Ei)桑田都･船井都 ･多紀郡 ･氷上都内に移

され伯山城を脱わる芝で,久世雷之一代 4年間のみで終るo

h)庭瀬 松平氏

松平氏は.第2代信一CL;時席川家康に仕え上野市川aJ地 5000石を領毛するが.元根 占年(1

695)窮占代虐之の発狂により領地没収とたるOその際.弟信通に騰中風小田凱 ･賀陽郡 ･都手

酌の内20DD0石を与え庭瀬に居住したOその後元轍 1凸年(1697)庭瀬を転じて,出羽LiJ

村山郡の内に移され新に上山城を築いて居住する-iで,松平借道一代5年間で終る｡矢掛町地域では

小田･上高末 ･下高末 ･土井 ･矢掛 ･羽撫 ･東三成 ･里山田 ･中 ･宇内 ･江良 ･-AE堀 ･浅海がその

領木地であったd

l)庭瀬 板倉氏

板倉氏帆 元藤 12年(1A99)上絵歯市原郡高概か ら耶中風庭瀬に移封と在り,領地を備中国

字引拐郡 ･都辛郡･′J､田君BD内に移すC矢掛町地域では罪三成.矢掛 ･小林 ･上高末 ･下高末 ･土井 ･江1

良 .里山EEl.中･桝谷 ･小田 ･宇内 .太堀がその領利 こ服するが,淋末まで士代 171年間続 くこ

ととたるo初代板倉罷高の領萌した｢傍知白銀 ｣の史料を次に示しておくO

庭瀬薄板愈氏飾知B-#

御朱印之写

術中liil77隣凱之内拾萱街村,都宇部之内紙筒札 ′小田軌之内治六簡札 高萩高石(目録在別紙 )

容充行之〇一全可領知者也｡仇而如件

元繊十二年二六月十五白

根倉頼僧とのへ

日 銀

陥t中E享il
ヽ
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賀陽凱之内

村名略

高大千古百九拾重石馨斗

都宇部之内

拾塑簡村

紙筒村

村名略

福武千拭 自認 捨石七斗五升三合

小皿軌之内 拾六街料

束三成村 同村新m 矢掛村 小林村 同村新旧 上高末村 向村新田 下高末村 同村新出 土

井村 同村新Efl 江山村 同村新田 単山fJJ村 挿H-1新田 中村 同村新出 梯谷村 同村新田

宇土村 田射 新EEl 山n村 同村新田 小田村 同村xr.LEE)･字内村 同村新田 無大村 FD]村新田

太堀村 同村新田

イ旦 五幼苑

i..;膏第千八拾八石を斗四升七合

都合拭前石

(r小田部諾』相磯中板倉家文啓より)
j) 浜松 芯庄氏

茶庄氏払 倍JH家綱に仕え元鯨 5年 (~1占921常陸風rj.間城にて 5D00O石を朝市してV,たが,

衣庄汽俊に到って備中国小田部 ･阿苛郡 ･伐口机 ･邦字郡内に2CI00O右を加WIやれたO と同時に

1升 4合,高階 51石 1斗 4升 8合,川面村の内250石 4斗71十.羽無56石 2斗 8升 2合がその

節端に服 し,㌍催以後二代28年1軌 事保 14年 (1729)領地 を三河凶 ･遠江国 ･近江凶内に移

すまで続くo

k)新見 関氏

蜘長継は,樺山侯森忠政の雅子となるが,その際莫作L-tj内 18700石を弟長政に一与えるが,長政

の子長治の時元疎 10年 (1占97)森実作守長成の所領が没収されるにつき,齢中国阿了絹江･哲多

凱 ･小Efl削 ･桟口凱 ･後月凱内に餌地 毛:移され 18000石を賜わP,阿号ILJHTi新見に居住Lrc,O矢掛

町地域では西川面 710石余のみ.長治以後十代 175年liij束末までその偵萌が続 く｡

1) 駿河EE]中 内藤氏

内所氏払 もとより削 り家に仕え天正8年 (1580)伊豆国韮山に 1D0∩D石を槻わるが,駿

河Bl･遠江国内に領地 を移され駿河田中掛 こ居住した｡宝永 7年 (17 10)遠江Lj:j梼原軌 .城見郡

内に占400石余の価地 を,肺中国鍵屋都 ･後月執 ･小ET]都内に移されたO矢掛町地域では奥山EEl

882石 5斗 占合のみがその領和 こ服し,李供 5年 (172日)所髄を越後国内に移す7tで内藤式信

一代 11年間続t̂ た｡

m) 大坂城代 大化氏

太田氏紘北条氏から酎 l懐 に仕え,駿河l量倍大部 ･益距郡 ･福渡郡 ･滋士弘 遠江即 泰原凱 ･城東

----/シー



郡内に50∩OO石を領萌し浜松城に居住してtJlたが,草煤 l9年 (1754)大坂城代と丑D摂

津凶･河内国 ･近江国･美作包･騰中国阿賀郡 ･小田都内にその封地を移した｡矢掛町地域では羽

無･輿山田･西川面の4･31の1･淡海がその領萌に服し,元文 5年(1740)まで焚付以後二代

72年間㌫≡L̂た｡

n) 敵野 脇坂氏

脇坂氏は舶ケ原の吸役で徳川方につき-AE領を安堵し,伊予大州から侶汝飯馴こ.寛文 12年(1

a72)播磨相野に移封され 55000石を領布する｡その後,脇坂安丑の時天明4年 (17841

播磨国 ,美作JLEjで 5180石を鋸萌し冊野に居住した｡文化元年 (1804)中務大輔と改d).文

化 9年(1812)術中国後月郡小用軌内260OD石を預 り,同年 12月25日郷村授 け取b笠

岡陣9.は脇坂家の代官所と75ったO矢掛町地域では茶堀 ･字角 ･平手角がその支配下に服し安jrZ一

代29年剛こ渡るが,文政 10年(1827)預り所 2占000石の内 18000石余が一橋家の

領知となり,上記5地域を同家に引き渡した｡
l +

o) 一橋氏

--桁氏は御三卿の一つであり八代将軍富家の5男宗伊を祖とするO江戸城-橋門内に邸を賜わっ

たたd)一橋家と称する｡廷字5年(174占)100000石を賄科として与えられ.初代宗伊の

時はT抱囲･播磨囲･下野薗･甲斐鼠･和泉園 ･武蔵園のdI/国を領萌してLnたが,第4代斎礼の

暗文政 10年(1827)以後術中国上房郡 ･小皿軌 ･後月都内に50000石の地を領楕するこ

ととたる｡r′J､田乱誌Jによると.矢掛町地域で紘奥山田占85石5斗 2升 5合.西)t価 252石

2斗 4升 7合d勺,太堀 155石 7斗4升 5合,操海 798石8斗9升 2合,内田154石d斗 5

升9合,高階51石1斗 4升 8合.字角村 229石4斗 8升5合,平手角村28石9斗 1升 4合,

三ケ原 116石9斗 1升4%,三谷 15L占石 1斗 8升 2合,羽無58石 4斗 7升占合がその所領で

耕末までこの支配が続く｡こ.qJうち輿LLIB]･西川面 ･浅海 ･内田･高階 ･三ケ原 ･三谷 ･羽無は旧

茄領地であり,玉髄･字角 ･平手角は脇坂中務大輔御顎領であって,一橋家領有により矢掛町内の

蔀倣比一切消えることとなる｡一橋家も,非府徳川家に7たらCて代官所支配を行なうのであるが,

代官所は後月郡西江原町に放かれた｡代官の更迭壮以下の様である｡

文政 10年 7月より

天保 8年 2月より

同 9年11月より

岡 11年 正月上り

同 1 1年 5月エD

弘化 4年 10月より

安改 5年 9月よ9

文久 2年 5月より

慶応 元年 9月より

伊藤恒三郎後併助

佐々木新五郎

榊原藤五郎

佐 東々新五郎

山木弥兵衛 : rヽ

友山勝次
I:ヽ J

井口啓兵術

稲垣廉戒

EBEj帝助後泉助

(r小田凱許.J上巻 299頁より)
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A
以上は諸侯領につV'てであったが,次に放下領につV堆 説明を加えてt̂ くo

p) 花房氏

花房正幸は天文年中播磨盟は り膳所ti)に卦もむき字音田秀家に仕え 1800･Lo石を領有したが,

子正成の噂蜘J/原の戦役後大津でi削1懐康に拝謁し幕T-の士に加えられ,胸中匡小田郡 ･後月郡内

に50DO石を賜わD桟谷噂 任した○慶長9年(,1- 日 御朱印を受け･三山村の大部分 ･水

砂 .横谷 ･伐海 ･走出の一部 ･大江を領有することとなるが,元和 5年(1A 19)水野氏の領有

に際して大江を水野氏に与え,中･江良 ･輿山田の一部が花房氏の領地となったO矢掛町地域では

横谷 ･中･里山田の内･江良 ･浅海がその所餌に属し,延宝5年(1675)まで正成以後5代72

年価続く｡

q) 毛利氏

毛利韮次は片桐且元に従V,徳川家康に串bl慶長 17年(1A12)臓中風′J､田都内に500石の

地を似わり,知行所を里山馴こ儲き代官なして政務を司-らせたO矢掛町地域では小林村の内15石

4斗,豊山田村の内占5石d斗がその領有に服し,誼次以後257年間幕末妻でこの領有が続くの

である｡

r) 戸川勝安氏

戸川助左術門勝安は庭瀬侯戸川選安の弟で.座長 19年(1814)大坂の陣の時見違安に従vl

功があって術中国後月凱小田郡内に5000石を触わった｡矢掛町地域では鹿三成村をその儀知と

し,光永 4年(1827)跡嗣が無V,たd)断絶し戸川氏の領有は短期で終りを告げる｡

8) ′J､5_原氏 L
ヽ

j:-E永18年 (1641)から上布末村(芝茸,羽魚 ･下村 ･田中を含む)･d0O石を儲有し,小

笠LTP.'左太夫義正以後二代22年臥 寛文2年(1ム占2)まで続く｡

t) 撫川戸川氏

塵肺侯戸川安鳳に跡前が浸く領知没収の際弟遷雷がその跡を継ぎ.天和 5年(1a85)邪陰部

の地を′ト田郡川上郡に移し,都字軌瓶川を居所としたO矢掛町地域では上高末村の内12石d斗 2

升8合を領有し,連番以後 187年間蘇末までこの支配が拭くO ._.t-I
衷 5- 1- 2 放下一覧

Iq) l毛 利 氏 ト 500軸 即 ,.28 (,a.2)明治元 (1868).小林,塵山田

后匡巨) 戸 川 氏小 3.,原氏 5,nOO石モ金剛 _(1… )触 4 (1627)!束三成

ト dnO細 永.8 .(.u1)寛文2,5.5(i阜62)上高末 】

荏(1)r小EIl割算 J上告 P585-P400より作軌 (2)甑の P)q)r)～- 仕太文中の頭文字と一致する0
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以上に上って,矢#t町地域の領主の変遷及Tjその領有朗係を図示すれば図5- 1- 1の如くにな

るOまた,図5- 1- 2は, 18世紀中頃にも･ける矢掛町地域 を領主別に地図化 し1tものである｡

これらの図上_P)わかるように, 1d00年以降ほほ 100年間,元熱 12年 (1699)に板倉氏

の支配か始まるまでは領利9-]係は複雑で.柿々な戎侯が入封 ･転封7iくり返すが, 17a0年以陣

幕末までqi.夜食領がほほ5･31の2,兼併 (1827年以降一橋領となる｡ )がほほ 5分の 1と,

安定している｡
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(句 地方支配の稗造 .ヽ.

a) #冊直輪地における地方支配

一一 JJI

江戸幕府は,#府直轍地 (#領 .天領 )を統治するたd)Qこ代官を派遣するが,その管栂区域(･1.

50000石から1000nD石に及T}勘定奉行の下に成してV,た.代官は目見以上の放茶が任命

され,役満として150俵を受けると同時に役科を給され,また,所特区域の石高に応じて諸入用

として規定の米 .金を治されてりたo代官は配下に手附･手代 ･笹投を置き一年頁徴収 ･司法検察

を主な職務としてt̂たOそして,代官の執務する役所を代官所また牲陣屋と称してvlた｡

前述したように幕府は関ケ原の牧役以後,座長5年 (1600)′J､堀新助正次を代官として沢避

するが,松山城i･政務の本拠地としてV,た｡新助の子作助政一が後任につくが,元和 5年 (1618)

池EB撤中守長幸が松山城を賜わD.続vlて元和5年 (1i20)水野勝成が術後福山城に封ぜられ

たことから,満中国での希領地が'少なく*.-,たたd)小堀氏/ji引揚げることとTrるOその後,小田郡

内の幕領地は艇長18年(1占15)から究永18年 (1641)まで,石見鼠大森駐在の奉行Z)

管顧下に入ることとなる｡寛永18年(1d15)池田長常に後嗣がなく領地没収となるに及び,

また寛永19年(1a14)宮城丹波守領が碁領と尭る忙及TJ,諒領地増加のため食襲代官所が開

かれる｡統L̂て正保5年(184i)矢掛町に矢掛陣屋(三成陣屋)が設立されるのであるが.そ

れ性次の史料であさらかである-O

-､ 正保三成年.御代官彦坂平九郎棟桝支配之節､初て御出張喝.=御長屋御取笹､地子老矢掛

村庄屋源絹門持地二御座候｡初代平九郎横､御子九平治様､御孫孫三郎横後平九郎柿､老β合引

続御三代御支配に朕O (文政十三寅年六月付矢掛御埠屋古今由来'TIFt上 石井家文笹)

-3た,次の史料より延宝元年(1占75)矢掛陣島が始めて帯成し代官在住と売ったことがわかる｡ 一

- ､ 延宝元丑年九平治梯御代.御公辺御願立御支配高五万石二両御陣屋を礎､其後引樹御陣所

御住居破為成供｡(同上)

天和5年(1885)′J､田郡内 18ケ村が庭瀬侯久世氏の所領となるのであるが(図5- 1-1

象冊),その時,肺中国代官の本拠であらた食政もまたその所領とたったため,矢掛陣屋が陥中国

代官の本拠となった｡わずか 5年後久世氏領は#債にもどるが.さらに7年後元禄6年 (.1695)

ノJ､田郡内19ケ村が庭瀬侯松平氏の所願となるに及び(図5- 1- 1参照).矢掛陣屋は松亘家の

臣下勤番の場となるのであるoしかし,元藤 10年(1497)松平氏転封に際して,再び寺領と .-＼二

をり矢掛陣屋も幕府代官駐在の衣拠となる｡ところが元練 12年 (1占99)旧松ヰ領のほとんど

が板倉氏の所領とたるにつき(図5- 1- 1参照)矢掛陣屋を板倉家に引き渡すこととたり.時の

代官小堀仁右衛門 ･大筒音右衝門は引揚げるのであるO

従来,術中代官の太拠は倉敷であったが前述のように倉敷は久世氏.続LJlで井上氏の私儀と在っ

たため元疎 15年 (1700)繁簡に陣屋を設け,代官の2E拠としたがこれが笠間代官所の起りで

あるO元線 15年.(1702)井上氏の移封により愈数陣屋は礎活し.笠岡陣屋と共年齢中での置

劉 て官所となったOところが 10年後の宝永7年(171D)再び倉敬は田中侯内藤氏の私領とそ

り,丑間代官所が麻中点轡の陣屋と浸る｡さらに10年後内藤氏移封によ9倉敷陣屋も復活する｡
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以上の棟に-諸侯の移封によD代′白所もその簡椅区域も一定せず,小田部内の井領地は,石見大

森 ･久世代官の支配下にまで組み入れられることもあるのだが,矢掛町地域色や抱した代官は表5

- 1-5の通Dであるo倉敷代官所は明治元年(1868)1ノ1218.笠岡代官所は同年 1月27

日廃止される｡

衷5- 1- 5 代官名一覧

一

一

代 官 名

小堀新助正次.千.一作助一之

竹村丹後守

竹村藤兵衛

京極若狭守

松田九郎兵術

松田六之助

米倉平太夫

小川藤左衛門

彦坂平九郎

小川三郎兵術後藤左術門

小鴨太郎左術門

小川藤左衝門

′J､嶋太郎左裾門

小川彦左衛門

彦塀平九郎

彦坂九平治

彦坂孫三郎後平九郎

都集長右術門

租部六左術門

並島権之丞

森本惣兵術

西山大腿兵術

万年長十郎

大岡青石術門

万年長十郎

小堀仁右術門

平岡四郎左術門

山本魚左衝門

遠藤新兵預

年互工亘一軒亘亙二≦
優長 5年 i松山
長

永

水

永

永

永

逆

光

発

光

発

覚

〟
排

欄

珊

瑚

硝

舶

鮎

雛

挺

鵬

珊

牌

〟
踊

硝

〟

po

元

'応

2

5

元

2

9

5

7

1

PO

元敢 7

元禄 11

元藤 12

元敢 15

元敢 14

√●



代 pEj' 名

大fl太LLJ.6左靴門

万年七m右衛門

久下作左絹門

万年門次郎万年長十郎

久下藤十郎

野田三郎左術門

河野弥市郎

曽根茂右衛門

河野安右術門

中島内蔵助 ,

平野助之進

遠山半十郎

鈴木九太夫

古乱文右衛門

岩出彦兵術

平間彦兵術

竹田音左衛門

内山七兵衛

万年長十郎

井戸平左爾門

建良作右街門

小林孫四郎

保米左太郎

曽根五兵術

他EfL-許八郎

干輔酵irlTj門

疋田庄九i!B

石軒糾左門門

■こ'慨 五兵群

干ih粁右荷門
花井Er:九l'.zi

棚江相次JITj
平F.I.iJを兵巧j

_J.日_ED_立葬 ▲_- - .-

L任月EI

己疎 15年

保

保

保

保

李

李

車

掌

〟

享保 9

享保 14

享保 16

享保 17

〟

事保 18

〟

宰保 19

〟

元文 5

〝

寛保元,8

〝 8

〝 9

〝 9

__屈 性 - 2
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千種柵右衛門

内方竣五郎

稲垣麻左衛門

城同席四郎

洩井作右術門

風祭甚三郎
竹垣庄蔵

内方簸五郎

野村彦右術門

渡辺半七郎

平間彦兵術

万年七郎右術門

野村彦右術門

花水伝四郎

野村彦右術門

平岡彦兵衛

守谷弥惣右衛門

武嶋左膝

万年七郎右衛門

早川八郎左衝門

貸 笠之助

菅谷弥五郎

早川八郎左衛門

聖f口辰之助

早川八郎左衛門

柘柏又左御門

一g-_I-tfl又兵荷
早川八郎左術門

三糾口大息

LtllTj右術rlL]

大岡久之Z-j'!

大Jl.I.1:Pg蜘右筒Prj

阿久沢修坪

大黄太郎右馬

芸㌘ 2 ! 霊篭

宝暦 5

宝暦 ム

宝謄 7

宝暦 10

宝慣 15

明和 2

明和 5

明和 5

8
-/
7
リ
4

7

〟

和

和

永

永

明

明

安

を

倉 敷

臓 肺 上
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丑 rlll

//

倉 恭

生
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_
倉

笠

軒
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〝 7 - 詑 TlLq

二 - 三 三 三

〝 ; 倉 政
I

盟;" ,_ 至 芸 芸

寛政 9

寛政 10

孝和元

〟

革和 5

文化元

_文化 5

文化 る

文化 11

文改元

_

N

M
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.I
_

-

I
.｣

笠 岡 久 世

倉 敷

笠 柑

..｣
It-
irt..
I
.
I
....-



】

次に示す史料は,代官の職務に朗したものである｡

嫌 々

-.民は越の7E在り.御代官の面々常忙民の苧菅を能く察し.飢無の愁無之様可破申付-9.

-.園盟をる時は民着るものをD､着る時は己が紫に僻9やすし､許民衣食住銀著様に可破申付

叫｡

-､民は上へ遠さ故に疑あるものたり.比故畔上よDも亦下を疑ふ･91多し､上下疑無之様に､高車

可破申付車｡

-.御代官の面々､常に其身を供み着たく.民の姓業鰍 こ存じ.御取箇等入念宜横に可破申付､

総而諸却不住手代､自分破勤院轟肝劉 こ臥 然る時性其手代末々迄私有之間数弘

一.面々の鏡は不及申.手代等至るまで､支配所の民私用に不逝､並金銀米銀エD借用､又は貸

申卓ざる杯盤可破梯申付留｡

-.乳 川除､遺構等其外諸乳 常々心掛.物毎不及大破時.支配所へ遷し可勧 口修理､並百姓

争論ケ脚数虫甫之ば軽さ内に閲届､内済にて可相済轟払依怯瓜負をく､不及難儀梯可破申付事｡

-､面々御代官所替.叉は私儲K軸旋候節.未進其外拷串無油断常々入念､第-御勘定無帝様可

破心付尊｡

右之怖々隼可相守者也｡
1.1･11T

延宝八申年開八月三日 J I

(F徳川幕府琳治雷鳴Jより1
これによると.代官は民衆と支配者との支配者側の接点に位置し,遊民の衣食住 ･年lこ上る豊凶

に心を用vlること･曲菜の詳細に通じて年貫を徴収すること.争L̂などが起こった場合は早vlうち

に処理することなどをその職務内容とノしてt̂たことがうかがえるO又代官自らも身を快じむよう規

定されている｡

b)庭瀬藩 ･板倉領lこかける地方支配
fl㌔

〔支配機構〕

前述したように.元線 12年(1占99)よD矢掛町地域の大部分は庭瀬簿板倉氏の支配下に置

かれるが.その支配横柄はどのようなものであったろうか｡史料が不十舟をので系統だったことは

言レりこくL̂が.以下lこ示す史料により考察しよう｡ 1

御瓜1F'n江鰍年寄森岡五郎左衛門様御出席御用人も本拠左術門様高橋惣左衛門様銘木太之丞様御吟

味八木藤兵術様寺社奉行町田八郎左衛門様大別付す月三郎左裾門様郡奉行広井儀左術門棟噂野証左

卿 l様御代富江木様徳田様三木様御出席二而 此匪 御上候趣定を以其方共儀大庄屋役被仰付候御

陣匿其後御用人郡掛高橋惣左衛門横目又之被仰渡 早速高橋様か御年寄様へ御祝儀仰上引取申候

(天明三卯年七月組下諸御用甲 .石井家文甘) ､

一､-型蔓埋遡互井型荘重夢 二御役儀破仰付候節祝駁備摘出候儀致磯 風 其外穐き掛り小役人之
者右同析柵心得云々･･- - O

-､庭瀬矢掛共村々立会之節庄屋組頭指合有之節者為名代判頭差出朕云々- .- ･a

--92-
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(文化三寅年 御領分小田郡村々諸p'倹約薪破仰出帳 五月B 梯谷村 ･ 謂武家文Itg=)

これらの史料に出て くる役名から推察すると.庭瀬辞でR.年寄･吟味役 ･寺社奉行 ･大呂附 .

郡専行 ･郡代 ･代官丑とが,地方支配に係わりのある役人であ-_たと思われる｡では,これ ら帝役

人の上下牌係はどうであったかとvlえは.史料不足のたd)判然としないが上記の史料と.天明三卯

年組下諸御用馴 こみられる｢御郡方南構想左裾門梯広井儀左術門様浦野証左御門様御届之上｣など

から考え合わせると,年寄の下に軌奉行.その下に代官,さらにその下に地方劫Dの小役人が位虚

し.凱奉行が地方支配の一応の統轄者であったらしVl｡一方,村役人の側では大庄屋が薄役人との

接点に置かれ,以下庄屋 ･組頭 ･百姓代の村方三役が位正してvlたものと思われる.そ して,庄屋

･組頭に支障のあ･,た場合 名代として判蕗がたてられてvlたことも史料よりうかがうことができ

る｡一応,推定とvlう断itu･色付した上で以上のことを図示すると図5- 1-5に走る｡

吟味役

大自附

棉 -[ : : 代巳 庄屋一 路 ~器 - 百姓代

し ー ___ _._/_～ _: - -∫L
藩役人 村役A

図5- 1-5

ところで,藩側としてほ代官を派鼓して蔽接的lこ比代'如 ミ統治するのであるが.代官は陣屋にお

vlて政務を執ることと在るD次に示す史料は.元敢 12年 (1A99)蒋領から板倉領に領地替え

の際の矢掛陣屋の引渡状であるが, これによると矢掛陣屋屋故の細部にまで渡る構成がわかる｡

元線十二年

矢掛村陣屋屋敷諸色改帳

卯六月 万年長十郎

EAa Ei

-玄馳 拾四畳 戸 四本 l

内武畳之床有勝手界風片シ組有

瓦 葺

一鈎屋 弐畳 襖障子 弐太

中 略

右者矢掛村陣家政諸色帳面之通相違無御座候以上

元禄十二年卯六月

万年長十郎代
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顔)'uT頗僧梯御内

岩月氏左爾門殿

U]中佐次右衛門殿

1 藤代儀右術門 紗 ..‥

... ･ 十 ･r･ . i

(板倉家文at)
I

図 5- 1- 4は.幕末期における矢掛陣屋の平面図である｡
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図 5-1-4 矢掛陣屋の平面図 (『小田部悪』P505り 槻 )

次に家臣の前掛こつL̂て庭瀬藩ではどうであったろうか0年代は未詳であるがほぼ寛政期のも

のと思われる御自見以上名前井高附酉朗六月(石井家文呼 )よ｡作成したものが表5- 1- 4･で

あるOこれによると･地方舶係の役人の扶持- 年令 250石･用人 100石,吟味役5DIa

郡奉行 108石程度であったことがわかるoまた･代官について払 タ順 絵人並に位置する舶

又兵術が9石5人扶持･外様中小性に- する坪井杏八 ･三宅才右二門が8石5人扶持であるこ

とから･代官払 ほぼ8～9石の扶持米を受けてt̂たことと思われる0

一一94_



表5

11-
4御目見以上家臣団の稲成

｢有~訂~完1人壷石話語)

冨 : 日 ((;',

~二:; 手 二~~ -_:_ 三 ∴

敬

従

ut

吟

那

医 並顔役役行師

次士味奉

給人目附

近習目附

小納戸

近習給人

外併給人

近習給人並

外様給人並

近習中′｣､性

外様中小性

(1)

4 ( 1 )

3l E

(4)

( 1)

(5)

Ril :

5 (5)

11 (5)

7 ( a )

4 (4)

扶 持 米 高

25こI石 - 2Ot]石

1011石 ･- 80石

14 0石 ･- 80右

150石 ～ 50石

50石

10Ci石 ～ 50,r3-

50石

50石

1LIO石

15人扶持～

180石 ～

806 -

108石 ～

8n石 ～

8t]石 ～

1 0石 ～

12石 ～

人5

5

5

5

持

石

石

石

石

石

石

石

扶

0

9

9

0

0

8

9

8(7)
,
9石～8石

｢
21(ll1†9石～7石

近 習徒士 小 性 5 (2) L 8石 ～ 6石

! 外 様 徒 士 小性 】 1 2 (ll___ ___‥ー _⊥____､_I___I
7石 ～ る石

;-iiiiiiiiiiiiiil
I

⊆= = !

勘 御自見以上名前井高附,西閏六月 石井繁文笹より作辞

〔支配抽造 〕

支配機柵のIj5で明らか(･=したように,庭瀬許で払背側との接点に大EE鼠 そuJ下に村)Jd三役のEE

屋 ･組節 ･百姓代,その下に一般法民が位促してvlたと思われるOそ して大庄劇 ま数 ケ村Q)統合者

として大EE屋組か椛嘩されてV,たが,まず大庄尾鼠 紘 どのように榊bRlされていたたろうかo襲5-

1- 5は.天明5年(1785)組下諾御伺乱 文敬 7年 〔18241細下緒御用尉帆 天保 7年

( 1856)凱申請御用筒中の記番 より作成した ものである〔 ‥
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襲 5- 1--5 人庄屋組の机成

大 庄 屋 名

石 膜 illhl.次 郎

天明5年 (1785)

矢掛町庚掛村,中村,

械谷村.東西東三成村,
下高末村,上市宋付,

土井村,字戸村

.文政 7年 (1824)

山口村,字内村,蘇大村

小林村.矢掛町,矢掛村

中村,械谷村,東西罷三

成村,下高末村,上馬未

村.士井村,宇戸村,

上,下里山田村

7年 (1856)

矢掛町.矢梯村,上,

下′J､林村,上高末村.

下高来札 山口札

本欄村

文 展 俵 助 l山口村,小田札 字内料,崇大村,上,下里山mH'江帥 '小林 一札 茶堀村 [ / I-I 7 1/

t束 安 粂 五 郎 / 三山札 束水砂札 -dh-水!宇内札 黒大札 小皿
/ 砂村,._星組村 札 字戸村,三山村,

/ノ/ 凍水砂札 宙水L砂相星EB村

片 山 沓 石 爾 門(央安東太出B後見 ) /I// 小田村,二左裾村.江艮村I 圭 一

福 武 仁 舌 / - - 1 蕗 打 ｢中町 嵐 -萌鮭 当i江

C.のようLk大庄組の組替えはどのような瑚由で行われたのであろうか0 日ミ料不足から,明確浸甥

由はつかみ(こくvlが,文政 7年 (1824)uj組替えの際の記串を示しておこうo

申 渡 .

英姿柴五郎

此匪官有之御新領mI/村大庄屋破仰付院右御新領間引濯後四日も無之 ヲ大切之場所二院聞御差入

ヲ以禎仰付院其殴楓し禍念入相勧可申供 .

弟安東太郎

去容′｣咽 村組卦上之俵胡St三組破仰付値咲処此度廻作有之前々之通一組二破仰付候未ク若年取斗

FIL山%-右術門後見被仰付峡間忠人Lh怖相勤可申族
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片山ir,,--右爾門

此皮′トm村一組二敏仰付共安東太郎如行成仰付供禅共未夕若年之俵故其方後見仕念入相動可甲咲

右 同 人

此度兵安架五郎御新領四ケ村大庄屋破仰何鮫悶小田村太堀村江丘村当時其方組二御朝 ケヒ成挟間

忠人渋○之轟無之様出精相勤可申朕

石井源次郎

此鑑小田村一統二破仰付片山沓右禰門組二相hR井安粂五郎者御新館大庄良材 fD付ニfl同人組二有

之朕山rj村字内村柴木相当暗其方組二御預 'rヒh王族間左様柵心神恵入相勤可甲朕

甲十月

これ比文政七年組下諸御用尉帳からの坊Wであるが,三山村他5ケ村の村替え(,lよ.Cで,兵安柴

五郎が新しく大庄屋に任命され.息子H.:太脚 こ庄摩職を引き継 ぐが若年のため片山蕃右御門が後見

を申し付けられてt,-る ことがわかるO夜も-･, ここには示さなかったが,Li:J兵衛 ･市右術門が組頭に'L

任命されたことが記されてt̂る｡以上に･よって,大庄昆親 とvlう(()は,その支配地城の変化に'Lより

かえられるものであって,天明メ伽こは2組であるが,文政畑以後5組に落ち着 くもU)と思われるO

(御新領とは三山村 ･東水砂村 ･西水砂村 ･屋u3村(,)ことであD.文政 6年の三山村他三ケ村の村

替え払近tH.Z矢掛町にかL,､てId大きtE事件であって. これにつVlてほ窮Pg節遊民q)負7flに,tlV,て詳 し

く述べられる｡ )

さて.それで比 こy)大庄屋はどQ)よF)-,i役割をiP_-_てvlたのだろうかoまず藩例からみてみたいD

天明5年&11下請御用解の中に大庄巌へ向けて出された心神的な記事がある｡

大庄屋江

一.非方英仏此度大庄屋役破仰付陳二何物71-jl_外右之通柵心得可甲恢O

-､公依御法度之御免臼井御当所 与破仰ttt恢御法度の趣･.､氷雨銘々承知之串二院碍共己来弥以大

切二相守可申如

-,足迄下方江破仰山,族俵井下方願解二主刑17-等申Prd恢之俵茶棚二届来右肺 より軸記り不筋之仏

梯Egi出朕俵茂悶々有之統一嗣上御慈変之御粋恵も末 々之者澱不奉承知様二相閲江労以不相折水

族以来其方共絹と粕老不依何番被仰出之趣末々之者迄芽柳行届帳様申開方心掛町中弘

一､公斗出入之俵者別而租心得下方ち訴訟申出挨音符与利筈申開可成丈不及訴訟可取斗朕 ････｡

-.大庄蛙/'J!,IJl附 綻二付紐下村々庄彪百姓 妄青物受納仕間数恢云々 ･･･････0

-.凱中大刑吟味改之偽者銘々前々破仰Hi院ヱ!一族之髄確別と相心得凱中入用細波恢様二机L､掛 ケ

可q]叫0

7fた.同御用留の大庄屋役此度新二破仰付朕二付動向之飯半切紙二断-iJTt致相伺左之iiT_i)_ク,16-Tr..･13如こq1,

-､割中村々請願族宛之儀是迄之涌仕朕而私共取継喚-#印形等可仕如二御膣恢哉又J､私共江宛-

諾意 差出私共 ち奥fLT･印形仕御代官横死差上可申哉之互

△ 御下知

請願井届許等宛所-足迄之.iBj,･村方占御代眉死所二相語 メ大庄展奥nft可仕-5
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これら(こよると,大庄良化宕時 行から任命され,役務は数 ケ村を統棒,公儀 ･韓からの触れig.

廻状などの庄屋へCJ伝達.また.村落からU)願班の奉1,訴訟発生の場合の村内解ぬ 大別 ･村割

など捌州 †けの際のSEち合vlなどで.ほほ型通D.庭瀬洋特有のも､の政をV,ようであるo封建祉金

は身分制祉会であるが,村落の中で大庄星はどのよう在位既をLd)ていただろうか｡代々大庄屋で

あf;た石井家を例にとってみると.持高につLJlて紘最低 80石,最高 150石余セあるが,村名細

帳に上ると,持高 10石以J=の百姓は-村につき5･占名であれ ･5た,持高 10石以上を☆曲屈

とする誠7FL･とからみると,かけは改れた上層階故に位放してvlたわけであるO しかも｢大庄屋破仰

刊咲二付紐下村々 大庄屋給井除高等取濫院儀数間数朕 但居村之偽足迄立来解任屋給井除高等立来

之適可致院 且大庄屋元村方別段庄屋不破仰付供rla大庄屋組頭申班粕勧可申院｣(天明5年組下諸
御用'#)にみられるよF)に.大庄屋としての接料 ･除縞までの特典があるのであるから,太るもの

は轍々太るわけで,-般良民との喜払明確になり,中に.･d領主に金を貸●したD,参勤交代の入用を

･rcてかえたりするものも出て くるのだが,次に示す史料はその一例であるO｢殿様御参勤之初御旅

行金御入用二付御儲弁三部大庄屋庄屋失調遷破仰付鋲･･････.,J､EEl郡御物成な以元利御返済

在之朕而 - - - ･大庄屋庄屋共へ借 り出し破仰付恢･･･- - a｣(寛政元年諸御用酎
よ･り)また.光政 2年許御用常にVl.金三-5両の借用艶文が我 ｡ているが.薄の用人 ･吟味役 ･都

奉行 ･代官9)名が連記されているo

経済的には.,前述のようであるが社会身分的にはとぅであったろうか｡天明5年諸御用軌 こqi,

用向で庭瀬へ出張の際は祷茄鳳 家来を一人連れること,馬を使用して もエlハこと,年始●･節句に

は役人に御礼を述べること夜とが詑されているが,こうした大庄屋の姿はおそらく｢鮫姓氏に,と｡

て光家階級とかわDな く移ったであろうし.播側の小役人以上の権限 時には代官以上の権限夜も

って腔民に接してvlただろうと思われる｡ しかし.レ､かに苗字帯刀を許されたとしても,身分的に

はあくまでも虎民であ9,そこに一般遊民に一種の安心感を与える嬰素が隠されてか9藩側にとっ

てQl武士の権限以上の存在になる恐れを含んではいたが,地方支配の円滑化のための好適を職制で

あ二.たと思われるO

それでは次に.一般に村方三役と呼ばれる庄屋 ･組頭･百姓代はどo･｡ようを役務を担｡ていただ

ろうかo ｢-､正月年源為御礼庄屋共髄出朕免-- ･･oJ｢-.両部村々御普請所有之節者村

役人立会随分正純二下目輸いたし- - ･0｣｢-.村々庄屋役破仰付朕勧御礼之濃郡奉行江 ･
一~■丁=‥三■-._A-~~__ー

- H oJ｢-､地方拝外御役人御用,11付矢掛陣屋江簡洩朕藤村々庄屋一同出迎 - I- 0 ｣

｢一･.公邸出入之俵其処村役人随分心附双方江異見差 加可成 丈村方にて致内済候横取斗可申臨 ｣

｢-.帯刀御免之庄屋共連人之淡白･51人召連咲俵者可為憐手次第供｡｣(文化三年来年御領舟ノJ､田

都中々諸〆倹約筋被仰出張 福武家文書より)など!こ見られるように,大庄屋が数ケ村に及ぶのに

比らべて,庄屋などは一村単位のもので.言うなれば大庄屋の役務の規模を小さくしたものとも考

えられるO大庄巌と同様首字帯刀を許され.庭瀬表へ家来を召し連れて行 くことも.細線を使うこ

とも･袴着用も許されていたので･また･特ぼ持馴 o石以上の百姓が任釦 れていたことからtJ

これら村方三役紘村落内においての土層階殻ということに怒るのであるから,｢鮫遊民にとっては
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姓氏代表といっても.支配側と映ったのでqlなvlかQこの庄屋格のもIDとも悪事を役務は年貢上納

の責任者であるとV,うことだが,次に示す史料は庄屋役鞍上に幽するものであって, これから年茸

上納がいかに大き女役井であったかということが9かがえるであろうo

申 渡

山口村

広井義一郎

其方儀追 (々こX⊃脚 瑠摂政成牡陳上着別而出冊可申処去年御集買方延納二相成猶又当御年

貫段々致不納朕追 不々埼之至二院依之此藍庄屋役称取上破成追入破仰付院聞快可破在咲

丙十一月

山口村

義一郎倖 角次郎

其方此度庄屋見習破仰付峡間諸向土倉為助甲放出冊相勤可申咲

丙十一月

(文政八己酉年 組下御用留 正月)

いままでは,大庄屋,村方三役たどの役務内容を中心に述べてきたが,最後に,近世封建社食の

基本的対抗馳係を年貢収奪着である領主と.年東上約着である姓氏とする走ら,庭瀬掛 こおける鹿

民統制はどのようなものであったろつか0度瀬藩では,天明5年(1785),文化5年 (1804)

文政11年(1828),天保 2年(1851)と相つV'で倹約令を出してV'るが,その内容はど

のようなもC)であったろうかO天保 2年 御法令倹約筋破仰出帳 矢掛舟(福武家文瞥)に次.=示

すよう夜条目がある｡

-､村々神事祭礼等元御神酒初穂井肴等差出併麓決而致間数串

-､祭礼賑ひ邦盆柄等之義老年之豊凶に寄時宜二組ひ前広三伺出御閲済之上挑斗可申無沙汰二而‥F

者可為無用事｡

-､去る子年被仰出展通鎌取撃取拝前髪取供軒有人b仲間入b号若者多人数罷趣致過酒口論ケ聞

教義無之様厳重破仰付 ･････｡

-､町在不幸之節去ル子年破仰出咲通別艮与格別二拷向省略手軽二挑斗可申朕.- ..･ 庄

屋長百姓多b共僧三人二限り其以下著者二准じ･- - 公儀破仰出茂有之過去碑寸尺之隈戒

名院号居士号等決而附申間数旨弥厳電可相守竜

一.村偽 日劇匪 戸衣EE諸家様方致御供独占冊出咲事可為無用供o知拠用向二両大板井江戸衷江
罷出勝 者猶又其外他向江罷越焼藍も其投射役人江相届可申朕若相偽9前出恢者有之咲碍者御

吟味之上村役人一同柵沓破仰付院聞左横楓LI碍可申せ｡

これらによると,村落の共同行車である祭礼,盈締りにまで言及し,個人の行事に駆しては婚礼

.罪式の際の客を呼ぶ範囲.僧侶の敢 ･戒名にtで鬼畑は 加えてV,る.また, EjEl如 江戸大塔の
町へ出ることを禁止して良民の逃亡を防F,若し逃亡などがあれば村役人の非として,村民を監視

させるとt̂う形をとってvlるOまた.｢村々綴血色丈青井先方村役人開届2.億こて故感触之裁之碑
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状云々･････.｣｢御領分村々別 田家屋敷充証文二村役人奥谷文首等 - .- ･o ｣などに
見られるように,縁談 ･田畑宅地の売買にまで村役人をして Bを光らせてV,る｡さらに,服装につ

いては.庄屋に到るまで木綿服を身につけること.特別夜番情の場合のみ紬が許され,女はふだん

かんざしなつけることは禁止,庄屋組節紘役向の関■係上羽級紘許されていたoそして,傘の使用に

まで規制を加えているのである｡

以上のように,藩側で彼,恭民の生活のすみずみにまで言及し,規制を加えているoそれは五人

組帳やこれら敷皮に渡る倹約令などによるが,盛民たちは庄屋宅に集って読み閲7)こされてレ姥のである.

大庄屋と庄屋 .組頭 ･百姓代とt̂ う村方三役は,村にとって他姓民の利益を代表するものとして薄

側との接衝にあたったが,一面藩側におLJlては,彼らは良民支配をよりスムーズに行うために置か

れた機軸であって,支配者側の末端に位但するわけである｡一般塵民とはちがうとLJlう感覚を彼ら

自身にも,また,一般鹿民にも認辞させるために.様々夜特権を与えたのであるO例えば.服装に

つLJlて麻の羽級袴を許すことも,苗字帯刀も,井式の際の僧侶の数によっても,一般良民との差を

明確に目に見える形で示してい.るわけである｡

こうした事によって全てに序列がつき,経済的意味だけで75く社会的な意味においても,水看官姓

姓(.i小前百姓に,小前百姓はそれを統制する村方三役により,さらに大 きく庄屋でまとめられた各

村は大庄屋に,大庄屋は.薄と村との接点に位僚するが.都奉行からの任命とV･う形で藩組級の中

に組み込まれ,各藩は大きく言えば江戸徳川政権の下に包み込まれてvlたわけであるO農民は土盛

工商と身分的には第 2位にランクされてL̂75がら,最も苦しvl生活を余儀75くされてお D.いくえ

にも取Dまかれた支配の網の目cL)中に組み入れられていたとvlえる｡

近世封建社会にお LJlで,典民は二重にも三重にも支配を受け.大庄屋まで含d)て村役人vi.藩側

に対して紘被支配階級として対し,村内に対してvi支配階級として対するとtJlう二重性を有 してv1

たのである｡

(杭田 琴)

注)使用した欠番は石井家文啓が大部･51であり,その他のものは,その都藍典拠を明らか†こして

いる｡
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Jt

2.農 業 生 産

近世矢掛町というの払,御伝馬箱矢掛町と称する町並を中心とした小さ左町であり,矢掛村とは

違 うO しか し現在矢掛町とvlう7)CL,菓川村 .≡谷村 .矢掛町 ･山田村 ･中川村 ･小田村 ･Jl価 村

U)7ケ村が合併 して非常に大きく売 り ,小田軌の半分以上を占d)てV,る｡そこで,ここでは近世U)

史料を取 り級って近世U)村々を考察してL̂きたL̂ので,混乱U)左V,ように近世矢掛町を矢掛町とLn

L,1.図5- 2- 1にみられるよう夜近世む矢掛町を含んだ現在の矢掛町を矢掛と呼ぶことにしようO

史料的制約から.近世矢掛の諸村々亀近地全般を通 してみることは無理尤9)で,比較的残存してvl

る近世後脚 こスポットをあてて,主に石井家文蜂･碍武家文笹 ･池田家文書･鳥越家文番を使用させ

ていただきながら,以下近世矢掛の凸紫生産状況と良民の持商でよる蝕民層の分解を考察していこうQ

(1) 虚業生産

まず耕地状況をみてtJlくと,表5- 2- 1で示した如く,矢掛村他7ケ村全て共通して田方が多

L,)｡内訳は,小林村が村両横3)da8%で一番多く,横谷村が51.8%で一番'少くて.半分以上Ef]

方が占d)てLlるわけであるO

そして,そのEB方と畑方には収税丑によって上々 ･上 ･中 ･下 ･下々の5良問があり,矢掛村で

紘田方 1u0%のうち上々EE]･上用が 57.9%,中村では29.1%,江良村で紘 50%を占g)てい

･Joこg_)ことで土地条件vl比軟的恵まれてt̂るとvlえる｡またEB畑は上中下の位を分けたら.その

土地に応じて検地によって石盛が決的られるが,上々田の石盛は横谷村の1石7斗以外,他の矢掛

付 ･中村 ･江艮村 ･東三成村qil石8斗を示し,平均田方vll石 1斗から1石 2斗,畑方につLnて

- (rGi上々畑がたい所もあるが,畑方平均qid斗から7斗とt̂ うこと仁恵 9 ,耕地生産性も比軟的高か

-_たとvlえようO しかも, この石盛づけは文政2年(1819)の資料によ｡てわかることだが.

これqi延宝5年に水谷氏zj手によって庭瀬領の検地が恵まれた時の検地帳に基づvlてなされたもの

-i:ので,延宝 5年 (1占77)の新検以後,耕地生産性,土地条件はほほ一定であったと推定する

ことができる｡

しか し,元藤 2年｢満中国･都字 ･加夜 ･小田 ･後月郡の村々諸党帳｣によると,菜三成村にお

レヽて

:村之繭二大川有,満水之時田畑損亡

内田村におvlて

矢掛 ら松山へ在葦北栄二当テ山川醗JL,浄水之時-田畑班亡有

狂良村にかLnて

切太飾 ノ中ヲ大川軌 満水ノ時-田畑拐亡

でたま堀村でも,明治5年の｢風土記｣に上れば,

偏土LLT邸故郷中-不分方高燥之地三テ早損.､川香傍四･分方低早湿-テ降雨山水之鹿毛損多シ,

又陰昏モ多シ不黙○ ヲ敏之盛)垂丁り肥育-砂地-テ中晶放棄麻未開五野中品ヲ生
(荏)贋と思われる
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表 5- 2- 1 (その 1) 5ケ村における耕地明細

品 等 矢 掛 村 中 村 江 良 村 東 三 成 村 横 谷 村
歯 群 高 石 盛 'd5餅V割 L, 簡 秋 高 石 戚 簡殻の削 -面 秋 芯 石 越 両横d別 古 銭 石 盛

田 方 上 J～ EE)上 E日中 H]下下 々 田% Si. 占,q2.良?,畝1J18.9.2.26524.1.9.259,0_2.015L O.5.02日 .4_8.04 115石285502.7tl1540.56782.98450.255869.785 為1.41.50.9m5 ?_%52& 45?_.415.69_ 1100 a_町2.Li励 s7. 2.5_0501?_1 5.ladll,ふ 4,ll1.8.6.814ム 1 2.085 11声 81211占.n25251.8551【】4.795?.505595.564 1.石81,占1.50_?0.5 11%415.741.825.14.0日】0 7.町8反軌 959. 7_0,04510.2.&8457. l l.09505.1.8180 142_Eoli155,22515i dd565.8780494.781 1.石81.4●1.50.9 22.%427.A2?.220.8100 1.石81,81.50,90.5 1声71.51_20.80.4

畑 方 上 々 畑上 畑中 畑下 畑下 々 組合 官十 2.4_5,02ム 1 11259_4.1_0954,4, u2005.2_0,2452ふ 0.ま085 54.26i 54245.89217.6256.417187.478 1.51.00.70.40.2 10.224_456.117. D12.5loo 04.?. 4,2855.2.L 15& 4.2.005,6.u16522.2.4.moo 049.49456,85625.71ll.lo主125.165 1.00.70.40.2 22.225.72a 925.210r】 Di 4.5, 149.n 4.257. 1.i2455. 2.ま06522.& 5. 1 054.547占5.54528.555i.445152,7(】8 1.I)0.70.40.2 15.0チ?,占51.214.2loo 1.51.00.7m 40_2 1.80,7a.40.2

塵 取A 嘗十■ 7.5,8.025100,0.?_ 15 75.8171155,091 1,a1 A;r,符7. 占 4,7.7.11575.5.4.12 47.758784.467 1.0 耕 JL 5 2,& 1195占0,& 7.175 ?i ? 1.0 全印か4.7

荏) 平均EE]方 1_2石 平均畑方 0,7石

表 5-2-1 (その 2) 8ケ村における耕地明細

EEJ:方

畑 方
51 7 2025i542
104 5.2110'1【10.0

荏) 史料rl 上に同じ

工 ､ ∴

0105 ilOO･0



とあるように.小田川周辺の村にて紘小ttJ川が.また内EtJ村などにてql山川すなわち麦山川が薗乱し

して,田畑が旅されるようなこともあり,-AE堀をとでも水等,単音,虫等などで作物に筈があった

ようすが見受けられる｡こVように,土地条件の比攻的恩壬TLた矢掛にも,前記3)ような天災が姓

氏Q)生活を苦しd)てvlたのである｡しかし,ど/I,くらt̂の回数で.どの春慶遊民左苦しd)てvlたか

は明らかで夜vlo

村高につvlてql,衷 5- 2- 2と.表 5- 21 5でr)j)iるように,新扱高でvlくと, 1000石
i

を越えるようた大きvl村もあ9.-番大きvlのが小組村の 1448石 2斗 9升 8合,次vlて里山は]

村の1187石 1斗 8升 8合,失費倒 U_)1155･石8斗 2升5合,鹿r=-_成杓の1155石9斗 9升

と, 1000石以上の村は 4ケ村に及ぶ｡他qJ1000石未満の村払 川Itb-村の945石 2斗 5升

互助頭に,未 5- 2- 2で示されるような小林村 .字内村 ･字内村 .榊谷村 ･中村 ･江B村 ･授街

村 ･太堀村 ･内EfI村fLどで, 100石末梢uj,ト巷7rt村は,大井村 ･高皆村 ･平手内村 ･羽離村など

の村々がある. しか し,これは矢掛町や上高宋村,下福末村が妃叔されてvITrL/,ので全村で比･/=vln

JI-I:二 =:-I.∴ ∴二幸 二 二 二∴ 三 二 -::二:-: :-::

に水谷氏の手によ9検地がされたことがわかZ-ので,矢掛の新検地cl.延宝5年にたT.T3れ7tことにな

るC,

そして村高の推移左みてみると,ほとんどのffrl新検応と文政 2年の村高のJB!t化経たV,が.-̂廃

村が 645石 占斗 5升 91,-から511石9斗 9升 8台に, 100石以上減ってvlろo')が例外であるO

また新検高と古検高を比救 してみると, (古桧と紘企長検地のことである)表 5- 2- 2に記収Q)

18ケ村中,拭高の村が 7,/料,W.1高q)村が 11ケ村と増高の村が'少し多vlこと.,JJ=わかる｡孜せこ
U)ように古榛から新棟へと再検地がかこ充われたかとvlうと,｢岡山県U_)月･Lf史 ｣によれば,

｢新開による甜畑Q)増加や耕作者の鼻血などに上って,検地帳を修正する必嬰がかこT,て.rIYLl山

洋でも腔安から明暦L-ら(1d50年f{)に助長検地帳のなきたわしがお 乙女われた｡肺中では松

山溝主の水谷勝隆が盛宴 4年 (1651年 )に検地左行-FEっておD,延宝 5年(1占77年 )には

天領の検地が水谷氏の手によって突施されたo このとき.,,)11検地条目.恒こr･九は,聞竿はd尺1寸

9)もU)を使用し,田畑の等級は上々･上 ･中 ･下 ･下々グ)5つにわけられ.光沼や池招 ･較 ･山野

をも材軸 の対象としており,また地主 ･小作の関係や農民相互の隷hj;関係を明らかにするとともに

租税体系の統一,亜騰がは7T)lられた｡ ｣とL/1うことである｡

しか し,村高と村民の生酒程度は異な り,村高が大きvlからその村の生活が裕福だとLハうことは

なvl｡村-筋は上位 4ケ村をとると,小田村 ･旦山田村 ･矢掛叫 ･AL=山村e)J折であったが,村繭fL(

綻小岨村 ･東三成村 ･里山田村 ･失脚 寸とvl{)ようにJm番が追ってLnる∩そこで村佃柿当りg)村高

を計卯してみると, 1町当り小皿村が 9石8斗,矢劫村が 11石 1斗,東三Lkt村が 1D石 5斗･退

山田村が 11石 1斗となり,この4ケ村J)うちでvl面横当9の桝地生産プJは矢掛村と里山田村が一

番高 く,次L,1で東三成札 小田村とlrるoつまり.村両群 も村議も一番高い小出村が,耕地生産JJ

では一番低いことになるのである0
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衷 5･｢=2- 2 L 元称 2年 に軌 1る村柄 , -/･'

高(古根高)l 新 田 吊

成 三 成 村 i lr609.Ud9
【I

矢 掛 村 l 898.55

小 林 村

字 角 ヰ†

大 井 村

字 内 村

川 面 村

は 谷 村

中 村

lfI-_山 田 村

江 良 村

7DA.514

178.405

58.51

452.01

854.772

1257.'21

948 957

1055. 052

922.422

浅 海 叫 ､22& 8

=仁 仲 村

ノJ､ 田 村

内 ･田 村

-lT; 皆 村

平 手 西 村

羽 無 村

575. 91

1585.957

201.28

47.75

57.52

52.8

0.'J495

1.58

11.201

25.444

0. 68

2.793

1. ?46

2.894

4 155

5 985

50.821

5,506

n 58

2,294

0

0.711

0

0. 24

新 棟 識

Ti75馬丁1
ll55-825

655.7〔lS

228 55

49,581

510.458

1

9占5.25

80?. 155

764.577

1187.188

dA?,8

790.551

占45.占59

1占48.298

151.608

51. 148

28.585

56.282

捕)史料は元殻2年(1689)西山六郎兵帝兵制代官所｢騰中国(都字･加夜.′ト田.

甥2年(.819)
｢票雷乳村鳩山明細帳写川よる0

位?比不明のところを表わす｡

l

ト･･11

T7J J

.ヽr ･- {



準十を二重号室聖堕
.こ ぎ= 二 二 三 二:_:

2 655.71】7

0 1

9

49,917

51a.458

9

809, 455
784.577

1187,188

(7d?,142

り
0 1 511.998

1848.298

9

(ソ
･

(ソ
･

後月)恥之内村 諸々党蹄帳｣と
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表5- 2- 5 矢掛町跳卜係14ケ村の土地状況と戸Jjとの幽係

二村田畑㌃｢._トI..ー__
1.∫rrq

LfrlL:
田 簡 税
畑 簡 横
紙 tt] ホ
戸 数
人 数
福川石以上の人数
1人当 DQ)平均石高

_ 二 二 二二三聖

村 商

用 福

畑 高

村 面 研

EEl 1月 馴

畑 tB 秋

用 田 端

戸 数

^ #

高10石以上の人数

`㌔丁7反6畝07歩

oo.町2反4畝16歩

68町5反1畝21歩

55i 147

0 ," I

中 村

764 577
550.7451 595,5dd
278 548

90.0 7 055
46.6 &.′055
45.まa 28
145 55

荏 (1) 史- 文政 2年｢慧雷艶 々指出明細- ｣(- 家- =こよるo
(2) ( )内vIEE)面我と畑面裁 上り知を井出した｡

4d 5 2 085

206 554

千

ヽ■

∴

選 ｣上 月LJL L J l- J3-191
1187 188 1 469 142

Jムq5r…o5.

z1

;㌻ ｢ - 貢.~京 ~音~~-

(4 5,4 00)

508.t]56
1611【】d

(65.2.5.D55
575404
25占8295

5【8,868 J

_上謀5 末 吋
418.676
585 118
65,558

(72 ? &24
12 1 61 8.8.0占

146戸 1 17

11 1 0,18

EJIq㌦ ∴ ■■■-



また. 2Li-当の余裕とは必民人口とも肋係あるので,衷5- 2- 5に1人当りの平均石高を示し

てみると.小林村の1石 9斗 5升.丑山比J村C)1石占斗 4升.中村G!)1石 5斗 7升,束三成村の 1

石5斗.矢掛村の 1石2斗 5升,大井村の7斗 9升 2合等々oそ して矢掛町の1斗 9升2台となる｡

したがって,この中では小林村の 1石9斗 5升とt̂うのが一番高 くて,姓民 1人当りの生産力が一

番高vlということにもたり.小林村の余裕か祝える｡ しかし,矢掛町の 1斗9升 2合というのは例

外的に低vlので.これ比何か列の生産手段,あろい比生活手段をも13ていたのでQlか^だろうか｡

村高のうちで,虚民のたd)に年貢免除の引高とt/-うことがおこなわれたが,文政 2年の｢庭瀬鰯

･小田郡村 指々出明細帳等 ｣たどでわかるように,乱射 ･ら紘永荒淋符姫敷若林池漁年々策引とか

EEl成畑引を,畑高からql御陣屋威牢屋敷荒引とか永荒川欠崩年/)荒引.町屋故地子引夜とがあるO

また元藤 12年｢小EEl郡矢掛町摘出帳｣などに上ると,矢掛町屋数分の引高につVlて

御役目数百弐拾三役二割符仕先年 ち相勤申咲｡右者御公儀御伝馬役井江戸長崎御用御状T,御荷物

等迎送御用粕動申咲付 光永十酉年池田出雲守群御知行之時分占町段数古検高二而二十八石二斗

九升七合御赦免被下御引帳二取持仕候,井後御代官所二複成御代二触相違御引裾下院｡然ル所 二

御代JEi西山六郎兵衛様御支配之内末年新検高二而御引石破~艇 付中春江戸お初 下御訴証申上肢-

パ御Sr.破為下新検高二而四十五石三斗七刊八台町畠数分申年御代官大足寮右荷門様御支配二部成

倒引被下其以後年 々無相追御引破下朕｡

とE.出光7;れているo藍数分の引高とL',うのは検地にかいては屡数分もか こ入れており,そして村議

に応L'.て年巽や年貢以外のた くさんの負担がかかって くるg_)で,この矢掛町におt̂て人々が訴証を

するまでに酎酌して,新検高の虚数引高が杷加郎 tたのだと推定される0 28石2斗 9升7合から

4 5石5斗 7升8合とV,う変化は2倍近vl引高である｡

戸口について払,史料的制約から戸口推移の考察がむずか LL̂が,表5- 2- 4と表5- 2- 5

に上ると,宇内相性 118戸で 458人から, 11戸で509人へと移り,文政 2年 (1819)

から文久4年 (18占4)の45年間にはほとんど変化qiをL̂o矢掛町は享保 8年 (1725)に

527戸で2255人から,天保 15年(1842)には 490戸で 187n人へと, 120年間

に減少傾向を示してvlる｡こU)円高持仏 175戸から155戸へ減少 しているが,無論は552

戸から557戸へとほほ変わりをvlことになってvlる｡太堀村は宝暦 15年 (17日 )から慶応

4年(1868)の約 100年間はほとんど変化がたく, 51戸で 101人から28戸で 120人

と,わずかに変化 してV'るのみである｡ただ本堀村の文政 2年の戸口が 95戸と多L̂のは,大堀村

が幕領と庭瀬鰍 こわかれてV'て,文政2年の戸rjrl史料より庭瀬儀の戸rjをあらわし･他の4ヶ午

e)戸rjが残 りの井領をあらわしてLJlるためと思われる｡そ して文政 2年の庭瀬領諸村々の比掛 こか

t̂てvi,何とvlっても矢掛町の602戸が 1番多く,他の村は20n軒以上が矢掛村 と釆三成村と

研谷村で, 100軒から200軒が中村 ･里山EB千･1･江長村 ･字内村 .小林村で･ 100軒以下が

太堀村 ･下商末村 ･大井村とたってvlるo
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/f宜 にEit_1Lで∫1.,近世のi;盟主生産手段となった牛馬桝で使用されたと推511Jされるが.牛は概して

多く,中村在とで,111村に97疋 もLJlるほどであるO馬姓とくわずかであるが,宿場町矢掛町では

助郷負P_の馬などで. 1村 2- 5疋とvlうことはなV,と思われる｡

家族形態につV,てQi.表 5- 2- 5でわかるように, 1戸平均約4人 くらvlで小林村が 1番,i,く
I

2.2人と低vl人数を示してvlる｡このことは,｢中世の鰭代下人や独立状態の名子･破局 ･家持llI

人をもって田畑を経営した良民が,′｣､盟民の自立を反映して家族形態にも小家族制が進んでtJl･った

のが近世である｣と｢目茶姓菓史｣にもtg=かれてvlる如く, この矢掛にも小家族制の成立が実証さ 守

れる｡

さて,iL,rbl梁生産の最後に矢掛の商品作物につV,て触れたVlと思うO矢掛を含む摘中開部が木綿の

特産地となるのは 18世紀末噴からであるUJ(ri｢臥山県の歴史 ｣などで示されるところだが,なぜ

そん7iE･こ拙作が盛んになったのだろうか｡ ｢地方凡例録｣に

米綿-稲作と速へ 容ひも多分入り､其上手f榊も掛 り人夫 も多 く入ることゆA.上々田CJ稲作場

の取筒に准ずるの見当たるべし､木綿作-無難に取れ,(､秤作より格別に作徳多きものなりo併

し肥諒も稲作と遭い過分に入D､随･ji省略 しても背反に金宅間は掛少､井上若し風雨水草虫の災

に逝パ､元入多きことゆへ群矢も叉甚だ孝 し｣

とあるように,高vl作徳を縛ることが出来るからであるO｢岡山県の歴史｣にも,｢同仙 藩政近tu
前期には年貢米を確保するたd)に,稀の療合作物である大総の栽培をおさえ,相に木綿を楯えた時

I
紘,反別米5斗の 〝過鈍 〝をかうめさせると定めたが,収入のよtJl綿作への股民の朗′山またかか｡

た｡天保 7年(185占)術中七島村のr庄屋日記｣によると.水乱絡作の皮あたり収廉は 405

丸 干 触代金 50匁を卓しひlハても555匁 水田舶作で紘 248匁で,差引細作のほ うが 100

匁あまり申廃が多いことになってL̂る｣と軒L̂ている｡ しかし,前に稗V,たよう(･t,川近 くの村で

托水害が.-iた他に早等 ･虫等がかこることもある土地条件下で,襲際にこうした等がかこった時

紘,掛矢の多い細作は良民を苦しめることもあったと推測される｡

IE'紘実際矢掛で紘綿作はどのくらいおこなわれて､JPLたのだろうか｡表 5- 2- 4でわかるように

文政 2年にかvlて男山田村で508石 8斗 ム升8合,栗三が村で 254石 2斗 2升 1合,/｣､田村で･

555石 1斗 4升 7合.横谷村で 145石 5斗5キト,中村で 2□占石 5斗 5升 4合,太桶村で 109

石 9斗 6升2合,辛内村で 272石 9升 7食 小林村で 147石8斗 8升 4合とあり,小田村が一

番多vloこの細田高のEEl高における比韮ほどの村も約 50%前後,村高における比3-旺 20%強と

V'うところであるOただし字内村は特殊でEEl商のdd%を,村議U)5 5%を細田高が占d)てV'るの

であるoLか し戸数別にみてみると,字内村は, 1戸当り215石と当然高V,石故がてるが,星山田

村が 2･07石,東三成が 1･2石.硯谷村が 0･64石.中村が 1.5石,衣堀村が 1.2石.小林村が 1

石となり,里山田村は字内村と同じくらvl福L̂綿作高である｡Llって,字内村や別 個 村の 1軒当

りの拙作高ql,.他の村 々の 1軒当DU)綿作高より高tJlことがわかる｡

他の作物につLJlて仇 あまD史料が克く,･16J/こ近世の史料が尤LJlので,明治 6年の｢発酉物産啓

上帳 lや｢賢帝許産物記｣や｢産物倫出弓Lr上控 ｣をとで考察してみたt̂が,この5つの資料qlほほ
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表5- 2- 6 矢掛町朗係8ケ村における網田状況

虫垂.LIL比 EB

綿 田 高

田高における締高の比重 56.4 %

村高 〝 l 26.0 %

1戸 相 当 の 綿 Efl高

果三成横谷中村

2王4
.
221145
.
55206
.
554

27
.
占27
.
454
.
8

20
.
318.
027
.
0

1
_
20
.
64
f
1
.
5

宇 内 小 林
-＼ 村～_ :右 堀 ⊂±

綿 田 高 .lop.962 5522

田高における締高の比電 27.5

村高 〝 21.5

酎 史- - 2年｢票雷雲村- 出明棚 等｣,石井家文昔 )による 6

内容が同じなので,次にこのうちの明治 6年｢賓百物産畔上帳｣(福武家文替 )を掲織 してみよう0

第一大区小二十三区小田部 横谷村

中 村

-､米千弐捨石

内

米三百三石五斗四升八合 梯谷村貢米

〝三百六石九斗九刊八合 中村貢村

･′四百九石四斗五升四合 日用費消

LEl他LSJ江輸出無御座

-､麦千石

-､雑穀弐百八捨七石六斗

内

果四捨三石

稗七拾七石

秋大豆弐拾襲石

巻 麦七捨四石

9

日用費消
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小麦七捨石

小豆弐石六斗

-.菜種千八拾五石 村内費消

-.大根九万八拾茶 同 断

-､骨油弐拾七石五斗 同 断

-､即 由捨八石 同 断

r 右之物産老村内民資格OJ2POQ
他方排出無御座

-.夷叔百五拾俵

内百十俵

残 ケ七冶俵

-.藍葉干弐-m 自

-.､琉球芋五千五百rLr自
内三千五百耳目

戎 ケ弐干耳 目

-.滑酒百三捨石

内七捨石

鼓ケ六捨石

-.薪八万五千耳目

内六千耳目

残二万五千耳 目

-､瓦陶冶八万枚

(資料破損1

村内費消

他方へ輸出

他方輸出

村内費消

他方頼出

村内丑消

他方輸出

村内費消

他方輪出

他方葡出

′ 前野の通区内物産〇〇〇 ･･･-

(以下史料破損〕

とあるよう(･t,一部史料が敏雄のためみえなvlけれど.必畢葱ところは使える｡これによると.

米 ･裳 ･雑穀 菜̀種･大根･骨油 ･絞油などは全て村内消費にあでて地に,綿 ･豊棄 ･琉球芋･柵海 ･

gr･瓦陶などyi,村内消受身の残りを輸出してvlたことがわかる｡その割合vi.雑(,)47%,鷲

秦 100% ･凍球芋5占% ･清酒46% ･薪 29%･瓦的 100%が倫出身となるから,′藍藻と

瓦陶は完全なる商品作物であり,他は半分以下である｡

したがって,鵜作たけが商品作物で浸く,その繰作にしても商品作 白とV'う上り,村内消受峯

の方が戚L̂ことになる9)である｡飽和の中で.太堀村では明治5年の｢風土記柏｣でわかるの7官

が.i掩 村と中村につvlて上記して きた作物の外に,胡麻 1石 5斗 ･茄子17万 ･柿 8000･

梅5石 9升 ･竹72菜 ･桐 200太をとがつ くられてお り .その｢風土記｣に

有余 米藍耗菜種桶
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不足 用水並二度油肥物薪等之類

と記されてL̂るので,太桶村では米や藍集 ･鵜 ･桑野 ･桶などが輸出され,燈油 ･薪女とが商品作

物として輸入されたのだということになるo他の村々忙つV､て性わから売 V,C.

佃 姓民jiの構成

(1)であらわした村内概況を背景として,近世後朋の姓氏層の構成を宗門御改帳の村内持高によっ

て考察 してvlこう｡史料的制約によって年次的把勧 ;で きるの綻,矢掛町と川面村であり,同時代

的な生民JE･･分解の進行度の比較がITきるのは,字内村 ･茶堀村 ･川面村 ･横谷村 ･矢掛町の幕末(

19世紀後期 〕だけであるので,この5ケ村を中心にして輸L',ていくことにしようO

図5-2-2は.先に述べた藤末5ケ村 ･図5- '1-5比矢掛町 .図5- 21 4は川面村の盤民層

構成の概況を,X軸に戸数, Y軸に持高をとって.顔中記敬の各年次にわたって ロー レンツ曲線で

把握 しようとしたものであるO川面村uJ場合比某永5年 (1850)から文久5年 (1865)め

間が.わずか 15年間しか離れていないので.性とんど変化はみられたいが,ここでは中間層の土

地喪失とvlう上り,多数の零細典民から中間Jiが土地収等 を(,まか:,て両敬分解があるようだが.午

次的経過の史料不足のためほっきいjlえをvln

また図5- 2-5の矢数町の階Ji分解a,他村の農民層階層構造とはかなり異なった様相を皇し

てV,るoLJlわゆる極塊を両極分解を示していて,享保 8年 (1725)から天保 15年 (1842)

の約128年間の間にも中間層の土地貸矢は進み.両複分解は徐 々に進行 していったとみられる｡

ただし,矢掛町がこのように18世紀酌期からすでrE両極舟解が進んでV,て,その春産も赦 しV,の

紘,村で貴く町であったことにも由来していると思 )ので.特殊車例として別個にしてかく必香が

ある｡図 5- 2-2忙上って矢掛町jkど5ケ村V両齢 解状況を比戟 してみると,なお一層矢掛町

の特殊性がわかるのであるO村別の両極分解は,この5ケ村中では矢掛町が一番敢 しく.川面村が

その払 それからあとの字内村 ･式堀村 ･梯谷村は同程度であったこともわかるo したがって,農

民層分解初期の状況はわかをvlが,幕末(･CをVLて玖村に上って曲民層の構成に変化がでてきたこと

に走るのである∩

以上のローyyン伸鹿拡上って.その曲鹿上にあらわれた卓笑を,表5-2-7や表5-2- 8
に上って具体的にみていこう｡

この矢掛全体の分析CL)ためlこ.山崎隆三氏の50石以上を薪典 ,28石-50石を富&,5-20

石を中A, 5石未満を貧盤として位鮭づけてみ7-と.燕兼において矢掛町で素姓石井家が 84石 4斗

斗7升を持ち,古典はvlないO川面村も岡林で天福祷池出家が 52石 2斗 占升 6合を所持して音盤

がhfrvLo他の五ケ村において払 両極分解がな好に進行してしげ .中間層の土地喪失 も敵しくな

vlので大高持仏V,なvl｡そして思鼻 もいないとい うことがわかるOそこで諸村に通 じてLhえる両極

分解の分析法を研究してみるのに.この分痕でri位旺づけがむずかしいので,他の方法を考えてみ

た｡ 50石以上の大高拝を重点にするのは変わbなめが. 1□石～50石を上鳳 5-10石を中

層, 5石未満i=下層として分けてみると.矢掛以外の4ケ村においては,山村芳井町にかいて井山

一恩氏が･分類 してL̂たこのUi)5-4%の上風 fB)20%の中風 (C)80%の下層という形態にかけ
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る位慌づけが実証されるOこれも両極分解の進行状況によって藷村少しづつ適って くるが.川面村

では上層 10石以上が 5戸で.村全体の&8%を占め.そのうち5D石以上の大高持 (奮迅 )が 1

戸あ少,村高の5Dへt集中-Lてvlる｡中層5- 10石は占戸で村全体の10.5%.下層5石未満

yl,無高も含d)て4占戸で村全体の80.7勉を占()ている.

横谷村では.上層が 5戸で村全体の1.2%を.中層が54戸で13.5%.下層が 215戸で85.5

%き占d)てV,て,蓑鹿はvlなV.｡ .

本堀村では.上層が 1戸で村全体の15%.中層が5戸で 1ら,7%,下層が24戸で80%を占

d)てお9.豪農払いたいO

辛内村では.上層が 7戸で村全体の6.1%,中層が 25戸で20%,下層が 85戸で75.9%を

占めておD.豪曲はいなvl｡

曹するPL 両鹿分解vlとの村でも進んでvlるが,川面村のように他村上D進んでいるところに5

0石以上の大高持の出現があること,だから.正也後期矢掛でも農民層の分解による大冶拝の出現

が実証されること.またLA)(flXdとvlう5つの階層がここにもあてはまるとvlえるわけである｡

さて,開港は矢掛町であるが,矢掛町の天保 15年(1842)の史料で,LAR団(q̀抄紙 づけを

すると.上層が4戸で村全体の0.8%となり,これは 1%にも満たか^｡中層が2戸で0.4%.下

層が484戸で98･8萄をも占V)るOこの上層の!ち1戸が大高持で.村高の55.4%を▲も土地女

史申してV,るのW,川面村と上く似てV'るが,あと中層がほとんどt̂ず,下層の中で無高層が557

戸で村全体の72.9%を占めてvlるのは,兼くべ卓串葵であるo近世の村 々に特徴的である中間層

の土地壌矢に上る大高持の出現があったにして も.中庸の存垂がほとんとTrL̂とvlうのは,一体ど

うしてだろうかOこの状態は享保8年(1725)の矢掛町史料で表5-･21 7i:みても,上値が

24戸で村全体の4.占%を.■中庵が 15戸で 2.4%を.下層が 490戸で95%を占d)ておD.天

保期と逢うのは5°石以上の大高持が 4戸もvlて,村高占有峯は 45.2%にも遷してvlたことであ

る｡また中層が少なvlことはすでにこの時肋 こ確立していたようである｡文化 9年 (1812)に

お…てpi,上席が 9戸で 1.8% , 50石以上の大高拝は2戸となり.村高占有奉は 24･4%,中属

が 15戸で2,6%,下層が481戸で95.8%,文政 11年(1828)においてqi,上屑が 4戸

で0.8%.5D石以上大高拝は 1戸に減少相識占有奉vi4?･2%.中層が 4戸で0,8%,下雁が

511戸で98･4喝を占めてV､る｡

したがって.矢掛町で年次的変化でいえること払.･享保期すでに中層が少なく. 2.4%う 2･4%

⇒ 0.8%う0.4%(天保期)と, これが一層渡少悟向をみせ,下層が享保朋 95%から95･占%T1

984%-,;9a8%とだんだん相加積向を示し.上層につV,てvlえは.享保期 24%から急拠 1･8

%に凍,少し.0.8%う 0.8%へと. 50石以上の大高持石井家を残して,括局一部上層と中層が没

常して下層に移行してV,ったとvlDことになるV)である｡

それにしても.農民が両棲舟解してvlくとどうしても無高層や離村者が地加するものだが.彼ら

はそれゆえに生活をたてようと年季奉行人に7tった9,音曲屑に扉傭されLる盛業労助者になった 少

するのが一般である｡
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しかし,この矢掛町における無高層がそ)した人々であったのれ それとも町とvlう性格から何か

他の職業に従事したのかは.わからなV,ところである｡

また,縄作とL̂ 9商品作物と姓氏属分解との関係につV,ても.平野義太BB-氏が｢徳川封建制の解

体過*,その解寛一香川後肋 こおけるr中国筋Jの経済状態｣(r歴史科学J)において.｢米茨年
貢中心の封建生業弁解の晋鹿として決定的なのは.雑作である｣とV,9如 く .細作を非常に置くと

bあげてV'るけれども.矢掛において,耕作率は字内村で村商の約55%,不堀村で約22%,横

谷村で約18%とL̂5奉を示し,村lこ上って連vlがあるけれども,.図5--2- 2でもb.かる上)に

こa)5ケ村はそんなに穣鹿7t典民届分解を進V)てvlるわけでVi奄vlので,矢掛IL,-おける畑作と姓氏

届の分解につV,て,それほど畑作には左右されて7tVlと推測されるので巷る｡

(藤原 澄子) .

〔引用文献〕

1. 『日本良薬史 』古島敏堆君 1972年発行 L･.tI .LL' '.

2l r岡山県の歴史 J)谷口澄夫若 1975年発行 .

〔参考文献〕

1二F地主制成立期の農業構造 』山口隆三者 19占9年再版 ･

-きゃ,,,i-,i･<. I,I.1㌧ .

ケう ー地主の農業経常

前額の農業生産｢投と農民層分解の分析に関連して.ここでは横谷村を居村とする地主補武家に

つVlて 1800年代前半の土地集積過巷の分析からその血祭軽骨の動向を検肘してvlくことにする｡

禰武家は,横谷村庄鼠 天保 7年からは同村と周辺 4ケ村(東三成村 ･中村 ･星山田村 .江良村 )

の大庄屋を動d)た家柄であるoしかし,同家U)持高に舶しては史料的制約から直接明確を数値が得

られず,その経済的地位はさだかでは恵vl｡

土地所有規模に即しても同様た史料的制約がある.実2[所有地 (有畝 )の杷纏が.帝に文化年間

前半においてむずかしく,上記の持高とともに粟井の所有面鎌から土地熊耕渦巻をお?てt̂ くこと

にはやや無確があるQ従ってここでYl,公畝の記軟を手がかDfこ文化～天保年間前半におbTる福武

家の土地集概の過巷を短期間ではあるが年次的拡大と地城的拡大の2点から孝寮t,トそ97LクL,トラ

インを杷えてみることにする｡ - 1It'

(法り 依拠した史料は文化元･占･15年.･文政 4･9年,天保 4 ･9年の,｢田畑下作帳｣で あ

る｡

その前に褐武家の地主経営の親棟を板放しうるもの･tLで,小作人数を表5- 2-9仁示した｡

合計欄のカ･Jコ外の数とカッコ内の教に差があるのVi他村への出作入作舶係がみられるたV)であり,

乗取の小作人故はカ.,コ内の数値である｡

文化元年～4年にかけては50人余 Dであるo'Dに対し,文化 15年以降は85人～ 12･0̂ と小作

人数を相加させてV･ることがわかる｡
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表 5- 2- 9 ′｣､作人数の推移

4

5

22

14

29l I
-___I9｣___ーZl｣ llo_⊥ ⊥｣

; I -三=T -享亨

4.位 ･人

合 音十

Sd r32)

0 1 34 (55)

85 (801

71 (65)

0 I 0 . 153(120)

2017 t D I 117(98)

荏 (1)表中の｢その他｣は.字名から村名をひさだナことができない田畑の小作人数

(2)合計 ( )は小作人の乗数

(3)各年度｢田畑下作帳｣に依拠して作成

さて,所有地の拡大を年次をおってみてみよう｡衷5-2-10は福武家の小作地の公畝を村別

に集計 したものであり,それをグラフ忙示すと図 5-2-5の上うになる0位 しこれば先にもふれ

たように実質所有地の変化を表わしているのではない｡ ことに文政 9年の公畝 ･石高が低い値を示

しているのは',,それらの無記が多いためであ9,｢応分析の対象外にかいた.

以上の点を考慮に入れてこのグラフをみると文化占年カち15年ま仰 約 1.5町妙(公畝 )の土

地集鎌がみられる.

衷 5- 2- 10 所有地(公畝)･石高の変 化 と村別構成 単位 1.08-1畝r石高は1.00-1石〕
矢 田 %l計 %

荏 (1) ･X･の( )良東三成村東舟

(2)各年産｢田畑下作帳｣に依拠して作成
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荘) 各年度 ｢田畑下作帳｣に依拠 して作茨
4J

さらに先にみたように表5-2-9において小作人数の変化もこれと同じ時期にその数を2倍強に

増加させている｡ これら2点から,文化 8年～ 15年の文化年間後半に一つの所有地の拡大がおこI

なわれているといえるDそして文化 15年から天保 9年までは文政 9年をのぞいてこのグラフでは一

公畝'JCしてほほ 4町～ 5町 ,高忙して55石～ 45石と停滞期にはいっている.

次ケと所有地の地域的-村別構成をふtZからこの文化年間後半期におこなわれた土地糸筋がどの地

域において促進されていくのかをみてみよう.

L習 5-2⊥ldh衷 5-2-10と表 5-2- 11(｢有畝｣によって村別の所有地を宗 したも■の )
∫

杏 ,合成 したものである｡

(江 2)▲ すなわち所有地の大半を占める機谷村について比公畝分の記載が多く,又文化元年 占

年の記磯が特に有畝分よi)多いことから,全体として年代ごとの傾向をつかむ場合には公畝を使

った方が有利であったが ,そのかわ少他村の記磯が極端に欠如もしくは皆無で'bり村別の構成を

みること托した.

r : -･'･1 1:.･- Lr
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表 5- 2- 11 所有地 (有畝 )の変化と村別執成 ..

424.15
｣ユ1竺竺

94
81
45
24

09一2一

"_rrL
I
_
_
_
._
J
IT
‥
｣

脚

岬

は
竺 竺上塗 .聖dl12i

注 (1)単位は 1.00-1畝

(2) 各年度｢田畑下作帳 ｣に依拠して作成

文化 1

1_OA15ilO71 5竺o

= 二 二 = = 腰

文化 15 ⊂二一二~~-~｢Mb~二二彪
文政 4 = = 二二二三:彪顧
天保 4 号二 二二二~=~~酪 云

義A.__.'･二天保 9 ｣ __
0
桟谷村 東三成村 中 村 里山田村 矢田村

loos

1二二l彪謝 t-fZA lJ三三｣i磯
図5- 2- 占 所有地の村別構成

注) 表 5-2-10,512-11よb作'成

この図からみられるとおり.文化元年は横谷村が所有対象のほとんどすべてを占d)てV,た範頼前

の段階と考えられる｡

文化 4年では東三成村にかvlて文化 4- 15年の時期(.=みられた集頼規模がや 増ゝ加 しながら維

持されておb,さらに新 しく中村に所有が拡大している｡

又,天保9年に75ると,文政 4年～天保 4年lこかけて典概,それ以降維持されてvlる男山田村,

天保 4年～ 9年にかけて独得されてvlく矢田村が所有地に加わってvlる｡
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衰 5- 2- 12 村別土地所有状況

単位 〔1.00- 1石〕

. 横 谷 東 三 成 中 村 里 山 田 l 矢 田

◆T- ･EEl 畑 田 畑 】田 畑 .甲 畑 田 ･畑

上上々中文化元 下下吾々† 5.54102.0041.555D.574 80.49(】000.044 00000 ー Z800.14占 ー9.274 0,554 0 0.148

文政4 上上々中下下々 5,825Fdi;55:5.0502,7占2 0!2'.;三:H ..02:; 801.5791.5090_071 0001.5520 -00000 I l
計 aCI21 5.481 2,9591.552 0

T天保9Ilj 上々 2.500 00 0 0 0 0 0 0~0

上 1.455 D 0.5120.880 0 □ 0 0 0中.1.152 1.占44 0 D.占99 0 0 1.500 n 0 0~下4.514 1.511 0 1.75 9,8 .5 2 2 0.517l q □ 1.954 0下々0.888 0.22CI 0 a.25 6)0,050 0 0 0 1.272_ 0

注) 各年度 ｢別 田下作帳 ｣に依拠 して作成

そこでより具体的(･=典番地の土地状況がV,かようであったかを村別にみてみようO衷 5vi文化元

屯 文政 4年.天保9年の地域別uJ土地状況を示してvlる.これをみると,まず釆三成では畑高の

みであり田高がみられなvloそして同村ql畑満a)うちでも下田,下 田々が多く(文化元年 100%,

文政 4年48軌 天保 9年 82%)土地条件は劣愚であったとV,える｡劣悪夜土地条件は中村 ･矢

田村1{CついてもいえることであるO

中村で比EBhJ石全体の91多.矢田村では塊培地の全部が下臥 下々田で占められている.

以上,福武家の文化～天保前半期の蝕梁経営を土地簸己の.視点から考威してきた｡

袖武家のこの時期の曲莱経営は文化年間後半に一つの所有地の拡大をかこ在っているD

そして,それは主に劣悪な条件下にある土地を外延的拓銀概していくのであるa

( 桑 田 俊 明 )
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3,年責の上納

(1)検地

検地で名が知られているものに太閤検地が参る∩江戸時代陀仏 広い意味で太閤検地といわれる

古検と,その後に行なわれた新棟が全国的規模で実施されている｡古検は座長検地と音われ座長 5

.r 年 (1A00)に,新検比延宝検地と言われ延宝 5年(= 77)に実施されたnそしてJ検地に

エD打出された村高が貫私賦課の基準となるO

次にあげる′｣､林村の場合,延宝5年の検地の村蒔 ム551707石が明治 4年までその1-2用し1ら

れているnその延宝5年の′｣､林村検地帳を次VCあげてみると

(表紙)

延宝五言年

債中国小田部小林村検地帳

十二月日

水谷左京井内

検地役^ 上野弥惣兵衛

同 永瀬武右術門

同 上 野権 四郎

検地惣奉行 新井助左衛門

次に内容の一部を示すと

町田 古検三畝歩

上田
拾三間
拾間半

同所 古検弐畝弐拾七渉

一 中田
拾弐間
拾聞半

同所 古検三畝拾渉

- 上々田

同所

一 上田

給九間半
大間

~古検三畝拾歩

拾九問半
大間

百九

四畝拾六歩半 久左衛門

此分米七斗弐升八合 但斗代宅石六斗

百拾

四畝六歩 同人

此分米正斗四升六合 但斗代菅石三斗

百拾管

三畝弐拾七歩 市左術門

此分米七斗式合 但斗代菅石八斗

百拾斗

三畝弐拾七歩 同人

此分米六斗弐升四台 但斗代宅石六斗
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袷畝鮭舌
5in･ih
拾九間
大間

同所 古検蛸畝歩

一 上 - 莞蒜翠

歩管
)

同所 古検四畝拾歩

- 上田
拾九聞
九間半

同所 舌検閲畝拾大葬

- 中田

と沸かれているo

拾九聞
九間半

百拾三

三畝弐拾七歩 同人

此分米五斗七合 但斗代菅石三斗

百拾四

六畝歩半 滑助

此分米菅石八升三舎 但斗代宅石八斗

百拾五

六畝歩半 同人

此分米九斗六升三合 但斗代宅石六斗

百拾六

六畝歩半 同人

此分米七斗八升弐合 但斗代宅石三斗

写 実 5 -5 - 1 延宝五年′J､林棚 卸側屈(表紙) (守屋家文乎 )
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写真5 -5I2 延宝五年/｣､榊ヰ寸検地帳(内容) (守屋家文番 )

地方凡槻 伐よると. 検蜘 反別を改k,,次に土地のt(/_･付けれ ,次に石盛を決め.石融 定
めるiJiであるo反別を改める時に仏 ru]竿あらい蛇管秤を用L̂て田を一枚ずつ測るoこのIJf'地広

･地狭IA=ならをい ように気か付け,その縦横を求めで面柏を出す｡次に土地の位付けであるが'地

味などにより上々･上 ･中 ･下 ･下々とか,ある'.̂吐もっと細かく位付けをする｡ロ盛は,小林村

の場合は襲 5I5I1昨:講すようになってLへるbL,一般V(はニッ下Llである｡そ して,LJ'I)を反別

×石盛で求めた上で.それらを))nえて付満を定めbのである｡そして, この村高を基に年ム-i:雌す

る｡

小林村について考えてみると.上 /tell･上地 ･中田と仕付けられていて,一耕地ごとに一作人が

記されている｡また,反別は半117ほ で記されてし(る｡石盛tTt斗代と3.I.P.かれておD,斗代菅47大斗と

紘-反から淡一石六斗が生産される恥である｡分子t斗弐升八合Cr.,反別四畝拾六歩半も7:斗代包市

大斗を乗じて求められ,反別匹収 拾7t歩半の牛乳lもの坊であり,反別を本行に召1'き脇秤忙拓を付け

る時は石高とに言わず忙分米とい うOそして,-梢地rJとの場所が省かれており,-耕地ごとに通

し番号が審かれている｡傾地幌のJti･後L/C比次の トM=耳かれているo

dl,者備中凶/｣､EB君か｣､淋村根地破 押付族六尺rd等3以管反三百番地C町反畝歩'負血,･材t:,

高下,分iTIt委細.7,r記帳両神棲冊老也O

次に,表5-5-1分エひ火5-5-2から首位と新枚を此鎖してみて反別が大巾に棉77,■してい

る91がわかる｡ これ比 わずか70-80年で2%lTJ前後も相加したとばかり+-1考えられないilTであ

るo

地方凡例魚によると,面伽の州l)方か1,7掛 でな っている事が多分に形書 していると考えられる0
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■I

このhLも大きな理由はl反5ム0歩であったのが, 1反 500歩になった車である｡

襲 5-5-1 ,｣＼林 村 の 村 高 の 状 況

古 墳FrZiJq 新 政 1 分 米 ■斗 代｣二々 田 町 LR.一所 イコ ノ白 斗一 5 0 ,25 5 2 1 .215 95 .909 1 .8

上 田 10 8 8 .08 15 占 8 .205 218 .992 1 .占

中 田 8 9 1 .25 11 2 7 .2占 14占 .占28 1.5
下 円 4 5 9 . 07 6 0 7 . 145 54 .占78 .9

下々田 2 1 9 .2占 5 6 9 .08 18 .4ム5 .5

(小計 59 9 5 .005 552 '占72 )

上々畠 占0●24 7 4 .195 9 . 07占 1 .5

上 島 1 4 9 .25 1 5 5 .2【】5 15 . 5L.9 1 .0

中 島 4 ム 0 .17 4 8 9 .245 54 .295 .7

下 島 5 9 7 .21 4 4 4 . 145 17 .780 .4

下々畠 4 7 5 . 07 4 9 2 .01 9 .859 .2

屋 敷 1 4 0.25 1 ム 0 .145 l占 . 04占 1 . 0

(小官十 l8 1 5 .045 1 105 .055 )

荘) 延宝 5年 守屋家検地帳よb作成

･また, 占尺5寸四方を1歩としていたのが,占尺四方を1歩とするように怒った事であるOこれ以

外に もた とえ拭 古来は両半不記 といって縦横とも間まで測ってL̂ 7tのを,元禄の頃は半間まで

享保の頃は寸まで記入する様になった事があげられるoこのような理由で,古検から新蜂への反別

の大巾を増加が生 じたと考えられる｡

次に,表 5-5-5において盲検と新検をみていくと,古高717･555石のうち,洪水75:どの

時に授防が切れて水がはい..'たD,田畑が川にfE･,たbして,田畑として使 えな くな った土地

12i8 87石を･川成荒地として引いた残 りが 盲榛 の中で田畑として使える反別でこれが 595.

a48石であるOこの593･占48石が舌検有高といって実際に年貢の取れる田畑の反別である｡

このうち14 7･7 4 5石は荒起返といって災寄などで東名れてし-iったところを,また田畑として

使えるようにして年貢の対象とした土地の反別である｡この古検有高と出高と新開高を加えたもの

が新検高 日 51707石と在る｡出高 40･941石は検地によって増加した土地で,このうち4 0.

581石は竿先出目とし､･3て, 占尺5寸四方を1歩としていたのを, ム尺四方を 1歩とするように

なった9' 5 ム0歩を1反としていたのを, 500歩をl反とするようになったため古榛 の反別

にJ.b増加したものである｡また.古墳無之分 015占0石は 余歩といって畔や畔際,あるいは屋
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兼 5 15 12 ′トEll 稲 村 高 の 状 況

テ=~二三

｣ 盲 検 ■ 新 検 .---二 一-1- -- - ---
2町8反7畝2占歩!叶_～ _ ←__.1些 2年些..i旦_
1 9 7 .20 1 24 4 2 .01

-'中~田~:｢ 蒜 1 --TT完 2- !l- ~ 【50 5 5

二王亘コ二二㌧亡三三 ･五二二 8
､-1二言 7 1 .ll2-i10 2 5-･-一~一■一一~; ~-

91,14
9 5 .09

下々畠

195

a.26
4 .14

A.22

196占 .27
21 0 2

5 0 2 ･ 15 T
- - - 7 -｣ 5 9 .-r)

分 米

256石.257

17〔1.92
占0.228
20.57554.120137.ム95
84.094
52 .917 【 .2
~~~- - I- q~

55 ･914M L l･0

(内.120琴蔵屋救)-I-一･一一･･一･･-･-■■■■■■一･-■･･.-▲- -▼-
08 Z1658.500 事

p｢ ㌻丁71T (二 丁7 18.TiT);｢㌫ ~.5-0-1-I)-i一′-■~__l l_土119 L･15___)E(1占7二L且_･lH_9_
任) 延宝5年 川上家検地机 上り作成

数の-まわDなどを検地から除レ､ていたと

ころを,よ9さびしくaJJlる都vc_上b生じ

た反別であるO新開砥 1･1 18石(,;L範地

を新たに開銀 したところであるo この枯

燥 に おいてJは,盲板よDも新枕

にかいての方が村石が増加してLr,る｡

一方,蛸谷村忙かいて払 衷 5-5-

4にかいてわかる梯作,古検0)村端1257･

210石から永荒川成当毛拾非引方557･

5ム9石を引いた残bの899･814石

が古枚有高であb,元禄 2年 (ld89)

の検地('cJ:･3て.村議は苗検の 12571

2 10石から新枚の8 D 91155石と減

少しているoこの川成け′J､田川の氾艦L'C

よって生じたものであろう｡そして■ こ

の新検高は明治4年 まで安和拭課の基鞭

とJLつでいる｡

魂 5-5-5 小林村の新棟 商

古高 717･55 5

-)12_5188 7 rrt成)'指-A

苗検有祐 5 95･648

(内 1417.745-荒起返)

(･J-14霊 蕊 ,

+ 40.941

+ 1.118 斯榊祇

新 株 ム55･7D7

江) 延宝5年 守観象検地帳上土)作成
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表5-514

横谷村一の新検 高

講検 1257.21D

-) 557159占 永荒川成当毛捨共引方

有高 8991814

新検 809.155

旺) 元禄2年 碍武家免状上b作成

(p) 免状

免状は検地で打出された村高をもと忙しで.その村の年貢を窪めたものであるO

次にあげるのは宝摩元年(175 1)の横谷付(裾武家文懲 )の免状であるo_

備州/｣､同相 鵜谷村未年免相定之古 ･.,

-,蕎八百九石宅斗三升三合

高五百弐拾九石三斗大升五合

高弐 百七拾九石七斗六升八合

内

田五石膏斗八升

田雫石九升八合

畑拾九石大斗三升五台

畑大石九斗三合

小以
田高大石弐斗七升八合

畑高弐拾大石五斗≡升八合

残

高五 百弐拾三石八升七合

内

高三百七拾七石七斗三升三合

此堀米弐 百弐拾大石六斗四升

高 すP_q拾玉石三斗五升四台

此取米八拾八市大斗六升六合

C1.･j弐百五拾三石弐斗三升

此取米百拾九石宅升八合

～,高弐石五斗三升

内
弐斗五升八合

六升宅合

残 hTf':;弐石式斗唱升習合

此取米七斗七升PlJ合
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田畑高辻

用方

畑方

永荒林高地無高引

当末光引 .

永覚引

当未荒引

但六ツ取

捕Efl分

佃大.y唱分収

相方毛布
I

但四ツ七分取 ;.

‥ 同村新EEl畑

永荒引

当兼荒引

毛付

値三ツ五分取



-I田九反五畝拾歩

但当来改Ii3た

内六畝廿歩

残八反八畝廿歩

此取米弐石三升九合

一,畑宅町五反五畝拾五歩

内管反三畝拾九歩
菅畝歩

夏毛宅町川反廿大鉢

此取米式石膏斗Li!升三台

米合P_q百三拾九石弐斗ii升

外

米拾三石菅斗七升八合

銀白-PTq拾目七分弐厘

同相匁弐分弐畑

糾合
米[)B百五拾弐石P_q斗弐チr̂ 分

銅百Pg拾四匁九分柑慮

JL･･,1村新i芽j

永荒引

毛やj

見取

同村新的

永荒引

当未完引

毛付

見取

口米但石三升ツツ

茶山澱下草 年京

口銀化す匁二付三匁ツツ

右当納方便間惣百姓_TJ_～.倉全割符極月十五日限急度可有皆塀者也

佐野十郎左術門

宝暦元辛未年十二月

庄屋惣百姓中

この榔谷村Qi,元禄 12年(1699)まで漣煩でこれ以後明治2年 (18占9)~王で私儀度群

落領である｡

この免状についてみてレゝくと,柑融1.809･1ち5石である｡これ比前に述べたように元禄 2年

(1占89)から明治 4年 (1B71)まで一定であるDこの利講と比本田畑高のことである.こ

のうち529.5占5石7-はm方で, 279.788ff吐畑方である.日･1万のうち5.18Oイi(･i林となっ

ても･b作付ができないから引いてあるO引物紘地割 IuJLj分身(I,:よれは･桝 歎引のよ')に人作にて

拾へたる引物を坪/<引といい,天変地殊にての･71物を連々引という｡この永荒林高地無福引C)場合
は漣 引々である｡当来荒引 1･098石枚連々引の中でも-//年限 L)の引である｡ これに対して永荒

林高地飯高引は海牛の引であるo この2つの合31結 d･278石となる｡これを田方529･5占5七l

から引く.と525･087石となD. これが奨原作作付を行な･3た反別で毛村石という｡そして● こ

の田方毛付は稲方 577.755石と約四分 1451554才了と忙分けられる｡ ここで相方抹六ツ取と

いって占割が椴米すなわち年貢となるから, 577755に0･ムla_･廉じたもの 22占･占598J.i)

取米22占.占40石が正まる｡-iた,細方は六ヅ奄分取といって占割 l分が取米すなわち年it言とな
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るから, 115,554に D.占1を乗じたもの88占ム5941-少取米8aム日 石が定まる｡横谷

村の吻合,稲方と絹方で琳米の翠が区別されるのは半保 5年(1718)からで,享保ム年 (17

21)上上欄寅75.が占ノ取で細方がムツ1分取となっておD,享保 18年 (1755)は稲方が5ツ

9分･取･細方がムツ執 元文2年 (1757)に相方がムツ2分取 ･綿方がムツ5分取 明治2年

( lB占9)と明治4年 (1871)は区別なくムツ取となっている以外払 凶 5-5-1に示す

年壮すべて禰方が ムツ取で細方がムツ1分取であ9,一定している｡畑方にかいでも279･7占8

石のF)ち,療年の引である永荒引 19.a55石と-ケ年限_bの引である当来荒引d.905石を引い

た残高が,この年作付を行な･,た反別畑方毛付255･250石である｡畑方は 4ツ7分取であるか

ら255.250に 0.47を乗じたもの 11?-0181よ.b取米 119018石が定せる｡以上が本

別 晴 についてである｡この本Efr畑以外th=所田畑と新開悶畑La:も年貫が課せられている.新田畑は

r･Bj2･550石で, このうち愈牢の引である永荒引0･258石とt.の年限りの引である当来荒引0･Odl

石を引いた残高が毛付高2･211石とたるo新田畑は5ツ5分取であるから2･21 1に 0･55を乗

じたもの0.77585より取米0･774石が定まるO新開田 9反 5畝 18歩について払 永荒引d

畝20少な引いた残り8反8畝 20歩が作付面柾である｡この 8反8畝 20歩は見取tn:よって取米

2.rH 9石が定まっているo見取というの壮新田を開発したところなどで.地味が悪く高を定め難

いので作柄を見てその年の年末を定める･8である｡ ここで8反8畝20歩を下々田とみなすと,醍

宝 5年の検地では石盛015石となるから高抹 a87に0.5を乗じた4.455石とな9,これに新田

の取分a55を乗ずると2.52925よb約2･529石となb.見取米21115石よbO･21占石

高くな･3ている｡新開畑についても1町5反5畝 lS歩から永末引1反 5畝 19歩と当来荒引1畝

を引いた残り1町 4反26歩が作付両横である｡この 1町 4反2占歩も見取によ･3て取米 2.115

石が定ま･,ているo米食 45?･25O石壮.本田畑･新EEIJ8i･新開田畑の取米を合計したもので,

これが本途物庇であるoこれ以外に口米･茶山滋下草年)-3'･口銀が加わっている｡ロ米は本途物成

忙対する付加税で 1石につき5升ずつかか･3でかD, 459･250に0105を乗じたもの111775 ＼

上915･178石が定められているO茶山盛下草年賢は小物成で, このうち茶年貢は南外で不をつ

くっているのKかかD.山摂下卑年質は柴を取･3て来たb下草をかったbして利用する番に対して

漉せられる｡El軸比との僻納する/｣､物成忙対する付加税で銀 1aO匁忙つき5匁ずつかかってかb,

140･72(′こ1OD分の5を乗じたもの4･221占.I-.り4･22匁が定められるOとれらすべて.k合

IrITしたものが糾合米452･428石,鎚 144･94匁である｡そして,原 後 に これを百姓全員が

立合･3TJべて割付け12月15日まで陀必ずみな納めよと結んであるo これが役人佐野十郎左衛

門の名で'宝麿元年 12月に.庄屋惣百姓にあてて出されているo

次に,このよう夜免状が構谷村では元禄 2年 (1占89)から明治4年(1871)までほとん

ど裁っているので.これを並にして図5-5-1を作成 した｡

この馴 こおいて,宝苛元年の癒合で説明する･t.毛付高給計牡,本田畑芯 809･155石から引

高 52･8日 石を引L̂た毛付高77日 l.7石と新田畑商 2･550石から引高0･519石を引いた

毛何誌 2･211石を加えた5'77a528石であるo柳瀬は,本田畑の職米454･524石と新田

(tL
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写真 5-5-3 元禄 2年 傾谷村免状 (73.武家文蕃)

l_

写夷 5-5-1 宝暦元年 析谷村免状 く細武家文番)

畑の取米0.77一石と新開田畑の取米4･152石の本逸物成とこれに対しての付加税口米 15･178

石を加え,年VC上ればさらに見取米を加えた9,為るいは年によれば救引を引いたもの = ?･250

石であるO この納米を毛付高総計で除したのが毛付免 0･5811である｡
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この図から,毛付高総計や納米が低くなっている年においても,毛付免はほとんど一定 (緋 ツ)

である坊がわかる｡また,低くかつているのは災割 こよるという事がわかる｡そして'一度低くな

つても数年後には再びもとVCもど.,ている｡図中長も低い毛付高総計と納米とな っている享保 10

午 (1725)においては,災音の種類は不明であるが,田方当毛検見引 151･415石 ･田方当

巳木綿毛根引18 1.2占7石･畑方当巳毛損引105･421石のため.毛付高総計が 575.A84

石･納米212･1占占石となっている｡そして享保 12年は納米5791990石一享保 14年は

444.182石ともとにもど･3ている｡毛付高総計は元禄 10年(1占97)の808占5a石を

境南にして,宝暦以降770石余とほほ安定しているO納米は元文2年 (1757)の 4占7･875

石を最高にして,宝暦以降 440石く'らいとほほ安定している｡以上が米納忙ついてである｡次に'

叙納は元線 2年から明治まで山年諌･茶年貢 ･山破年貢がそれぞれ一定額であり, これ以外に元

禄 10年(1d97)まで梯突小物成があD,これらに口銀がかかr3ている｡天保 10年(1859)

からこれに池敷貸地御運上が加わD,これにはロ銀がかかっていず 明治 まで続いている｡そして'

明治2年と4年は銀納ではなく,金納で両2永242文となっている｡

次tA=, このよう托して求めた各村の毛付免から図5-5-2を作成したO との図のもとになるの
が衷 5-5-5から表5-5- 15である｡

この図にかいて,元禄年間から宝永年間にかけて免輩が上がってかD,これは元禄期にこれらの

村 が々輔領から私領庭瀬辞儀-移行 した磐に関連しているのではをいかと考えられる.そして,豆

腐年間から天明軌でかけ.て 1ツ前後の変動がみられるが,江戸時代を通じて免率の低下がみられず

小林村と横谷村にかいては寛政期エ95ツd分, 5ツ8分ぐらいとはほ一定している｡次作,祐領
でせる本堀村は,他の私済度漸帝領の村々エbも免率が低い｡また,矢掛村は,他の庭瀬藩領の村

々よr)免率が高く7 ツ前後である. しかし,図 51 5 -5において田免をみてみると占ソ 4分ぐら
いで横谷村の占分よDも商いが,図 5-5- 2で表われている様に 1ツ前後もは高く7Eh｡ この矢

掛村vcかいては町場屋敷引45石余Dと御陣屋引 2石足らずが,畑方からの引高となt.,ているのが

他村と輿をる点で, これは宿場町である由線であD.矢掛町VEおいても矢掛村と同甑の町場屋敷引

が畑方からの引高となコている｡
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凍て打点 ′ヽ璃1-ら I令 ･ゝ I一斗巨 J･ゝ ヽゝ 1>､ト I､ vT. 】 ◆ 笥rl ヽ

帥 き′ヽ･A一芸 a守I.○1喪t＼I+ 寸 もヽち1 ＼○ヽ隻 aく)0､tdlトヽ %●､ ち塞､ 笥恕t＼ .ヾや + 令 Ii竜は 賢一l･も.bkゝ一､〇､勺 t<ìもi～ SLR○ヽ %%～ ◆ハく敬一＼､ Iq良
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焚 5- 5- 10 奥 山 田 村 の 牛耳租税の変遷
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辛 .守 識 ･引 福 毛 付 満 取 兼 高

本 田 畑 l斬 田 畑 計 本 ■ 毘 畑 新 田 畑 所BEl田畑 計本 田 畑 新 E]畑 書十 本 田 畑 所 EEl畑 射
荒 検 見 l 他 軒 収 米 ▲飯米引高 戎 取 米

.18兵 5̀ 一再17. 1,○弟 5; 義 " 9品 9｣ _j oo ,晶 59 石 ,畠 5, ,089,号04l 月 ,. .09月 75 一7㌔も8.一 夏 石 石2.187 香 47月 8̀

5 1187.188 i755 ll?5.941 1414 2&.98ト エ 32.212 - 52.212 1154.97占 L755 1141.729 490.845 - - 2.127 - 4?2.9?2

A 〟 45i217 ‡ 457.231 - 一57,251 749.957 754.710 271755 1- i - 1.ロ15 - 274.748

8 〟 1552 - il 1952 - ま95:≡ 118ま258 118?.989 611,958 59_5t】6 572,452 1.551 - 57i785

9 - 〟 - 〟 2n881 59一.057 - 592_408

1【】 1._ 1 〟 - 〟 5a511 SSiJl27 1~■ーI554,778

年 号 冥 加 米 ロ 兼 納 米 免 魂 小 物 成 口 銀 納 銀高免 1言 石 免 桔色小物成 小言 盲 1 粂 年貢茶年罪
石 壷 47品 48 985 4_ろ89 2A_7 1効 o @ 包 a l 4弟 7

5 - - 一92,99:≡ 155 4.244 - 1180 ! 5'2 - 5ふさ2

4 - - 274_748 2.514 1651 - -

8 - 17.215 598994 4.978 4_9舶 - 1.09 57.41

･9 - 1ム773 占0?,181 5.151 : 5..., - 〟 〟 〟

1t】 - l 14.599 571.177 4_811 4.8t】0 -

注) 元醸5年から10年は石井家父8｢免状｣lb.文政 12年は福武豪文声 ｢免状｣り 作成


